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議題１（委員会決裁事項（規則第３条第６号）） 

 

 

知事からの意見聴取に対する回答の承認について 

 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29条の規定により知事から意見

を求められた令和７年２月定例府議会に提出された次の議案について、大阪府

教育委員会事務決裁規則第５条に基づき教育長が代決により異議がない旨を回

答した。 

この代決を、大阪府教育委員会事務決裁規則第７条第２項に基づき承認する。 

 

 

令和７年３月 28日 

 

 

大阪府教育委員会       

 

〇予算案 

 １ 令和７年度大阪府一般会計予算の件（教育委員会関係分） 
 ２ 令和６年度大阪府一般会計補正予算（第５号）の件（教育委員会関係分） 
 ３ 令和６年度大阪府一般会計補正予算（第６号）の件（教育委員会関係分） 
 

〇条例案 

 １ 大阪府教育職員免許状再授与審査会の委員の報酬及び費用弁償に関する

条例制定の件 
 ２ 職員の退職手当に関する条例一部改正の件 
 ３ 職員の給与に関する条例等一部改正の件 
 ４ 職員の旅費に関する条例等一部改正の件 
 ５ 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例及び職員の育児休業等に関す

る条例一部改正の件 
 ６ 府吏員退隠料等条例一部改正の件 
 ７ 大阪府認定こども園の認定の要件に関する条例の一部を改正する条例一

部改正の件 
 ８ 大阪府受動喫煙防止条例一部改正の件  
９ 大阪府立学校条例一部改正の件 



１－２ 
 

 10 指定公立国際教育学校等管理法人による大阪府立学校の管理に関する条
例及び大阪府私立学校審議会の委員の報酬及び費用弁償に関する条例一

部改正の件 
 11 府費負担教職員定数条例一部改正の件 
 
 

 

＜参考＞ 

  〇大阪府教育委員会事務決裁規則 

（事務の専決及び代決） 

第５条 第３条各号に規定する事項について緊急やむを得ないときは、教

育長がその事項を代決することができる。 

（専決した事項等の報告） 

第７条  （略） 

 ２ 第５条の規定により教育長が代決したときは、速やかに委員会の会

議において報告し、その承認を受けるものとする。 



第２次教育振興
基本計画項目

予算額（千円）
（参考）

2月17日報告内容
予算額（千円）

① 小学生新学力テスト事業費 315,981 315,981

② 中学生学びチャレンジ事業費 377,944 376,215

③ 市町村立学校スマートスクール推進事業費 45,276 44,912

④ 府立学校スマートスクール推進事業費 3,311,434 3,311,434

⑤ ＧＩＧＡスクール構想加速化基金事業費 20,680,056 20,678,963

⑥ おおさかグローバル人材育成事業費(高校ＤＸ加速化推進） 435,000 435,000

⑦ 英語教育推進事業費 一部新 508,315 508,437

⑧ グローバルリーダーズハイスクール支援事業費 26,072 26,072

⑨ 府立高等学校再編整備事業費 一部新 1,132,640 1,131,902

⑩ 工業系高等学校新校整備事業費 68,509 68,509

⑪ 知的障がいのある生徒の教育環境整備事業費 49,522 48,554

⑫ 障がいのある生徒の高校生活支援事業費 135,719 134,978

⑬ 小中学校における日本語指導推進事業費 54,927 48,591

⑭ 夜間中学設置促進・充実事業費 一部新 12,844 12,844

⑮ 府立図書館運営費 一部新 1,008,523 1,006,986

⑯ 府立学校入学者選抜・採点業務デジタル化事業費 35,142 35,142

⑰ ２０２５年日本国際博覧会実業系高等学校魅力発信事業費 13,000 13,000

⑱ ２０２５年日本国際博覧会ＳＴＥＡＭ教育等推進事業費 一部新 84,934 84,934

⑲ ＳＤＧｓジュニアプロジェクト事業費 3,358 3,358

⑳ ２０２５年日本国際博覧会児童生徒招待事業費 1,803,848 1,803,848

㉑ 不登校等対策支援事業費 一部新 219,057 218,928

① いじめ・虐待等対応支援体制構築事業費 13,749 13,174

② 課題を抱える生徒フォローアップ事業費 60,606 60,471

③ ヤングケアラー支援体制強化事業費 74,389 74,013

④ スクールカウンセラー配置事業費 596,011 595,524

⑤ スクールソーシャルワーカー配置事業費 75,233 74,863

⑥ 教育総合相談事業費 24,233 24,233

⑦ ＳＮＳ活用相談体制整備事業費 30,772 30,772

⑧ 文化財保護管理費 一部新 151,906 151,906

⑨ 学校給食実施費 1,680,269 1,680,269

⑩ 地域クラブ活動体制整備等事業費 138,960 138,958

① 教育庁ハートフルオフィス推進事業費 53,143 48,472

② 部活動指導員等配置事業費 135,028 135,077

主な事業

【基本方針１】
確かな学力の定着と
               学びの深化

【基本方針２】
豊かな心と
      健やかな体の育成

【基本方針３】
将来をみすえた自主性
           ・自立性の育成

令和７年度 教育庁予算（案）の主な事業

６，０９０億７，２２５万６千円

５，６４６億４，１１５万５千円

５，７９２億３，８９２万５千円

１０７．９％

一般会計

令和７年度当初予算額

令和６年度当初予算額

前年比　R7当初／R6当初

令和６年度最終予算額

 １−3



第２次教育振興
基本計画項目

予算額（千円）
（参考）

2月17日報告内容
予算額（千円）

主な事業

① 教育コミュニティづくり推進事業費 58,084 58,084

※【基本方針２】の②～⑤の事業も【基本方針４】に該当（再掲） 806,239 804,871

① 教職員採用選考費 20,878 20,634

② 教職員資質向上方策推進事業費 57,777 56,047

③ 校長マネジメントの強化（学校経営推進事業費・校長マネジメント推進事業費） 234,193 234,193

④ 府立学校教育ICT化推進事業費 1,257,036 1,257,036

⑤ 府立学校働き方改革推進事業費 新規 17,888 17,888

※【基本方針２】の⑩、【基本方針３】の②の事業も【基本方針５】に該当（再掲） 273,988 274,035

① 就学支援金関連事業費 36,983,042 37,090,975

② 公立高等学校等生徒授業料支援補助金 拡充 1,850,013 1,850,013

③ 知的障がい支援学校新校整備事業費 506,393 506,393

④ 市町村医療的ケア等実施体制サポート事業費 63,034 63,034

⑤ 医療的ケア通学支援事業費 785,269 772,419

⑥ 府立学校老朽化対策費 1,151,892 1,151,892

⑦ 府立学校施設・設備改修費 791,644 834,425

⑧ 府立学校施設設備緊急改修事業費 995,255 995,255

⑨ 府立学校施設長寿命化整備事業費 6,829,495 6,818,095

⑩ 高等学校教育環境改善事業費 951,451 951,451

⑪ スクールサポートスタッフ配置事業費 149,853 149,853

⑫ 大阪府育英会助成費 584,495 581,293

⑬ 学習環境改善事業費（府立学校トイレ改修） 346,836 346,836

⑭ 大阪教育ゆめ基金積立金 100,878 100,878

① 私立高等学校等振興助成費 39,274,305 38,795,305

② 私立高等学校等生徒授業料支援補助金 拡充 27,935,802 27,935,802

③ 私立幼稚園振興助成費 6,136,832 6,095,784

④ 施設型給付費等負担金 14,545,587 14,545,587

⑤ 子育て支援施設等利用給付費負担金 1,821,709 1,821,709

⑥ 私立専門学校授業料等減免事業費 拡充 8,748,269 8,745,377

⑦ 私立学校光熱費高騰対策支援事業費 新規 92,403 92,403

【基本方針７】
私立学校の振興

【基本方針４】
多様な主体との協働

【基本方針５】
力と熱意を備えた教員
          と学校組織づくり

【基本方針６】
学びを支える環境整備

私立学校に関する事

業であるため協議の

対象外
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　　１６４億７，９６０万５千円

▲１１２億５，１１７万５千円

５，７４０億１，０４９万５千円

５，７９２億３，８９２万５千円

※　第6号補正予算額については、定例的な各種事業費の増減に係るもの。

上段　補正額

中段　補正前予算額

下段　補正後予算額

事　　業　　名 事　業　内　容　の　説　明

158億3,422万円

0

158億3,422万円

第５号補正予算案の概要

〔　一　般　会　計　〕

事 業 費

【 国 経 済 対 策 】
Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル
構想加速化基金事業費

　令和２～３年度に整備した「１人１台端末」について、ＧＩＧＡス
クール構想第２期を念頭に、今後５年程度をかけて端末を計画的に更
新するとともに、端末故障時のための予備機の整備も進めるために、
必要な経費の積み立てを行う。
〇対象：公立の小学校、中学校、義務教育学校、
　　　　支援学校（小学部・中学部）

教育庁  令和６年度一般会計補正予算案の概要

一般会計

第5号補正予算額

※第6号補正予算額

補正前予算額

補正後予算額
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〇条例案 

 

番号 

 

件     名 概          要 

１ 

 

大阪府教育職員免許状

再授与審査会の委員の

報酬及び費用弁償に関

する条例制定の件 

教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律

により、特定免許状失効者等に対する免許状の再授与に際し

て、都道府県教育職員免許状再授与審査会の意見を聴かなけ

ればならないとされたことに伴い、委員の報酬の額等につい

て定める。    

施行日：令和７年４月１日 

 

２ 

 

 

職員の退職手当に関す

る条例一部改正の件 

 雇用保険法及び国家公務員退職手当法の改正により、就業

手当が廃止されたこと等に伴い、条例において同趣旨の改正

を行う。 

    施行日：令和７年４月１日 

 

３ 

 

職員の給与に関する条

例等一部改正の件 

令和６年１０月の人事委員会の勧告等を踏まえ、所要の改

正を行う。 

〔主な改正内容〕 

・行政職及び教育職給料表以外の給料月額の引上げ 

・通勤手当の支給限度額の引上げ 

〔改正前〕 １月につき５５，０００円 

〔改正後〕 １月につき１５０，０００円 

・子に係る扶養手当の額の引上げ 

〔改正前〕 １人につき１０，０００円 

〔改正後〕 １人につき１３，０００円 

・配偶者に係る扶養手当の廃止 

    施行日：令和７年４月１日 

〔関係条例〕 

 ・職員の給与に関する条例 

・一般職の任期付職員の採用等に関する条例 

・技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条例 

・職員の定年の引上げ等に伴う関係条例の整備に関する

条例 
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４ 

 

 

職員の旅費に関する条

例等一部改正の件 

 国家公務員等の旅費に関する法律の改正を踏まえ、旅費制

度の見直しを行う。 

〔主な改正内容〕 

・旅行中宿泊費について、定額支給方式を上限付きの実費

支給方式に改める。 

・旅費の種類に包括宿泊費や宿泊手当を追加するとともに、

その額について定める。 

・旅行役務提供者を利用した場合、当該者に対して旅費に

相当する金額を支払うことができるようにする。 

・証人等の実費弁償における日当の規定を削除する。 

〔関係条例〕 

職員の旅費に関する条例ほか８条例 

    施行日：令和７年４月１日 

 

５ 

 

 

職員の勤務時間、休日、

休暇等に関する条例及

び職員の育児休業等に

関する条例一部改正の

件 

１ 国家公務員について、育児のための時間外勤務の制限に

係る子の対象年齢が３歳未満から小学校就学前まで引き上

げられたことを踏まえ、条例において同趣旨の改正を行う。 

２ 国家公務員について、介護離職を防止するための勤務環

境の整備に関する措置等が各省各庁の長等に義務付けられ

ることを踏まえ、条例において同趣旨の改正を行う。 

３ 育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の

福祉に関する法律の改正により、規定の整備（条項ずれ是

正）を行う。 

    施行日：令和７年４月１日 

 

６ 

 

 

府吏員退隠料等条例一

部改正の件 

 恩給法の改正により、みなし執行猶予の言渡しが取り消さ

れ刑が執行された場合、恩給等を停止できるようになったこ

とに伴い、条例において同趣旨の改正等を行う。 

    施行日：令和７年６月１日 

 

７ 

 

大阪府認定子ども園の

認定の要件に関する条

例の一部を改正する条

例一部改正の件 

幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運

営に関する基準（府省令）の改正により、幼保連携型認定こ

ども園に配置すべき職員の数に算入することができる副園長

又は教頭の資格要件に係る特例期間の終期を令和７年３月３

１日から令和９年３月３１日に延長する。 

    施行日：公布の日 
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８ 

 

大阪府受動喫煙防止条

例一部改正の件 

 地方自治法第２５２条の１７の２の条例による事務処理の

特例制度に基づき、本条例に基づく受動喫煙防止等に関する

事務の一部を大阪市ほか６市が処理することとするととも

に、規定の整備等を行う。 

    施行日：令和７年４月１日 

 

９ 大阪府立学校条例一部

改正の件 

１ 府立学校の児童及び生徒の数の変動に伴う学級数の増減

に伴い、府立学校の職員の定数を改定する。 

・中 学 校 〔改正前〕     ３７人 

            〔改正後〕     ４１人 

・高 等 学 校 〔改正前〕  ９，３３６人 

           〔改正後〕  ９，２５１人 

・特別支援学校 〔改正前〕  ５，４６９人 

         〔改正後〕  ５，５３０人 

            ※調整要求中のものを含む 

    施行日：令和７年４月１日 

２ 大阪府立福泉高等学校及び大阪府立大正白稜高等学校を

廃止する。 

    施行日：規則で定める日 

 

10 指定公立国際教育学校

等管理法人による大阪

府立学校の管理に関す

る条例及び大阪府私立

学校審議会の委員の報

酬及び費用弁償に関す

る条例一部改正の件 

 

 私立学校法の改正により、規定の整備（条項ずれ是正）を

行う。 

    施行日：令和７年４月１日 

11 府費負担教職員定数条

例一部改正の件 

市町村立学校の児童及び生徒の数の変動に伴う学級数の増

減並びに国の定数改善等に伴い、府費負担教職員の定数を改

定する。 

・小 学 校 〔改正前〕 １８，００８人 

         〔改正後〕 １８，３６８人 

・中 学 校 〔改正前〕  ９，９９５人 

         〔改正後〕 １０，１８５人 

・高 等 学 校 〔改正前〕     １３人 

         〔改正後〕     １３人 

        ※調整要求中のものを含む 

    施行日：令和７年４月１日 
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者
に
対
し
て
は
、
報
酬
を
支
給
し

な
い
。 

（
費
用
弁
償
） 

第
三
条 

委
員
の
費
用
弁
償
の
額
は
、
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年
大
阪
府
条

例
第
三
十
七
号
）
に
よ
る
指
定
職
等
の
職
務
に
あ
る
者
以
外
の
者
の
額
相
当
額
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
費
用
弁
償
の
支
給
に
つ
い
て
の
路
程
は
、
住
所
地
の
市
町
村
か
ら
起
算
す
る
。 

３ 

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
委
員
の
う
ち
府
の
経
済
に
属
す
る
常
勤
の
職
員
で
あ
る

者
の
費
用
弁
償
の
額
は
、
そ
の
者
が
当
該
職
員
と
し
て
公
務
の
た
め
旅
行
し
た
場
合
に
支
給

さ
れ
る
旅
費
相
当
額
と
す
る
。 

（
支
給
方
法
） 

第
四
条 

委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
方
法
に
関
し
、
こ
の
条
例
に
定
め
が
な
い
事
項

に
つ
い
て
は
、
常
勤
の
職
員
の
例
に
よ
る
。 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

http://g1072sv0db011.lan.pref.osaka.jp/HAS-Shohin/jsp/SVDocumentView
http://g1072sv0db011.lan.pref.osaka.jp/HAS-Shohin/jsp/SVDocumentView
http://g1072sv0db011.lan.pref.osaka.jp/HAS-Shohin/jsp/SVDocumentView
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大 阪 府 条 例 第    号  

職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 年 大 阪 府 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示

す よ う に 改 正 す る 。  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 失 業 者 の 退 職 手 当 ）  

第 十 条 （ 略 ）  

２― 10  （ 略 ）  

11  （ 略 ）  
 一― 三  （ 略 ）  
 四  安 定 し た 職 業 に 就 い た 者  雇 用 保 険 法 第

五 十 六 条 の 三 第 一 項 に 規 定 す る 就 業 促 進 手

当 （ 第 十 四 項 に お い て 「 就 業 促 進 手 当 」 と い

う 。 ）  
 五 ・ 六  （ 略 ）  

12 ・ 13  （ 略 ）  

14  就 業 促 進 手 当 に 相 当 す る 退 職 手 当 の 支 給 が

あ つ た 場 合 に お け る 第 一 項 、 第 三 項 又 は 第 十 一

項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 雇 用 保 険 法 第 五 十

六 条 の 三 第 一 項 第 一 号 に 該 当 す る 者 に 係 る 就

業 促 進 手 当 に つ い て 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ り

基 本 手 当 を 支 給 し た も の と み な さ れ る 日 数 に

相 当 す る 日 数 分 の 第 一 項 又 は 第 三 項 の 規 定 に

よ る 退 職 手 当 の 支 給 が あ つ た も の と み な す 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15 ― 17  （ 略 ）  
 
   附  則  
 

１― 40  （ 略 ）  

41  昭 和 六 十 年 三 月 三 十 一 日 に 旧 専 売 公 社 の 職

員 と し て 在 職 し て い た 者 が 、 引 き 続 い て 日 本 た

ば こ 産 業 株 式 会 社 の 職 員 と な り 、 か つ 、 引 き 続

き 日 本 た ば こ 産 業 株 式 会 社 の 職 員 と し て 在 職

し た 後 引 き 続 い て 職 員 と な つ た 場 合 又 は 同 日

に 旧 電 信 電 話 公 社 の 職 員 と し て 在 職 し て い た

者 が 、 引 き 続 い て 日 本 電 信 電 話 株 式 会 社 （ 日 本

電 信 電 話 株 式 会 社 等 に 関 す る 法 律 第 一 条 の 二

第 一 項 に 規 定 す る 日 本 電 信 電 話 株 式 会 社 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） の 職 員 と な り 、 か つ 、 引 き 続

き 日 本 電 信 電 話 株 式 会 社 の 職 員 と し て 在 職 し

た 後 引 き 続 い て 職 員 と な つ た 場 合 に お け る そ

の 者 の 退 職 手 当 の 算 定 の 基 礎 と な る 勤 続 期 間

の 計 算 に つ い て は 、 そ の 者 の 同 日 ま で の た ば こ

事 業 法 等 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 等 に 関

（ 失 業 者 の 退 職 手 当 ）  

第 十 条 （ 略 ）  

２― 10  （ 略 ）  

11  （ 略 ）  
 一― 三  （ 略 ）  
 四  職 業 に 就 い た 者  雇 用 保 険 法 第 五 十 六 条

の 三 第 一 項 に 規 定 す る 就 業 促 進 手 当 （ 第 十 四

項 に お い て 「 就 業 促 進 手 当 」 と い う 。 ）  
 
 五 ・ 六  （ 略 ）  

12 ・ 13  （ 略 ）  

14  就 業 促 進 手 当 に 相 当 す る 退 職 手 当 の 支 給 が

あ つ た 場 合 に お け る 第 一 項 、 第 三 項 又 は 第 十 一

項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る

退 職 手 当 ご と に 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 数 分 の 第

一 項 又 は 第 三 項 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 の 支 給

が あ つ た も の と み な す 。  
 
 
 一  雇 用 保 険 法 第 五 十 六 条 の 三 第 一 項 第 一 号

イ に 該 当 す る 者 に 係 る 就 業 促 進 手 当 に 相 当

す る 退 職 手 当  当 該 退 職 手 当 の 支 給 を 受 け

た 日 数 に 相 当 す る 日 数  
 二  雇 用 保 険 法 第 五 十 六 条 の 三 第 一 項 第 一 号

ロ に 該 当 す る 者 に 係 る 就 業 促 進 手 当 に 相 当

す る 退 職 手 当  当 該 就 業 促 進 手 当 に つ い て

同 条 第 五 項 の 規 定 に よ り 基 本 手 当 を 支 給 し

た も の と み な さ れ る 日 数 に 相 当 す る 日 数  

15 ― 17  （ 略 ）  
 
   附  則  
 

１― 40  （ 略 ）  

41  昭 和 六 十 年 三 月 三 十 一 日 に 旧 専 売 公 社 の 職

員 と し て 在 職 し て い た 者 が 、 引 き 続 い て 日 本 た

ば こ 産 業 株 式 会 社 の 職 員 と な り 、 か つ 、 引 き 続

き 日 本 た ば こ 産 業 株 式 会 社 の 職 員 と し て 在 職

し た 後 引 き 続 い て 職 員 と な つ た 場 合 又 は 同 日

に 旧 電 信 電 話 公 社 の 職 員 と し て 在 職 し て い た

者 が 、 引 き 続 い て 日 本 電 信 電 話 株 式 会 社 の 職 員

と な り 、 か つ 、 引 き 続 き 日 本 電 信 電 話 株 式 会 社

の 職 員 と し て 在 職 し た 後 引 き 続 い て 職 員 と な

つ た 場 合 に お け る そ の 者 の 退 職 手 当 の 算 定 の

基 礎 と な る 勤 続 期 間 の 計 算 に つ い て は 、 そ の 者

の 同 日 ま で の た ば こ 事 業 法 等 の 施 行 に 伴 う 関

係 法 律 の 整 備 等 に 関 す る 法 律 第 四 条 及 び 日 本

電 信 電 話 株 式 会 社 法 及 び 電 気 通 信 事 業 法 の 施

行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 等 に 関 す る 法 律 第 五
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附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い

う 。 ） 第 十 条 第 十 一 項 （ 第 四 号 に 係 る 部 分 に 限 り 、 同 条 第 十 五 項 に お い て 読 み 替

え て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 は 、 退 職 職 員 （ 退 職 し た 職 員 の 退 職 手 当 に 関

す る 条 例 第 二 条 に 規 定 す る 職 員 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） で あ っ て こ の 条 例 の 施 行 の

日 以 後 に 安 定 し た 職 業 に 就 い た 者 に つ い て 適 用 し 、 退 職 職 員 で あ っ て こ の 条 例

す る 法 律 第 四 条 及 び 日 本 電 信 電 話 株 式 会 社 法

及 び 電 気 通 信 事 業 法 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の

整 備 等 に 関 す る 法 律 第 五 条 の 規 定 に よ る 改 正

前 の 国 家 公 務 員 等 退 職 手 当 法 第 二 条 第 二 項 に

規 定 す る 職 員 と し て の 引 き 続 い た 在 職 期 間 及

び 昭 和 六 十 年 四 月 一 日 以 後 の 日 本 た ば こ 産 業

株 式 会 社 又 は 日 本 電 信 電 話 株 式 会 社 の 職 員 と

し て の 在 職 期 間 を 職 員 と し て の 引 き 続 い た 在

職 期 間 と み な す 。 た だ し 、 そ の 者 が 日 本 た ば こ

産 業 株 式 会 社 又 は 日 本 電 信 電 話 株 式 会 社 を 退

職 し た こ と に よ り 退 職 手 当 （ こ れ に 相 当 す る 給

付 を 含 む 。 ） の 支 給 を 受 け て い る と き は 、 こ の

限 り で な い 。  

42 ― 55  （ 略 ）  

（ 失 業 者 の 特 例 ）  

56  令 和 九 年 三 月 三 十 一 日 以 前 に 退 職 し た 職 員

に 対 す る 第 十 条 第 十 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、 同 項 中 「 第 二 十 八 条 ま で 」 と あ る の は 「 第

二 十 八 条 ま で 及 び 附 則 第 五 条 」 と 、 同 項 第 二 号

中 「 ロ 雇 用 保 険 法 施 行 規 則 第 三 十 二 条 各 号 に

掲 げ る 就 職 が 困 難 な 者 で あ つ て 、 雇 用 保 険 法 第

二 十 四 条 の 二 第 一 項 第 二 号 に 掲 げ る 者 に 相 当

す る 者 と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者 に 該

当 し 、 か つ 、 知 事 が 同 項 に 規 定 す る 指 導 基 準 に

照 ら し て 再 就 職 を 促 進 す る た め に 必 要 な 職 業

安 定 法 第 四 条 第 四 項 に 規 定 す る 職 業 指 導 を 行

う こ と が 適 当 で あ る と 認 め た も の 」 と あ る の は  

 「 ロ 雇 用 保 険 法 施 行 規 則 第 三 十 二 条 各 号 に 掲  
   ハ 特 定 退 職 者 で あ つ て 、 雇 用 保 険 法 附 則 第  

げ る 就 職 が 困 難 な 者 で あ つ て 、 雇 用 保 険 法 第 二 

五 条 第 一 項 に 規 定 す る 地 域 内 に 居 住 し 、 か つ 、 

十 四 条 の 二 第 一 項 第 二 号 に 掲 げ る 者 に 相 当 す  

知 事 が 同 法 第 二 十 四 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 指 

る 者 と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者 に 該 当  

導 基 準 に 照 ら し て 再 就 職 を 促 進 す る た め に 必  

し 、 か つ 、 知 事 が 同 項 に 規 定 す る 指 導 基 準 に 照  

要 な 職 業 安 定 法 第 四 条 第 四 項 に 規 定 す る 職 業  

ら し て 再 就 職 を 促 進 す る た め に 必 要 な 職 業 安  

指 導 を 行 う こ と が 適 当 で あ る と 認 め た も の （  

定 法 第 四 条 第 四 項 に 規 定 す る 職 業 指 導 を 行 う  

イ に 掲 げ る 者 を 除 く 。 ）  

こ と が 適 当 で あ る と 認 め た も の  
               」  

条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 国 家 公 務 員 等 退 職 手

当 法 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 職 員 と し て の 引

き 続 い た 在 職 期 間 及 び 昭 和 六 十 年 四 月 一 日 以

後 の 日 本 た ば こ 産 業 株 式 会 社 又 は 日 本 電 信 電

話 株 式 会 社 の 職 員 と し て の 在 職 期 間 を 職 員 と

し て の 引 き 続 い た 在 職 期 間 と み な す 。 た だ し 、

そ の 者 が 日 本 た ば こ 産 業 株 式 会 社 又 は 日 本 電

信 電 話 株 式 会 社 を 退 職 し た こ と に よ り 退 職 手

当 （ こ れ に 相 当 す る 給 付 を 含 む 。 ） の 支 給 を 受

け て い る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  
 
 
 

42 ― 55  （ 略 ）  

（ 失 業 者 の 特 例 ）  

56  令 和 七 年 三 月 三 十 一 日 以 前 に 退 職 し た 職 員

に 対 す る 第 十 条 第 十 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、 同 項 中 「 第 二 十 八 条 ま で 」 と あ る の は 「 第

二 十 八 条 ま で 及 び 附 則 第 五 条 」 と 、 同 項 第 二 号

中 「 ロ  雇 用 保 険 法 施 行 規 則 第 三 十 二 条 各 号 に

掲 げ る 就 職 が 困 難 な 者 で あ つ て 、 雇 用 保 険 法 第

二 十 四 条 の 二 第 一 項 第 二 号 に 掲 げ る 者 に 相 当

す る 者 と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者 に 該

当 し 、 か つ 、 知 事 が 同 項 に 規 定 す る 指 導 基 準 に

照 ら し て 再 就 職 を 促 進 す る た め に 必 要 な 職 業

安 定 法 第 四 条 第 四 項 に 規 定 す る 職 業 指 導 を 行

う こ と が 適 当 で あ る と 認 め た も の 」 と あ る の は  

 「 ロ 雇 用 保 険 法 施 行 規 則 第 三 十 二 条 各 号 に 掲  
   ハ 特 定 退 職 者 で あ つ て 、 雇 用 保 険 法 附 則 第  

げ る 就 職 が 困 難 な 者 で あ つ て 、 雇 用 保 険 法 第 二 

五 条 第 一 項 に 規 定 す る 地 域 内 に 居 住 し 、 か つ 、 

十 四 条 の 二 第 一 項 第 二 号 に 掲 げ る 者 に 相 当 す  

知 事 が 同 法 第 二 十 四 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 指 

る 者 と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者 に 該 当  

導 基 準 に 照 ら し て 再 就 職 を 促 進 す る た め に 必  

し 、 か つ 、 知 事 が 同 項 に 規 定 す る 指 導 基 準 に 照  

要 な 職 業 安 定 法 第 四 条 第 四 項 に 規 定 す る 職 業  

ら し て 再 就 職 を 促 進 す る た め に 必 要 な 職 業 安  

指 導 を 行 う こ と が 適 当 で あ る と 認 め た も の （  

定 法 第 四 条 第 四 項 に 規 定 す る 職 業 指 導 を 行 う  

イ に 掲 げ る 者 を 除 く 。 ）  

こ と が 適 当 で あ る と 認 め た も の  
               」  

  

と す る 。  と す る 。  
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の 施 行 の 日 前 に 職 業 に 就 い た 者 に 対 す る 就 業 促 進 手 当 に 相 当 す る 退 職 手 当 の 支

給 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  
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大 阪 府 条 例 第    号  

   職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  
（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 一 条  職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 年 大 阪 府 条 例 第 三 十 五 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  
改 正 後  改 正 前  

  

（ 扶 養 手 当 ）  

第 十 三 条  扶 養 手 当 は 、 扶 養 親 族 の あ る 職 員 に 対

し て 支 給 す る 。 た だ し 、 次 項 第 二 号 か ら 第 五 号

ま で の い ず れ か に 該 当 す る 扶 養 親 族 （ 以 下 「 扶

養 親 族 た る 父 母 等 」 と い う 。 ） に 係 る 扶 養 手 当

は 、 行 政 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 で そ の 職

務 の 級 が 七 級 以 上 で あ る も の 及 び 同 表 以 外 の

各 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 で そ の 職 務 の 級

が こ れ に 相 当 す る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 職 員 に 対 し て は 、 支 給 し な い 。  
 

２ （ 略 ）  
 
 
 
 一― 五  （ 略 ）  

３ 扶 養 手 当 の 月 額 は 、 前 項 第 一 号 に 該 当 す る 扶

養 親 族 （ 以 下 「 扶 養 親 族 た る 子 」 と い う 。 ） に

つ い て は 一 人 に つ き 一 万 三 千 円 、 扶 養 親 族 た る

父 母 等 に つ い て は 一 人 に つ き 六 千 五 百 円 （ 行 政

職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 で そ の 職 務 の 級

が 六 級 で あ る も の 及 び 同 表 以 外 の 各 給 料 表 の

適 用 を 受 け る 職 員 で そ の 職 務 の 級 が こ れ に 相

当 す る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職

員 に あ つ て は 、 三 千 五 百 円 ） と す る 。  

４  扶 養 親 族 た る 子 の う ち に 十 五 歳 に 達 す る 日

後 の 最 初 の 四 月 一 日 か ら 二 十 二 歳 に 達 す る 日

以 後 の 最 初 の 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に あ る 子

が い る 場 合 に お け る 扶 養 手 当 の 月 額 は 、 前 項 の

規 定 に か か わ ら ず 、 五 千 円 に 当 該 期 間 に あ る 当

該 扶 養 親 族 た る 子 の 数 を 乗 じ て 得 た 額 を 同 項

の 規 定 に よ る 額 に 加 算 し た 額 と す る 。  
 

５ （ 略 ）  
 

第 十 三 条 の 四  大 阪 府 の 区 域 若 し く は 第 十 三 条

の 二 第 一 項 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 地 域 若

し く は 公 署 （ 以 下 「 大 阪 府 の 区 域 等 」 と い う 。 ）

に 在 勤 す る 職 員 が そ の 在 勤 す る 地 域 若 し く は

公 署 を 異 に し て 異 動 し た 場 合 又 は こ れ ら の 職

員 の 在 勤 す る 公 署 が 移 転 し た 場 合 （ こ れ ら の 職

員 が 当 該 異 動 又 は 移 転 の 日 の 前 日 に 在 勤 し て

い た 地 域 又 は 公 署 に 引 き 続 き 六 箇 月 を 超 え て

在 勤 し て い た 場 合 そ の 他 当 該 場 合 と の 権 衡 上

必 要 が あ る と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 場 合 に 限 る 。 ） に お い て 、 当 該

（ 扶 養 手 当 ）  

第 十 三 条  扶 養 手 当 は 、 扶 養 親 族 の あ る 職 員 に 対

し て 支 給 す る 。 た だ し 、 次 項 第 一 号 及 び 第 三 号

か ら 第 六 号 ま で の い ず れ か に 該 当 す る 扶 養 親

族 （ 以 下 「 扶 養 親 族 た る 配 偶 者 、 父 母 等 」 と い

う 。 ） に 係 る 扶 養 手 当 は 、 行 政 職 給 料 表 の 適 用

を 受 け る 職 員 で そ の 職 務 の 級 が 七 級 以 上 で あ

る も の 及 び 同 表 以 外 の 各 給 料 表 の 適 用 を 受 け

る 職 員 で そ の 職 務 の 級 が こ れ に 相 当 す る も の

と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 に 対 し て

は 、 支 給 し な い 。  

２ （ 略 ）  
 一 配 偶 者 （ 届 出 を し て い な い が 、 事 実 上 婚 姻

関 係 と 同 様 の 事 情 に あ る 者 を 含 む 。 以 下 同

じ 。 ）  
 二― 六  （ 略 ）  

３ 扶 養 手 当 の 月 額 は 、 扶 養 親 族 た る 配 偶 者 、 父

母 等 に つ い て は 一 人 に つ き 六 千 五 百 円 （ 行 政 職

給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 で そ の 職 務 の 級 が

六 級 で あ る も の 及 び 同 表 以 外 の 各 給 料 表 の 適

用 を 受 け る 職 員 で そ の 職 務 の 級 が こ れ に 相 当

す る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員

に あ つ て は 、 三 千 五 百 円 ） 、 前 項 第 二 号 に 該 当

す る 扶 養 親 族 （ 以 下 「 扶 養 親 族 た る 子 」 と い う 。 ）

に つ い て は 一 人 に つ き 一 万 円 と す る 。  

４  扶 養 親 族 た る 子 の う ち に 十 五 歳 に 達 す る 日

後 の 最 初 の 四 月 一 日 か ら 二 十 二 歳 に 達 す る 日

以 後 の 最 初 の 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 （ 以 下 「 特

定 期 間 」 と い う 。 ） に あ る 子 が い る 場 合 に お け

る 扶 養 手 当 の 月 額 は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 五 千 円 に 特 定 期 間 に あ る 当 該 扶 養 親 族 た る

子 の 数 を 乗 じ て 得 た 額 を 同 項 の 規 定 に よ る 額

に 加 算 し た 額 と す る 。  

５ （ 略 ）  
 

第 十 三 条 の 四  大 阪 府 の 区 域 若 し く は 第 十 三 条

の 二 第 一 項 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 地 域 若

し く は 公 署 （ 以 下 「 大 阪 府 の 区 域 等 」 と い う 。 ）

に 在 勤 す る 職 員 が そ の 在 勤 す る 地 域 若 し く は

公 署 を 異 に し て 異 動 し た 場 合 又 は こ れ ら の 職

員 の 在 勤 す る 公 署 が 移 転 し た 場 合 （ こ れ ら の 職

員 が 当 該 異 動 又 は 移 転 の 日 の 前 日 に 在 勤 し て

い た 地 域 又 は 公 署 に 引 き 続 き 六 箇 月 を 超 え て

在 勤 し て い た 場 合 そ の 他 当 該 場 合 と の 権 衡 上

必 要 が あ る と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 場 合 に 限 る 。 ） に お い て 、 当 該
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異 動 若 し く は 移 転 （ 以 下 「 異 動 等 」 と い う 。 ）

の 直 後 に 在 勤 す る 地 域 若 し く は 公 署 に 係 る 地

域 手 当 の 支 給 割 合 （ 同 条 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 割

合 を い う 。 以 下 「 異 動 等 後 の 支 給 割 合 」 と い う 。 ）

が 当 該 異 動 等 の 日 の 前 日 に 在 勤 し て い た 地 域

若 し く は 公 署 に 係 る 地 域 手 当 の 支 給 割 合 （ 同 項

各 号 に 掲 げ る 割 合 を い い 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定

め る 場 合 に は 、 当 該 支 給 割 合 を 超 え な い 範 囲 内

で 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 割 合 と す る 。 以 下

「 異 動 等 前 の 支 給 割 合 」 と い う 。 ） に 達 し な い

こ と と な る と き （ 異 動 等 後 の 支 給 割 合 が 百 分 の

十 一 ・ 八 未 満 で あ る 場 合 に 限 る 。 ） 、 又 は 当 該 異

動 等 の 直 後 に 在 勤 す る 地 域 若 し く は 公 署 が 大

阪 府 の 区 域 等 に 該 当 し な い こ と と な る と き は 、

異 動 等 の 円 滑 を 図 る た め 、 当 該 職 員 に は 、 前 条

の 規 定 に よ り 地 域 手 当 を 支 給 さ れ る 期 間 を 除

き 、 第 十 三 条 の 二 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 異

動 等 の 日 か ら 三 年 を 経 過 す る ま で の 間 （ 次 の 各

号 に 掲 げ る 期 間 に お い て 当 該 各 号 に 定 め る 割

合 が 異 動 等 後 の 支 給 割 合 （ 異 動 等 後 の 支 給 割 合

が 当 該 異 動 等 の 後 に 改 定 さ れ た 場 合 に あ つ て

は 、 当 該 改 定 後 の 異 動 等 後 の 支 給 割 合 ） 以 下 と

な る と き は 、 そ の 以 下 と な る 日 の 前 日 ま で の

間 。 以 下 同 じ 。 ） 、 給 料 、 管 理 職 手 当 及 び 扶 養 手

当 の 月 額 の 合 計 額 に 次 の 各 号 に 掲 げ る 期 間 の

区 分 に 応 じ 当 該 各 号 に 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得

た 月 額 の 地 域 手 当 を 支 給 す る 。 た だ し 、 当 該 職

員 が 当 該 異 動 等 の 日 か ら 三 年 を 経 過 す る ま で

の 間 に 更 に 在 勤 す る 地 域 又 は 公 署 を 異 に し て

異 動 し た 場 合 そ の 他 人 事 委 員 会 の 定 め る 場 合

に お け る 当 該 職 員 に 対 す る 地 域 手 当 の 支 給 に

つ い て は 、 人 事 委 員 会 の 定 め る と こ ろ に よ る 。 
 一 ・ 二  （ 略 ）  
 三  当 該 異 動 等 の 日 か ら 同 日 以 後 三 年 を 経 過

す る 日 ま で の 期 間 （ 前 二 号 に 掲 げ る 期 間 を 除

く 。 ） 異 動 等 前 の 支 給 割 合 （ 異 動 等 前 の 支

給 割 合 が 百 分 の 十 一 ・ 八 を 超 え る 場 合 に あ

つ て は 、 百 分 の 十 一 ・ 八 ） に 百 分 の 六 十 を

乗 じ て 得 た 割 合  
 

（ 住 居 手 当 ）  

第 十 三 条 の 五 （ 略 ）  
 一 （ 略 ）  
 二  第 十 四 条 の 二 第 一 項 又 は 第 三 項 の 規 定 に

よ り 単 身 赴 任 手 当 を 支 給 さ れ る 職 員 で 、 配 偶

者 （ 届 出 を し て い な い が 、 事 実 上 婚 姻 関 係 と

同 様 の 事 情 に あ る 者 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） が

居 住 す る た め の 住 宅 （ 府 か ら 貸 与 さ れ た 公 舎

又 は 宅 舎 そ の 他 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る

住 宅 を 除 く 。 ） を 借 り 受 け 、 月 額 一 万 六 千 円

を 超 え る 家 賃 を 支 払 つ て い る も の 又 は こ れ

ら の も の と の 権 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら れ

る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の  

２ ・ ３ （ 略 ）  
 

（ 通 勤 手 当 ）  

第 十 四 条  （ 略 ）  

２ （ 略 ）  
 一  前 項 第 一 号 に 掲 げ る 職 員  人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た そ の 者 の

異 動 若 し く は 移 転 （ 以 下 「 異 動 等 」 と い う 。 ）

の 直 後 に 在 勤 す る 地 域 若 し く は 公 署 に 係 る 地

域 手 当 の 支 給 割 合 （ 同 条 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 割

合 を い う 。 以 下 「 異 動 等 後 の 支 給 割 合 」 と い う 。 ）

が 当 該 異 動 等 の 日 の 前 日 に 在 勤 し て い た 地 域

若 し く は 公 署 に 係 る 地 域 手 当 の 支 給 割 合 （ 同 項

各 号 に 掲 げ る 割 合 を い い 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定

め る 場 合 に は 、 当 該 支 給 割 合 を 超 え な い 範 囲 内

で 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 割 合 と す る 。 以 下

「 異 動 等 前 の 支 給 割 合 」 と い う 。 ） に 達 し な い

こ と と な る と き （ 異 動 等 後 の 支 給 割 合 が 百 分 の

十 一 ・ 八 未 満 で あ る 場 合 に 限 る 。 ） 、 又 は 当 該 異

動 等 の 直 後 に 在 勤 す る 地 域 若 し く は 公 署 が 大

阪 府 の 区 域 等 に 該 当 し な い こ と と な る と き は 、

異 動 等 の 円 滑 を 図 る た め 、 当 該 職 員 に は 、 前 条

の 規 定 に よ り 地 域 手 当 を 支 給 さ れ る 期 間 を 除

き 、 第 十 三 条 の 二 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 異

動 等 の 日 か ら 二 年 を 経 過 す る ま で の 間 （ 次 の 各

号 に 掲 げ る 期 間 に お い て 当 該 各 号 に 定 め る 割

合 が 異 動 等 後 の 支 給 割 合 （ 異 動 等 後 の 支 給 割 合

が 当 該 異 動 等 の 後 に 改 定 さ れ た 場 合 に あ つ て

は 、 当 該 改 定 後 の 異 動 等 後 の 支 給 割 合 ） 以 下 と

な る と き は 、 そ の 以 下 と な る 日 の 前 日 ま で の

間 。 以 下 同 じ 。 ） 、 給 料 、 管 理 職 手 当 及 び 扶 養 手

当 の 月 額 の 合 計 額 に 次 の 各 号 に 掲 げ る 期 間 の

区 分 に 応 じ 当 該 各 号 に 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得

た 月 額 の 地 域 手 当 を 支 給 す る 。 た だ し 、 当 該 職

員 が 当 該 異 動 等 の 日 か ら 二 年 を 経 過 す る ま で

の 間 に 更 に 在 勤 す る 地 域 又 は 公 署 を 異 に し て

異 動 し た 場 合 そ の 他 人 事 委 員 会 の 定 め る 場 合

に お け る 当 該 職 員 に 対 す る 地 域 手 当 の 支 給 に

つ い て は 、 人 事 委 員 会 の 定 め る と こ ろ に よ る 。 
 一 ・ 二  （ 略 ）  
 
 
 
 
 
 
 

（ 住 居 手 当 ）  

第 十 三 条 の 五 （ 略 ）  
 一 （ 略 ）  
 二  第 十 四 条 の 二 第 一 項 又 は 第 三 項 の 規 定 に

よ り 単 身 赴 任 手 当 を 支 給 さ れ る 職 員 で 、 配 偶

者 が 居 住 す る た め の 住 宅 （ 府 か ら 貸 与 さ れ た

公 舎 又 は 宅 舎 そ の 他 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定

め る 住 宅 を 除 く 。 ） を 借 り 受 け 、 月 額 一 万 六

千 円 を 超 え る 家 賃 を 支 払 つ て い る も の 又 は

こ れ ら の も の と の 権 衡 上 必 要 が あ る と 認 め

ら れ る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る

も の  
 

２ ・ ３ （ 略 ）  
 

（ 通 勤 手 当 ）  

第 十 四 条  （ 略 ）  

２ （ 略 ）  
 一  前 項 第 一 号 に 掲 げ る 職 員  人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た そ の 者 の
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支 給 対 象 期 間 の 通 勤 に 要 す る 運 賃 等 の 額 に

相 当 す る 額 （ 以 下 「 運 賃 等 相 当 額 」 と い う 。 ） 。 
 
 
 
 
 
 二 （ 略 ）  
 三  前 項 第 三 号 に 掲 げ る 職 員  交 通 機 関 等 を

利 用 せ ず 、 か つ 、 自 転 車 等 を 使 用 し な い で 徒

歩 に よ り 通 勤 す る も の と し た 場 合 の 通 勤 距

離 、 交 通 機 関 等 の 利 用 距 離 、 自 転 車 等 の 使 用

距 離 等 の 事 情 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 区 分 に 応 じ 、 運 賃 等 相 当 額 及 び 前 号 に

定 め る 額 の 合 計 額 、 第 一 号 に 定 め る 額 又 は 前

号 に 定 め る 額  
 
 
 
 

３  公 署 を 異 に す る 異 動 又 は 在 勤 す る 公 署 の 移

転 に 伴 い 、 所 在 す る 地 域 を 異 に す る 公 署 に 在 勤

す る こ と と な つ た こ と に よ り 、 通 勤 の 実 情 に 変

更 を 生 ず る こ と と な つ た 職 員 で 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る も の の う ち 、 第 一 項 第 一 号 又 は 第 三

号 に 掲 げ る 職 員 で 、 当 該 異 動 又 は 公 署 の 移 転 の

直 前 の 住 居 （ 当 該 住 居 に 相 当 す る も の と し て 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 住 居 を 含 む 。 ） か ら の 通

勤 の た め 、 新 幹 線 鉄 道 等 の 特 別 急 行 列 車 、 高 速

自 動 車 国 道 そ の 他 の 交 通 機 関 等 （ 以 下 「 新 幹 線

鉄 道 等 」 と い う 。 ） を 利 用 し 、 そ の 利 用 に 係 る

特 別 料 金 等 （ そ の 利 用 に 係 る 運 賃 等 の 額 か ら 運

賃 等 相 当 額 の 算 出 の 基 礎 と な る 運 賃 等 に 相 当

す る 額 を 減 じ た 額 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 負 担

す る こ と を 常 例 と す る も の の 通 勤 手 当 の 額 は 、

前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 通

勤 手 当 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 と す

る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 一  新 幹 線 鉄 道 等 の 利 用 に 係 る 特 別 料 金 等 に

係 る 通 勤 手 当 支 給 対 象 期 間 に つ き 、 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 当

該 職 員 の 支 給 対 象 期 間 の 通 勤 に 要 す る 特 別

料 金 等 の 額 に 相 当 す る 額 （ 以 下 「 特 別 料 金 等

相 当 額 」 と い う 。 ）  
 二  前 号 に 掲 げ る 通 勤 手 当 以 外 の 通 勤 手 当  

前 項 の 規 定 に よ る 額  

４ 前 項 の 規 定 は 、 新 た に 給 料 表 の 適 用 を 受 け る

職 員 と な つ た 者 の う ち 、 第 一 項 第 一 号 又 は 第 三

号 に 掲 げ る 職 員 で 、 当 該 適 用 の 直 前 の 住 居 （ 当

該 住 居 に 相 当 す る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 住 居 を 含 む 。 ） か ら の 通 勤 の た め 、 新

幹 線 鉄 道 等 を 利 用 し 、 そ の 利 用 に 係 る 特 別 料 金

等 を 負 担 す る こ と を 常 例 と す る も の （ 任 用 の 事

支 給 対 象 期 間 の 通 勤 に 要 す る 運 賃 等 の 額 に

相 当 す る 額 （ 以 下 「 運 賃 等 相 当 額 」 と い う 。 ） 。

た だ し 、 運 賃 等 相 当 額 を 支 給 対 象 期 間 の 月 数

で 除 し て 得 た 額 （ 以 下 「 一 箇 月 当 た り の 運 賃

等 相 当 額 」 と い う 。 ） が 五 万 五 千 円 を 超 え る

と き は 、 五 万 五 千 円 に 支 給 対 象 期 間 の 月 数 を

乗 じ て 得 た 額  
 二 （ 略 ）  
 三  前 項 第 三 号 に 掲 げ る 職 員  交 通 機 関 等 を

利 用 せ ず 、 か つ 、 自 転 車 等 を 使 用 し な い で 徒

歩 に よ り 通 勤 す る も の と し た 場 合 の 通 勤 距

離 、 交 通 機 関 等 の 利 用 距 離 、 自 転 車 等 の 使 用

距 離 等 の 事 情 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 区 分 に 応 じ 、 運 賃 等 相 当 額 及 び 前 号 に

定 め る 額 の 合 計 額 （ 一 箇 月 当 た り の 運 賃 等 相

当 額 及 び 前 号 に 定 め る 額 を 支 給 対 象 期 間 の

月 数 で 除 し て 得 た 額 の 合 計 額 が 五 万 五 千 円

を 超 え る と き は 、 五 万 五 千 円 に 支 給 対 象 期 間

の 月 数 を 乗 じ て 得 た 額 ） 、 第 一 号 に 定 め る 額

又 は 前 号 に 定 め る 額  

３  公 署 を 異 に す る 異 動 又 は 在 勤 す る 公 署 の 移

転 に 伴 い 、 所 在 す る 地 域 を 異 に す る 公 署 に 在 勤

す る こ と と な つ た こ と に よ り 、 通 勤 の 実 情 に 変

更 を 生 ず る こ と と な つ た 職 員 で 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る も の の う ち 、 第 一 項 第 一 号 又 は 第 三

号 に 掲 げ る 職 員 で 、 当 該 異 動 又 は 公 署 の 移 転 の

直 前 の 住 居 （ 当 該 住 居 に 相 当 す る も の と し て 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 住 居 を 含 む 。 ） か ら の 通

勤 の た め 、 新 幹 線 鉄 道 等 の 特 別 急 行 列 車 、 高 速

自 動 車 国 道 そ の 他 の 交 通 機 関 等 （ 以 下 「 新 幹 線

鉄 道 等 」 と い う 。 ） で そ の 利 用 が 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 基 準 に 照 ら し て 通 勤 事 情 の 改 善 に

相 当 程 度 資 す る も の で あ る と 認 め ら れ る も の

を 利 用 し 、 そ の 利 用 に 係 る 特 別 料 金 等 （ そ の 利

用 に 係 る 運 賃 等 の 額 か ら 運 賃 等 相 当 額 の 算 出

の 基 礎 と な る 運 賃 等 に 相 当 す る 額 を 減 じ た 額

を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 負 担 す る こ と を 常 例 と

す る も の の 通 勤 手 当 の 額 は 、 前 項 の 規 定 に か か

わ ら ず 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り

算 出 し た そ の 者 の 支 給 対 象 期 間 の 通 勤 に 要 す

る 特 別 料 金 等 の 額 の 二 分 の 一 に 相 当 す る 額 （ そ

の 額 を 支 給 対 象 期 間 の 月 数 で 除 し て 得 た 額 が

二 万 円 を 超 え る と き は 、 二 万 円 に 支 給 対 象 期 間

の 月 数 を 乗 じ て 得 た 額 ） 及 び 同 項 の 規 定 に よ る

額 の 合 計 額 と す る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 前 項 の 規 定 は 、 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 、 国 家

公 務 員 そ の 他 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者 か ら

引 き 続 き 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 と な つ た

者 の う ち 、 第 一 項 第 一 号 又 は 第 三 号 に 掲 げ る 職

員 で 、 当 該 適 用 の 直 前 の 住 居 （ 当 該 住 居 に 相 当

す る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 住 居

を 含 む 。 ） か ら の 通 勤 の た め 、 新 幹 線 鉄 道 等 で
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情 等 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員

に 限 る 。 ） そ の 他 前 項 の 規 定 に よ る 通 勤 手 当 を

支 給 さ れ る 職 員 と の 権 衡 上 必 要 が あ る と 認 め

ら れ る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職

員 の 通 勤 手 当 の 額 の 算 出 に つ い て 準 用 す る 。  
 
 
 
 
 

５ 運 賃 等 相 当 額 （ 交 通 機 関 等 が 二 以 上 あ る 場

合 に お い て は 、 そ の 合 計 額 ） 、 第 二 項 第 二 号

に 定 め る 額 及 び 特 別 料 金 等 相 当 額 （ 新 幹 線

鉄 道 等 が 二 以 上 あ る 場 合 に お い て は 、 そ の

合 計 額 ） の 合 計 額 を 支 給 対 象 期 間 の 月 数 で

除 し て 得 た 額 が 十 五 万 円 を 超 え る 職 員 の 通

勤 手 当 の 額 は 、 前 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、

十 五 万 円 に 当 該 支 給 対 象 期 間 の 月 数 を 乗 じ

て 得 た 額 と す る 。  

６ ・ ７ （ 略 ）  
 

（ 単 身 赴 任 手 当 ）  

第 十 四 条 の 二 （ 略 ）  

２ （ 略 ）  

３  新 た に 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 と な っ た

こ と に 伴 い 、 住 居 を 移 転 し 、 父 母 の 疾 病 そ の 他

の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る や む を 得 な い 事 情

に よ り 、 同 居 し て い た 配 偶 者 と 別 居 す る こ と と

な つ た 職 員 で 、 当 該 適 用 の 直 前 の 住 居 か ら 当 該

適 用 の 直 後 に 在 勤 す る 公 署 に 通 勤 す る こ と が

通 勤 距 離 等 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め

る 基 準 に 照 ら し て 困 難 で あ る と 認 め ら れ る も

の の う ち 、 単 身 で 生 活 す る こ と を 常 況 と す る 職

員 そ の 他 第 一 項 の 規 定 に よ る 単 身 赴 任 手 当 を

支 給 さ れ る 職 員 と の 権 衡 上 必 要 が あ る と 認 め

ら れ る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職

員 に は 、 前 二 項 の 規 定 に 準 じ て 、 単 身 赴 任 手 当

を 支 給 す る 。  
 
 
 

４ （ 略 ）  
 

（ 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 ）  

第 二 十 四 条 の 二  （ 略 ）  

２ 前 項 に 規 定 す る 場 合 の ほ か 、 管 理 職 員 特 別 勤

務 手 当 は 、 第 十 一 条 第 一 項 に 規 定 す る 人 事 委 員

会 規 則 で 指 定 す る 職 に あ る 職 員 又 は 指 定 職 給

料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 が 災 害 へ の 対 処 そ の

他 の 臨 時 又 は 緊 急 の 必 要 に よ り 午 後 十 時 か ら

翌 日 の 午 前 五 時 ま で の 間 （ 週 休 日 等 に 含 ま れ る

時 間 を 除 く 。 ） で あ つ て 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の

時 間 に 勤 務 し た 場 合 に 当 該 職 員 に 対 し て 支 給

す る 。  

３ 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 の 額 は 、 次 の 各 号 に 掲

げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 額

（ 前 二 項 に 規 定 す る 勤 務 に 従 事 す る 時 間 を 考

慮 し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 勤 務 を し た 職

員 に あ つ て は そ の 額 に 百 分 の 百 五 十 を 乗 じ て

得 た 額 、 指 定 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 と の

そ の 利 用 が 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 基 準 に 照

ら し て 通 勤 事 情 の 改 善 に 相 当 程 度 資 す る も の

で あ る と 認 め ら れ る も の を 利 用 し 、 そ の 利 用 に

係 る 特 別 料 金 等 を 負 担 す る こ と を 常 例 と す る

も の （ 任 用 の 事 情 等 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 職 員 に 限 る 。 ） そ の 他 前 項 の 規 定 に よ

る 通 勤 手 当 を 支 給 さ れ る 職 員 と の 権 衡 上 必 要

が あ る と 認 め ら れ る も の と し て 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 職 員 の 通 勤 手 当 の 額 の 算 出 に つ い

て 準 用 す る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ ・ ６ （ 略 ）  
 

（ 単 身 赴 任 手 当 ）  
第 十 四 条 の 二 （ 略 ）  

２ （ 略 ）  

３ 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 、 国 家 公 務 員 そ の 他 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者 か ら 引 き 続 き 給 料 表

の 適 用 を 受 け る 職 員 と な り 、 こ れ に 伴 い 、 住 居

を 移 転 し 、 父 母 の 疾 病 そ の 他 の 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る や む を 得 な い 事 情 に よ り 、 同 居 し て い

た 配 偶 者 と 別 居 す る こ と と な つ た 職 員 で 、 当 該

適 用 の 直 前 の 住 居 か ら 当 該 適 用 の 直 後 に 在 勤

す る 公 署 に 通 勤 す る こ と が 通 勤 距 離 等 を 考 慮

し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 基 準 に 照 ら し て

困 難 で あ る と 認 め ら れ る も の の う ち 、 単 身 で 生

活 す る こ と を 常 況 と す る 職 員 （ 任 用 の 事 情 等 を

考 慮 し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 に 限

る 。 ） そ の 他 第 一 項 の 規 定 に よ る 単 身 赴 任 手 当

を 支 給 さ れ る 職 員 と の 権 衡 上 必 要 が あ る と 認

め ら れ る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る

職 員 に は 、 前 二 項 の 規 定 に 準 じ て 、 単 身 赴 任 手

当 を 支 給 す る 。  

４ （ 略 ）  
 

（ 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 ）  

第 二 十 四 条 の 二  （ 略 ）  

２ 前 項 に 規 定 す る 場 合 の ほ か 、 管 理 職 員 特 別 勤

務 手 当 は 、 第 十 一 条 第 一 項 に 規 定 す る 人 事 委 員

会 規 則 で 指 定 す る 職 に あ る 職 員 が 災 害 へ の 対

処 そ の 他 の 臨 時 又 は 緊 急 の 必 要 に よ り 週 休 日

等 以 外 の 日 の 午 前 零 時 か ら 午 前 五 時 ま で の 間

で あ つ て 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に 勤 務 し

た 場 合 に 当 該 職 員 に 対 し て 支 給 す る 。  
 
 

３ 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 の 額 は 、 次 の 各 号 に 掲

げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 と

す る 。  
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  別 表 第 二 、 別 表 第 三 及 び 別 表 第 五 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

権 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら れ る も の と し て 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 に あ つ て は 第 一 号

イ 又 は 第 二 号 イ に 定 め る 額 に 百 分 の 百 五 十 を

乗 じ て 得 た 額 ） と す る 。  
 一  第 一 項 に 規 定 す る 場 合  次 に 掲 げ る 職 員

の 区 分 に 応 じ 、 同 項 の 規 定 に よ る 勤 務 一 回 に

つ き 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 額 
 
 
 
  イ ・ ロ （ 略 ）  
 二  前 項 に 規 定 す る 場 合  次 に 掲 げ る 職 員 の

区 分 に 応 じ 、 同 項 の 規 定 に よ る 勤 務 一 回 に つ

き 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 額  
  イ  第 十 一 条 第 一 項 に 規 定 す る 人 事 委 員 会

規 則 で 指 定 す る 職 に あ る 職 員  六 千 円 を

超 え な い 範 囲 内 に お い て 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 額  
  ロ  指 定 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員  イ

の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 の う ち 最 高

の も の に 百 分 の 百 五 十 を 乗 じ て 得 た 額  

４ （ 略 ）  
 

（ 特 定 の 職 員 に つ い て の 適 用 除 外 ）  

第 二 十 五 条 の 二  （ 略 ）  

２ （ 略 ）  

３ 第 十 二 条 、 第 十 三 条 及 び 第 十 七 条 の 規 定 は 、

定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 に は 、 適 用 し な

い 。  
 

４ 第 十 二 条 、 第 十 三 条 、 第 十 三 条 の 三 か ら 第 十

三 条 の 五 ま で 、 第 十 四 条 の 二 及 び 第 十 七 条 の 規

定 は 、 任 期 付 短 時 間 勤 務 職 員 に は 、 適 用 し な い 。 

 
 
 
 
 一  第 一 項 に 規 定 す る 場 合  次 に 掲 げ る 職 員

の 区 分 に 応 じ 、 同 項 の 規 定 に よ る 勤 務 一 回 に

つ き 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 額 （ 当 該 勤 務 に 従

事 す る 時 間 等 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 勤 務 を し た 職 員 に あ つ て は 、 そ れ ぞ れ

の 額 に 百 分 の 百 五 十 を 乗 じ て 得 た 額 ）  
  イ ・ ロ （ 略 ）  
 二  前 項 に 規 定 す る 場 合  同 項 の 規 定 に よ る

勤 務 一 回 に つ き 、 六 千 円 を 超 え な い 範 囲 内 に

お い て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額  
 
 
 
 
 
 
 

４ （ 略 ）  
 

（ 特 定 の 職 員 に つ い て の 適 用 除 外 ）  

第 二 十 五 条 の 二  （ 略 ）  

２ （ 略 ）  

３ 第 十 二 条 、 第 十 三 条 、 第 十 三 条 の 三 か ら 第 十

三 条 の 五 ま で 及 び 第 十 七 条 の 規 定 は 、 定 年 前 再

任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 任 期 付 短 時 間 勤 務 職

員 に は 、 適 用 し な い 。  

４ 第 十 四 条 の 二 の 規 定 は 、 任 期 付 短 時 間 勤 務 職

員 に は 、 適 用 し な い 。  
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（ 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  
第 二 条  一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 大 阪 府 条 例 第 八

十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

（ 技 能 労 務 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 三 条  技 能 労 務 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 三 年 大 阪 府

改 正 後  改 正 前  

  

（ 特 定 任 期 付 職 員 の 給 与 の 特 例 ）  

第 七 条 （ 略 ）  

２― ４ （ 略 ）  
 
 
 
 
 
 

第 八 条  給 与 条 例 第 三 条 か ら 第 五 条 ま で 、 第 八

条 、 第 十 一 条 か ら 第 十 三 条 ま で 、 第 十 三 条 の 五 、

第 十 八 条 か ら 第 十 九 条 の 二 ま で 及 び 第 二 十 四

条 の 三 の 規 定 は 、 特 定 任 期 付 職 員 に は 、 適 用 し

な い 。  
 
 

２ （ 略 ）  

３  特 定 任 期 付 職 員 に 対 す る 職 員 の 期 末 手 当 及

び 勤 勉 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 大 阪 府

条 例 第 四 十 五 号 ） 第 二 条 第 二 項 及 び 第 五 項 並 び

に 第 五 条 第 二 項 第 一 号 イ の 規 定 の 適 用 に つ い

て は 、 第 二 条 第 二 項 中 「 百 分 の 百 二 十 五 」 と あ

る の は 「 百 分 の 九 十 五 」 と 、 同 条 第 五 項 中 「 同

項 第 二 号 か ら 第 五 号 ま で に 規 定 す る 給 料 表 」 と

あ る の は 「 同 項 第 二 号 か ら 第 五 号 ま で 及 び 一 般

職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十

四 年 大 阪 府 条 例 第 八 十 六 号 ） 第 七 条 第 一 項 に 規

定 す る 給 料 表 」 と 、 第 五 条 第 二 項 第 一 号 イ 中 「 百

分 の 百 五 」 と あ る の は 「 百 分 の 八 十 七 ・ 五 」 と

す る 。  

４ （ 略 ）  
 

（ 技 能 労 務 職 員 で あ る 特 定 任 期 付 職 員 の 給 与 の

特 例 ）  
 
 
 
 
 

第 九 条  技 能 労 務 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準

に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 三 年 大 阪 府 条 例 第

五 号 ） 第 五 条 及 び 第 七 条 の 規 定 は 、 技 能 労 務

職 員 （ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 を 除 く 。 ）

で あ る 特 定 任 期 付 職 員 に は 、 適 用 し な い 。  

（ 特 定 任 期 付 職 員 の 給 与 の 特 例 ）  

第 七 条 （ 略 ）  

２― ４ （ 略 ）  

５ 特 定 任 期 付 職 員 の う ち 、 特 に 顕 著 な 業 績 を 挙

げ た と 認 め ら れ る 職 員 に は 、 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る と こ ろ に よ り 、 そ の 給 料 月 額 に 相 当 す る

額 を 特 定 任 期 付 職 員 業 績 手 当 と し て 支 給 す る

こ と が で き る 。  
 

第 八 条  給 与 条 例 第 三 条 か ら 第 五 条 ま で 、 第 八

条 、 第 十 一 条 か ら 第 十 三 条 ま で 、 第 十 三 条 の 五 、

第 十 八 条 か ら 第 十 九 条 の 二 ま で 、 第 二 十 四 条 の

三 及 び 附 則 第 十 一 項 の 規 定 並 び に 職 員 の 期 末

手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年

大 阪 府 条 例 第 四 十 五 号 ） 第 五 条 の 規 定 は 、 特 定

任 期 付 職 員 に は 、 適 用 し な い 。  

２ （ 略 ）  

３  特 定 任 期 付 職 員 に 対 す る 職 員 の 期 末 手 当 及

び 勤 勉 手 当 に 関 す る 条 例 第 二 条 第 二 項 及 び 第

五 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第 二 項 中

「 百 分 の 百 二 十 五 」 と あ る の は 「 百 分 の 百 七 十

二 ・ 五 」 と 、 同 条 第 五 項 中 「 同 項 第 二 号 か ら 第

五 号 ま で に 規 定 す る 給 料 表 」 と あ る の は 「 同 項

第 二 号 か ら 第 五 号 ま で 及 び 一 般 職 の 任 期 付 職

員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 大 阪 府 条

例 第 八 十 六 号 ） 第 七 条 第 一 項 に 規 定 す る 給 料

表 」 と す る 。  
 
 
 

４ （ 略 ）  
 

（ 技 能 労 務 職 員 で あ る 特 定 任 期 付 職 員 の 給 与 の

特 例 ）  

第 九 条 技 能 労 務 職 員 （ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の

職 員 を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） で あ

る 特 定 任 期 付 職 員 の う ち 、 特 に 顕 著 な 業 績 を 挙

げ た と 認 め ら れ る 職 員 に は 、 特 定 任 期 付 職 員 業

績 手 当 を 支 給 す る こ と が で き る 。  

２  技 能 労 務 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す

る 条 例 （ 平 成 二 十 三 年 大 阪 府 条 例 第 五 号 ） 第 五

条 、 第 七 条 及 び 第 十 七 条 の 規 定 は 、 技 能 労 務 職

員 で あ る 特 定 任 期 付 職 員 に は 、 適 用 し な い 。  

  



1―19 

 

条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

（ 職 員 の 定 年 の 引 上 げ 等 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 四 条  職 員 の 定 年 の 引 上 げ 等 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例 （ 令 和 四 年 大

阪 府 条 例 第 五 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 に つ い て の 適

用 除 外 ）  

第 二 十 四 条 第 五 条 及 び 第 十 八 条 の 規 定 は 、 地 方

公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 四 第 一 項 の 規 定 に よ り

採 用 さ れ た 職 員 に は 、 適 用 し な い 。  
 

２ 第 五 条 、 第 七 条 、 第 九 条 及 び 第 十 八 条 の 規 定

は 、 任 期 付 短 時 間 勤 務 職 員 に は 、 適 用 し な い 。 

（ 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 に つ い て の 適

用 除 外 ）  

第 二 十 四 条 第 五 条 、 第 七 条 、 第 九 条 及 び 第 十 八

条 の 規 定 は 、 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 四 第 一

項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職 員 及 び 任 期 付 短

時 間 勤 務 職 員 に は 、 適 用 し な い 。  

  

改 正 後  改 正 前  

  
   附  則  
 

（ 定 年 退 職 者 等 の 再 任 用 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

第 三 条 （ 略 ）  
 一― 三  （ 略 ）  
 四  二 十 五 年 以 上 勤 続 し て 施 行 日 前 に 退 職 し

た 者 （ 前 三 号 に 掲 げ る 者 を 除 く 。 ） で あ っ て 、

当 該 退 職 の 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 五 年 を 経

過 す る 日 ま で の 間 に 、 旧 地 方 公 務 員 法 再 任 用

（ 改 正 法 に よ る 改 正 前 の 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和

二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 八 条 の

四 第 一 項 、 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は 第 二 十

八 条 の 六 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に よ

り 採 用 す る こ と を い う 。 ） 又 は 暫 定 再 任 用 （ 改

正 法 附 則 第 四 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 又 は

附 則 第 六 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 （ こ れ ら の

規 定 を 改 正 法 附 則 第 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ

り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 以 下 同

じ 。 ） の 規 定 に よ り 採 用 す る こ と を い う 。 以

下 同 じ 。 ） を さ れ た こ と が あ る も の  

２ ・ ３ （ 略 ）  
 

第 十 四 条  暫 定 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 に 対 す る

新 給 与 条 例 第 二 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同

条 中 「 又 は 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す

る 条 例 （ 平 成 十 四 年 大 阪 府 条 例 第 八 十 六 号 ） 第

四 条 各 項 」 と あ る の は 、 「 、 一 般 職 の 任 期 付 職

員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 大 阪 府 条

例 第 八 十 六 号 ） 第 四 条 各 項 又 は 地 方 公 務 員 法 の

一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第 六 十 三

号 ） 附 則 第 六 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 （ こ れ ら

   附  則  
 

（ 定 年 退 職 者 等 の 再 任 用 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

第 三 条 （ 略 ）  
 一― 三  （ 略 ）  
 四  二 十 五 年 以 上 勤 続 し て 施 行 日 前 に 退 職 し

た 者 （ 前 三 号 に 掲 げ る 者 を 除 く 。 ） で あ っ て 、

当 該 退 職 の 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 五 年 を 経

過 す る 日 ま で の 間 に 、 旧 地 方 公 務 員 法 再 任 用

（ 改 正 法 に よ る 改 正 前 の 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和

二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 八 条 の

四 第 一 項 、 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は 第 二 十

八 条 の 六 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に よ

り 採 用 す る こ と を い う 。 ） 又 は 暫 定 再 任 用 （ 改

正 法 附 則 第 四 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 又 は

附 則 第 六 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 （ こ れ ら の

規 定 を 改 正 法 附 則 第 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ

り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 以 下 同

じ 。 ） の 規 定 に よ り 採 用 す る こ と を い う 。 以

下 同 じ 。 ） を さ れ た こ と が あ る も の  

２ ・ ３ （ 略 ）  
 

第 十 四 条  暫 定 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 に 対 す る

新 給 与 条 例 第 二 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同

条 中 「 又 は 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す

る 条 例 （ 平 成 十 四 年 大 阪 府 条 例 第 八 十 六 号 ） 第

四 条 各 項 」 と あ る の は 、 「 、 一 般 職 の 任 期 付 職

員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 大 阪 府 条

例 第 八 十 六 号 ） 第 四 条 各 項 又 は 地 方 公 務 員 法 の

一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第 六 十 三

号 ） 附 則 第 六 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 （ こ れ ら
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附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

の 規 定 を 同 法 附 則 第 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ り

読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 と す る 。  
 

第 十 七 条  新 給 与 条 例 第 十 二 条 、 第 十 三 条 及 び 第

十 七 条 の 規 定 は 、 暫 定 再 任 用 職 員 に は 適 用 し な

い 。  
 

（ 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴

う 経 過 措 置 ）  

第 十 九 条  暫 定 再 任 用 職 員 に 対 す る 第 三 条 の 規

定 に よ る 改 正 後 の 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条

例 第 二 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 中 「 又

は 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例

（ 平 成 十 四 年 大 阪 府 条 例 第 八 十 六 号 ） 第 四 条 各

項 」 と あ る の は 、 「 、 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採

用 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 大 阪 府 条 例 第 八

十 六 号 ） 第 四 条 各 項 又 は 地 方 公 務 員 法 の 一 部 を

改 正 す る 法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第 六 十 三 号 ） 附 則

第 四 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 若 し く は 第 六 条

第 一 項 若 し く は 第 二 項 （ こ れ ら の 規 定 を 同 法 附

則 第 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用

す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 と す る 。 
 

（ 職 員 の 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 条 例 の

一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）  

第 二 十 一 条 （ 略 ）  

２  新 期 末 勤 勉 手 当 条 例 第 五 条 第 一 項 の 職 員 に

暫 定 再 任 用 職 員 が 含 ま れ る 場 合 に お け る 勤 勉

手 当 の 額 の 同 条 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区

分 ご と の 総 額 の 算 定 に 係 る 同 項 の 規 定 の 適 用

に つ い て は 、 同 項 第 一 号 中 「 定 年 前 再 任 用 短 時

間 勤 務 職 員 」 と あ る の は 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間

勤 務 職 員 及 び 地 方 公 務 員 法 の 一 部 を 改 正 す る

法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第 六 十 三 号 ） 附 則 第 四 条 第

一 項 若 し く は 第 二 項 又 は 第 六 条 第 一 項 若 し く

は 第 二 項 （ こ れ ら の 規 定 を 同 法 附 則 第 九 条 第 二

項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職 員 （ 次 号 に お

い て 「 暫 定 再 任 用 職 員 」 と い う 。 ） 」 と 、 同 項 第

二 号 中 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 と あ る

の は 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 暫 定 再

任 用 職 員 」 と す る 。  
 

（ 技 能 労 務 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る

条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）  

第 二 十 二 条  施 行 日 か ら 令 和 十 四 年 三 月 三 十 一

日 ま で の 間 に お け る 新 技 能 労 務 職 員 条 例 第 二

十 四 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 中 「 第 二

十 二 条 の 四 第 一 項 」 と あ る の は 、 「 第 二 十 二 条

の 四 第 一 項 又 は 地 方 公 務 員 法 の 一 部 を 改 正 す

る 法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第 六 十 三 号 ） 附 則 第 四 条

第 一 項 若 し く は 第 二 項 （ こ れ ら の 規 定 を 同 法 附

則 第 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用

す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 と す る 。 

の 規 定 を 同 法 附 則 第 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ り

読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 と す る 。  
 

第 十 七 条  新 給 与 条 例 第 十 二 条 、 第 十 三 条 、 第 十

三 条 の 三 か ら 第 十 三 条 の 五 ま で 及 び 第 十 七 条

の 規 定 は 、 暫 定 再 任 用 職 員 に は 適 用 し な い 。  
 

（ 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴

う 経 過 措 置 ）  

第 十 九 条  暫 定 再 任 用 職 員 に 対 す る 第 三 条 の 規

定 に よ る 改 正 後 の 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条

例 第 二 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 中 「 又

は 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例

（ 平 成 十 四 年 大 阪 府 条 例 第 八 十 六 号 ） 第 四 条 各

項 」 と あ る の は 、 「 、 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採

用 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 大 阪 府 条 例 第 八

十 六 号 ） 第 四 条 各 項 又 は 地 方 公 務 員 法 の 一 部 を

改 正 す る 法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第 六 十 三 号 ） 附 則

第 四 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 若 し く は 第 六 条

第 一 項 若 し く は 第 二 項 （ こ れ ら の 規 定 を 同 法 附

則 第 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用

す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 と す る 。 
 

（ 職 員 の 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 条 例 の

一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）  

第 二 十 一 条 （ 略 ）  

２  新 期 末 勤 勉 手 当 条 例 第 五 条 第 一 項 の 職 員 に

暫 定 再 任 用 職 員 が 含 ま れ る 場 合 に お け る 勤 勉

手 当 の 額 の 同 条 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区

分 ご と の 総 額 の 算 定 に 係 る 同 項 の 規 定 の 適 用

に つ い て は 、 同 項 第 一 号 中 「 定 年 前 再 任 用 短 時

間 勤 務 職 員 」 と あ る の は 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間

勤 務 職 員 及 び 地 方 公 務 員 法 の 一 部 を 改 正 す る

法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第 六 十 三 号 ） 附 則 第 四 条 第

一 項 若 し く は 第 二 項 又 は 第 六 条 第 一 項 若 し く

は 第 二 項 （ こ れ ら の 規 定 を 同 法 附 則 第 九 条 第 三

項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職 員 （ 次 号 に お

い て 「 暫 定 再 任 用 職 員 」 と い う 。 ） 」 と 、 同 項 第

二 号 中 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 と あ る

の は 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 暫 定 再

任 用 職 員 」 と す る 。  
 

（ 技 能 労 務 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る

条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）  

第 二 十 二 条  施 行 日 か ら 令 和 十 四 年 三 月 三 十 一

日 ま で の 間 に お け る 新 技 能 労 務 職 員 条 例 第 二

十 三 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 中 「 第 二

十 二 条 の 四 第 一 項 」 と あ る の は 、 「 第 二 十 二 条

の 四 第 一 項 又 は 地 方 公 務 員 法 の 一 部 を 改 正 す

る 法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第 六 十 三 号 ） 附 則 第 四 条

第 一 項 若 し く は 第 二 項 （ こ れ ら の 規 定 を 同 法 附

則 第 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用

す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 と す る 。 
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（ 号 給 の 切 替 え ）  
２  令 和 七 年 四 月 一 日 （ 以 下 「 切 替 日 」 と い う 。 ） の 前 日 に お い て 、 第 一 条 の 規 定

に よ る 改 正 前 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 別 表 第 二 、 別 表 第 三 及 び 別 表 第 五 の 給

料 表 の 適 用 を 受 け て い た 職 員 で あ っ て 同 日 に お い て そ の 者 が 属 し て い た 職 務 の

級 が 附 則 別 表 に 掲 げ ら れ て い る 職 務 の 級 で あ っ た も の の 切 替 日 に お け る 号 給

（ 以 下 「 新 号 給 」 と い う 。 ） は 、 切 替 日 の 前 日 に お い て そ の 者 が 属 し て い た 職 務

の 級 及 び 同 日 に お い て そ の 者 が 受 け て い た 号 給 （ 以 下 「 旧 号 給 」 と い う 。 ） に 応

じ て 同 表 に 定 め る 号 給 と す る 。  

（ 切 替 日 前 の 異 動 者 の 号 給 の 調 整 ）  

３  切 替 日 前 に 職 務 の 級 を 異 に し て 異 動 し た 職 員 及 び 人 事 委 員 会 の 定 め る こ れ に

準 ず る 職 員 の 新 号 給 に つ い て は 、 そ の 者 が 切 替 日 に お い て 当 該 職 務 の 級 を 異 に

す る 異 動 等 を し た も の と し た 場 合 と の 権 衡 上 必 要 と 認 め ら れ る 限 度 に お い て 、

人 事 委 員 会 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 必 要 な 調 整 を 行 う こ と が で き る 。  

（ 特 定 の 職 員 の 昇 給 の 号 給 数 の 調 整 ）  

４  令 和 八 年 一 月 一 日 以 後 の 昇 給 に お い て 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 職 員 の 給

与 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 条 第 九 項 又 は 第 十 項 の 規 定

の 適 用 を 受 け る 職 員 の 令 和 八 年 一 月 一 日 以 後 に お け る 同 条 第 五 項 の 規 定 に よ り

決 定 す る 昇 給 の 号 給 数 に つ い て は 、 同 条 第 九 項 又 は 第 十 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、

人 事 委 員 会 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 必 要 な 調 整 を 行 う こ と が で き る 。  

（ 令 和 八 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 扶 養 手 当 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

５  切 替 日 か ら 令 和 八 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 新 給 与 条 例 第 十 三 条 の 規

定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第 一 項 た だ し 書 中 「 対 し て は 」 と あ る の は 「 対 し て

は 、 支 給 せ ず 、 次 項 第 六 号 に 該 当 す る 扶 養 親 族 に 係 る 扶 養 手 当 は 、 行 政 職 給 料

表 の 適 用 を 受 け る 職 員 で そ の 職 務 の 級 が 六 級 以 上 で あ る も の 及 び 同 表 以 外 の 各

給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 で そ の 職 務 の 級 が こ れ に 相 当 す る も の と し て 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 職 員 に 対 し て は 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 五  身 体 又 は 精 神 に 著  
 

し い 障 害 の あ る 者 」 と あ る の は  
 

と 、 同 条 第 三 項 中 「 一 万 三 千 円 」 と あ  
 

る の は 「 一 万 千 五 百 円 」 と 、 「 と す る 」 と あ る の は 「 、 前 項 第 六 号 に 該 当 す る 扶

養 親 族 に つ い て は 三 千 円 と す る 」 と す る 。  

（ 通 勤 手 当 及 び 単 身 赴 任 手 当 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

６  新 給 与 条 例 第 十 四 条 第 四 項 及 び 第 十 四 条 の 二 第 三 項 の 規 定 は 、 切 替 日 前 に 新

た に 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 と な っ た 者 に も 適 用 す る 。  

（ 委 任 ）  

７  附 則 第 二 項 か ら 前 項 ま で に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 （ 第 三 条 の 規 定 を 除

く 。 ） の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 人 事 委 員 会 が 定 め る 。  

「 五  身 体 又 は 精 神 に 著 し い 障 害 の あ る 者  

六  配 偶 者 （ 届 出 を し て い な い が 、 事 実 上 婚   

姻 関 係 と 同 様 の 事 情 に あ る 者 を 含 む 。 ） 」  
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大 阪 府 条 例 第    号  

   職 員 の 旅 費 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例     
（ 職 員 の 旅 費 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 一 条  職 員 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 年 大 阪 府 条 例 第 三 十 七 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  
改 正 後  改 正 前  

  

目 次  

第 一 章 総 則 （ 第 一 条― 第 八 条 ）  

第 二 章  内 国 旅 行 の 旅 費 （ 第 九 条 ― 第 二 十 三

条 ）  

第 三 章 外 国 旅 行 の 旅 費 （ 第 二 十 四 条― 第 三 十

八 条 ）  

第 四 章 雑 則 （ 第 三 十 九 条 ― 第 四 十 三 条 ）  

附 則  
 

（ 定 義 ）  

第 二 条 （ 略 ）  
 一― 四  （ 略 ）  
 五 帰 住 職 員 が 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 場 合 に

お い て 、 そ の 職 員 又 は そ の 遺 族 が 生 活 の 根 拠

と な る 地 に 旅 行 す る こ と を い う 。  
 
 六  家 族  内 国 旅 行 に あ っ て は 職 員 の 配 偶 者

（ 婚 姻 の 届 出 を し て い な い が 、 事 実 上 婚 姻 関

係 と 同 様 の 事 情 に あ る 者 を 含 む 。 以 下 同

じ 。 ） 、 子 、 父 母 、 孫 、 祖 父 母 及 び 兄 弟 姉 妹 で

職 員 と 生 計 を 一 に す る 者 を い い 、 外 国 旅 行 に

あ っ て は 職 員 の 配 偶 者 及 び 子 で 職 員 と 生 計

を 一 に す る 者 を い う 。  
 
 七 ・ 八  （ 略 ）  

九 旅 行 役 務 提 供 者 旅 行 業 者 （ 旅 行 業 法 （ 昭

和 二 十 七 年 法 律 第 二 百 三 十 九 号 ） 第 六 条 の 四

第 一 項 に 規 定 す る 旅 行 業 者 を い う 。 ） そ の 他

の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者 （ 以 下 こ の 号 に

お い て 「 旅 行 業 者 等 」 と い う 。 ） で あ つ て 、

府 と 旅 行 役 務 提 供 契 約 （ 旅 行 業 者 等 が 府 に 対

し て 旅 行 に 係 る 役 務 そ の 他 の 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る も の を 旅 行 者 に 提 供 す る こ と を

約 し 、 か つ 、 府 が 当 該 旅 行 業 者 等 に 対 し て 当

該 旅 行 に 係 る 旅 費 に 相 当 す る 金 額 を 支 払 う

こ と を 約 す る 契 約 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 締

結 し た も の を い う 。  

２ ・ ３ （ 略 ）  
 

（ 旅 費 の 支 給 ）  

第 三 条 （ 略 ）  

２ 職 員 、 そ の 配 偶 者 若 し く は 子 又 は そ の 遺 族 が

次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に は 、 当 該

各 号 に 掲 げ る 者 に 対 し 、 旅 費 を 支 給 す る 。  
 一― 六  （ 略 ）  
 七 外 国 在 勤 の 職 員 の 配 偶 者 又 は 子 が 、 当 該 職

目 次  

第 一 章 総 則 （ 第 一 条― 第 十 二 条 ）  

第 二 章 内 国 旅 行 の 旅 費 （ 第 十 三 条 ― 第 二 十 五

条 ）  

第 三 章 外 国 旅 行 の 旅 費 （ 第 二 十 六 条― 第 四 十

二 条 ）  

第 四 章 雑 則 （ 第 四 十 三 条 ― 第 四 十 五 条 ）  
附 則  

 

（ 定 義 ）  

第 二 条 （ 略 ）  
 一― 四  （ 略 ）  
 五 帰 住 職 員 が 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 場 合 に

お い て 、 そ の 職 員 若 し く は そ の 扶 養 親 族 又 は

そ の 遺 族 が 生 活 の 根 拠 地 と な る 地 に 旅 行 す

る こ と を い う 。  
 六  扶 養 親 族  内 国 旅 行 に あ っ て は 職 員 の 配

偶 者 （ 届 出 を し て い な い が 事 実 上 婚 姻 関 係 と

同 様 の 事 情 に あ る 者 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 、 子 、

父 母 、 孫 、 祖 父 母 及 び 兄 弟 姉 妹 で 主 と し て 職

員 の 収 入 に よ っ て 生 計 を 維 持 し て い る も の

を い い 、 外 国 旅 行 に あ っ て は 職 員 の 配 偶 者 及

び 子 で 主 と し て 職 員 の 収 入 に よ っ て 生 計 を

維 持 し て い る も の を い う 。  
 七 ・ 八  （ 略 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ ・ ３ （ 略 ）  
 

（ 旅 費 の 支 給 ）  

第 三 条 （ 略 ）  

２ 職 員 、 そ の 配 偶 者 又 は そ の 遺 族 が 次 の 各 号 の

い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に は 、 当 該 各 号 に 掲 げ

る 者 に 対 し 、 旅 費 を 支 給 す る 。  
 一― 六  （ 略 ）  
 七 外 国 在 勤 の 職 員 の 配 偶 者 が 、 当 該 職 員 の 在
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員 の 在 勤 地 に お い て 死 亡 し 、 又 は 第 三 十 二 条

第 一 項 第 一 号 、 第 二 号 若 し く は 第 四 号 の 規 定

に 該 当 す る 外 国 旅 行 中 に 死 亡 し た 場 合 に は 、

当 該 職 員  

３― ５ （ 略 ）  

６ 第 一 項 、 第 二 項 、 第 四 項 及 び 前 項 の 規 定 に よ

り 旅 費 の 支 給 を 受 け る こ と が で き る 者 が 、 旅 行

命 令 又 は 旅 行 依 頼 （ 以 下 「 旅 行 命 令 等 」 と い う 。 ）

の 変 更 （ 取 消 し を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） を 受 け 、

又 は 死 亡 し た 場 合 そ の 他 人 事 委 員 会 規 則 で 定

め る 場 合 に は 、 当 該 旅 行 の た め 既 に 支 出 し た 金

額 の う ち そ の 者 の 損 失 と な る 金 額 又 は 支 出 を

要 す る 金 額 で 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の を

旅 費 と し て 支 給 す る こ と が で き る 。  
 
 
 

７ 第 一 項 、 第 二 項 、 第 四 項 及 び 第 五 項 の 規 定 に

よ り 旅 費 の 支 給 を 受 け る こ と が で き る 者 が 、 旅

行 中 天 災 そ の 他 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 事 情

に よ り 、 概 算 払 を 受 け た 旅 費 額 （ 概 算 払 を 受 け

な か っ た 場 合 に は 、 概 算 払 を 受 け る こ と が で き

た 旅 費 額 に 相 当 す る 金 額 ） の 全 部 又 は 一 部 を 喪

失 し た 場 合 に は 、 そ の 喪 失 し た 旅 費 額 の 範 囲 内

で 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 金 額 を 旅 費 と し て

支 給 す る こ と が で き る 。  
 

８ 第 一 項 、 第 二 項 及 び 第 四 項 か ら 第 六 項 ま で に

規 定 す る 場 合 に お い て 、 府 が 旅 行 役 務 提 供 契 約

に 基 づ き 旅 行 役 務 提 供 者 に 支 払 う べ き 金 額 が

あ る と き は 、 こ れ ら の 項 に 規 定 す る 者 に 対 す る

旅 費 の 支 給 に 代 え て 、 当 該 旅 行 役 務 提 供 者 に 対

し 、 当 該 金 額 を 旅 費 に 相 当 す る も の と し て 支 払

う こ と が で き る 。  
 

（ 旅 行 命 令 等 ）  

第 四 条 （ 略 ）  

２ （ 略 ）  

３ 旅 行 命 令 権 者 は 、 既 に 発 し た 旅 行 命 令 等 の 変

更 を す る 必 要 が あ る と 認 め る 場 合 に は 、 自 ら 又

は 次 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に よ る 旅

行 者 の 申 請 に 基 づ き 、 そ の 変 更 を す る こ と が で

き る 。  

４ 旅 行 命 令 権 者 は 、 旅 行 命 令 等 を 発 し 、 又 は そ

の 変 更 を す る に は 、 旅 行 命 令 簿 又 は 旅 行 依 頼 簿

（ 以 下 「 旅 行 命 令 簿 等 」 と い う 。 ） に 、 当 該 旅

行 に 関 し 必 要 な 事 項 を 記 載 し 、 当 該 事 項 を 当 該

旅 行 者 に 通 知 し て 行 わ な け れ ば な ら な い 。 た だ

し 、 旅 行 命 令 簿 等 に 当 該 事 項 の 記 載 を す る い と

ま が な い 場 合 に は 、 こ の 限 り で な い 。 こ の 場 合

に お い て は 、 旅 行 命 令 権 者 は 、 で き る だ け 速 や

か に 旅 行 命 令 簿 等 に 当 該 旅 行 に 関 し 必 要 な 事

項 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。  
 

５ 旅 行 命 令 簿 等 の 記 載 事 項 は 、 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 。  
 

（ 旅 行 命 令 等 に 従 わ な い 旅 行 ）  

第 五 条 旅 行 者 は 、 公 務 上 の 必 要 又 は 天 災 そ の 他

や む を 得 な い 事 情 に よ り 旅 行 命 令 等 （ 前 条 第 三

勤 地 に お い て 死 亡 し 、 又 は 第 三 十 四 条 第 一 項

第 一 号 若 し く は 第 二 号 の 規 定 に 該 当 す る 外

国 旅 行 中 に 死 亡 し た 場 合 に は 、 当 該 職 員  
 

３― ５ （ 略 ）  

６ 第 一 項 、 第 二 項 、 第 四 項 及 び 前 項 の 規 定 に よ

り 旅 費 の 支 給 を 受 け る こ と が で き る 者 （ そ の 者

の 扶 養 親 族 の 旅 行 に つ い て 旅 費 の 支 給 を 受 け

る こ と が で き る 場 合 に は 、 当 該 扶 養 親 族 を 含

む 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） が 、 そ の 出 発

前 に 旅 行 命 令 又 は 旅 行 依 頼 （ 以 下 「 旅 行 命 令 等 」

と い う 。 ） の 変 更 （ 取 消 し を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ）

を さ れ 、 又 は 死 亡 し た 場 合 に お い て 、 当 該 旅 行

の た め 既 に 支 出 し た 金 額 が あ る と き は 、 当 該 金

額 の う ち そ の 者 の 損 失 と な っ た 金 額 で 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 額 を 旅 費 と し て 支 給 す る こ

と が で き る 。  

７ 第 一 項 、 第 二 項 、 第 四 項 及 び 第 五 項 の 規 定 に

よ り 旅 費 の 支 給 を 受 け る こ と が で き る 者 が 、 旅

行 中 交 通 機 関 の 事 故 又 は 天 災 そ の 他 任 命 権 者

が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 定 め る 事 情 に よ り 、 概

算 払 を 受 け た 旅 費 額 （ 概 算 払 を 受 け な か っ た 場

合 に は 、 概 算 払 を 受 け る こ と が で き た 旅 費 額 に

相 当 す る 金 額 ） の 全 部 又 は 一 部 を 喪 失 し た 場 合

に は 、 そ の 喪 失 し た 旅 費 額 の 範 囲 内 で 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 金 額 を 旅 費 と し て 支 給 す る こ

と が で き る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 旅 行 命 令 等 ）  

第 四 条 （ 略 ）  

２ （ 略 ）  

３ 旅 行 命 令 権 者 は 、 既 に 発 し た 旅 行 命 令 等 の 変

更 を す る 必 要 が あ る と 認 め る 場 合 に は 、 自 ら 又

は 次 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に よ る 旅

行 者 の 申 請 に 基 づ き 、 こ れ の 変 更 を す る こ と が

で き る 。  

４ 旅 行 命 令 権 者 は 、 旅 行 命 令 等 を 発 し 、 又 は こ

れ の 変 更 を す る に は 、 旅 行 命 令 簿 又 は 旅 行 依 頼

簿 （ 以 下 「 旅 行 命 令 簿 等 」 と い う 。 ） に 、 当 該

旅 行 に 関 し 必 要 な 事 項 を 記 載 し 、 こ れ を 当 該 旅

行 者 に 提 示 し て 行 わ な け れ ば な ら な い 。 た だ

し 、 こ れ を 提 示 す る い と ま が な い 場 合 に は 、 口

頭 に よ り 旅 行 命 令 等 を 発 し 、 又 は こ れ の 変 更 を

す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て は 、 旅 行

命 令 権 者 は 、 で き る だ け 速 や か に 旅 行 命 令 簿 等

に 当 該 旅 行 に 関 し 必 要 な 事 項 を 記 載 し 、 こ れ を

当 該 旅 行 者 に 提 示 し な け れ ば な ら な い 。  

５ 旅 行 命 令 簿 等 の 記 載 事 項 及 び 様 式 は 、 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 。  
 

（ 旅 行 命 令 等 に 従 わ な い 旅 行 ）  

第 五 条 旅 行 者 は 、 公 務 上 の 必 要 又 は 天 災 そ の 他

や む を 得 な い 事 情 に よ り 旅 行 命 令 等 （ 前 条 第 三
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項 の 規 定 に よ り 変 更 を 受 け た 旅 行 命 令 等 を 含

む 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） に 従 っ て 旅 行

す る こ と が で き な い 場 合 に は 、 あ ら か じ め 旅 行

命 令 権 者 に 旅 行 命 令 等 の 変 更 の 申 請 を し な け

れ ば な ら な い 。  

２ ・ ３ （ 略 ）  
 

（ 旅 費 の 種 類 ）  

第 六 条 旅 費 の 種 類 は 、 鉄 道 賃 、 船 賃 、 航 空 賃 、

車 賃 、 宿 泊 費 、 包 括 宿 泊 費 、 宿 泊 手 当 、 転 居 費 、

家 族 移 転 費 、 渡 航 雑 費 、 死 亡 手 当 及 び 災 害 対 策

旅 費 と す る 。  

２ ・ ３ （ 略 ）  

４ 航 空 賃 は 、 航 空 旅 行 に つ い て 、 路 程 に 応 じ 旅

客 運 賃 等 に よ り 支 給 す る 。  

５ （ 略 ）  
 
 

６ 宿 泊 費 は 、 旅 行 中 の 宿 泊 に 要 す る 費 用 （ 以 下

「 旅 行 中 宿 泊 費 」 と い う 。 ） を 実 費 額 に よ り 支

給 す る ほ か 、 赴 任 に 伴 う 転 居 （ 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 職 員 が 採 用 又 は 異 動 の 日 前 に 行 っ た

転 居 を 含 む 。 ） に 必 要 な 滞 在 に 係 る 費 用 （ 以 下

「 赴 任 後 宿 泊 費 」 と い う 。 ） に つ い て 、 必 要 と

認 め ら れ る 限 度 に お い て 、 実 費 額 に よ り 支 給 す

る 。  

７ 包 括 宿 泊 費 は 、 移 動 及 び 宿 泊 に 対 す る 一 体 の

対 価 と し て 支 払 わ れ る 費 用 に つ い て 、 実 費 額 に

よ り 支 給 す る 。  

８ 宿 泊 手 当 は 、 宿 泊 を 伴 う 旅 行 に 必 要 な 諸 雑 費

に 充 て る た め の 費 用 と し て 一 夜 当 た り の 定 額

に よ り 支 給 す る 。  
 
 
 

９ 転 居 費 は 、 赴 任 に 伴 う 転 居 （ 第 十 七 条 第 一 項

第 一 号 若 し く は 第 二 号 又 は 第 三 十 二 条 第 一 項

第 一 号 若 し く は 第 二 号 に 規 定 す る 場 合 の 家 族

の 転 居 を 含 む 。 ） に 要 す る 費 用 に つ い て 、 実 費

額 に よ り 支 給 す る 。  

10  家 族 移 転 費 は 、 赴 任 に 伴 う 家 族 （ 赴 任 を 命

ぜ ら れ た 日 に お い て 同 居 し て い る 者 に 限 る 。 以

下 第 十 七 条 第 一 項 及 び 第 三 十 二 条 第 一 項 第 一

号 か ら 第 三 号 ま で に お い て 同 じ 。 ） の 移 転 に 要

す る 費 用 に つ い て 、 実 費 額 等 に よ り 支 給 す る 。 
 
 

11  （ 略 ）  

12  死 亡 手 当 は 、 第 三 条 第 二 項 第 五 号 又 は 第 七

号 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 に つ い て 、 定 額 に よ り

支 給 す る 。  

13  （ 略 ）  
 
 
 
 
 
 

（ 旅 費 の 計 算 ）  

第 七 条 （ 略 ）  

項 の 規 定 に よ り 変 更 を さ れ た 旅 行 命 令 等 を 含

む 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） に 従 っ て 旅 行

す る こ と が で き な い 場 合 に は 、 あ ら か じ め 旅 行

命 令 権 者 に 旅 行 命 令 等 の 変 更 の 申 請 を し な け

れ ば な ら な い 。  

２ ・ ３ （ 略 ）  
 

（ 旅 費 の 種 類 ）  

第 六 条 旅 費 の 種 類 は 、 鉄 道 賃 、 船 賃 、 航 空 賃 、

車 賃 、 日 当 、 宿 泊 料 、 食 卓 料 、 移 転 料 、 扶 養 親

族 移 転 料 、 旅 行 雑 費 、 渡 航 雑 費 、 死 亡 手 当 及 び

災 害 対 策 旅 費 と す る 。  

２ ・ ３ （ 略 ）  

４ 航 空 賃 は 、 航 空 旅 行 に つ い て 、 路 程 に 応 じ 旅

客 運 賃 に よ り 支 給 す る 。  

５ （ 略 ）  

６ 日 当 は 、 外 国 旅 行 に お け る 旅 行 中 の 日 数 に 応

じ 一 日 当 た り の 定 額 に よ り 支 給 す る 。  

７ 宿 泊 料 は 、 旅 行 中 の 夜 数 に 応 じ 一 夜 当 た り の

定 額 に よ り 支 給 す る ほ か 、 赴 任 に 伴 う 住 所 又 は

居 所 の 移 転 に つ い て 、 定 額 に よ り 支 給 す る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８ 食 卓 料 は 、 外 国 旅 行 に お け る 水 路 旅 行 及 び 航

空 旅 行 中 の 夜 数 に 応 じ 一 夜 当 た り の 定 額 に よ

り 支 給 す る 。  

９ 移 転 料 は 、 赴 任 に 伴 う 住 所 又 は 居 所 の 移 転 に

つ い て 、 路 程 等 に 応 じ 定 額 に よ り 支 給 す る 。  
 
 
 

10  扶 養 親 族 移 転 料 は 、 赴 任 に 伴 う 扶 養 親 族 の

移 転 に つ い て 、 支 給 す る 。  
 
 
 

11  旅 行 雑 費 は 、 外 国 の 管 内 に お け る 旅 行 中 の

日 数 に 応 じ 一 日 当 た り の 定 額 に よ り 支 給 す る 。 

12  （ 略 ）  

13  死 亡 手 当 は 、 第 三 条 第 二 項 第 五 号 又 は 第 七

号 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 に つ い て 、 定 額 等 に よ

り 支 給 す る 。  

14  （ 略 ）  
 

（ 外 国 旅 行 手 当 ）  

第 七 条  外 国 旅 行 の う ち 第 三 十 八 条 に 規 定 す る

旅 行 に つ い て は 、 前 条 の 旅 費 に 代 え て 、 外 国 旅

行 手 当 を 旅 費 と し て 支 給 す る 。  
 

（ 旅 費 の 計 算 ）  

第 八 条 （ 略 ）  
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第 八 条  移 動 中 に お け る 年 度 の 経 過 又 は 職 務 の

級 の 変 更 等 の た め 鉄 道 賃 、 船 賃 、 航 空 賃 及 び 車

賃 （ 家 族 移 転 費 の う ち こ れ ら に 相 当 す る 部 分 を

含 む 。 ） を 区 分 し て 算 定 す る 必 要 が あ る 場 合 に

は 、 年 度 の 経 過 又 は 職 務 の 級 の 変 更 等 の 後 に 最

初 の 目 的 地 に 到 着 す る ま で の 分 及 び そ れ 以 後

の 分 に 区 分 し て 算 定 す る 。  
 

（ 鉄 道 賃 ）  

第 九 条 鉄 道 賃 の 額 は 、 次 の 各 号 に 規 定 す る 旅 客

運 賃 、 急 行 料 金 及 び 座 席 指 定 料 金 並 び に こ れ ら

に 付 随 す る 費 用 に よ る 。  

一― 三 （ 略 ）  

２ 前 項 第 二 号 に 規 定 す る 急 行 料 金 は 、 公 務 の た

め 特 に 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 に 限 り 、 支 給 す

る 。  
 
 
 
 

３ 第 一 項 第 三 号 に 規 定 す る 座 席 指 定 料 金 は 、 特

別 急 行 列 車 又 は 普 通 急 行 列 車 を 運 行 す る 線 路

に よ る 旅 行 で 公 務 の た め 特 に 必 要 と 認 め ら れ

 

第 九 条 旅 費 計 算 上 の 旅 行 日 数 は 、 第 三 項 の 規 定

に 該 当 す る 場 合 を 除 く ほ か 、 旅 行 の た め に 現 に

要 し た 日 数 に よ る 。 た だ し 、 公 務 上 の 必 要 又 は

天 災 そ の 他 や む を 得 な い 事 情 に よ り 要 し た 日

数 を 除 く ほ か 、 路 程 四 百 キ ロ メ ー ト ル に つ い て

一 日 の 割 合 を も っ て 計 算 し た 日 数 を 超 え る こ

と が で き な い 。  

２  前 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り 計 算 し た 日 数 に

一 日 未 満 の 端 数 を 生 じ た と き は 、 こ れ を 一 日 と

す る 。  

３  第 三 条 第 二 項 第 一 号 か ら 第 四 号 ま で 及 び 第

六 号 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 に は 、 旅 費 計 算 上 の

旅 行 日 数 は 、 第 一 項 た だ し 書 及 び 前 項 の 規 定 に

よ り 計 算 し た 日 数 に よ る 。  
 

第 十 条 旅 行 者 が 同 一 地 域 （ 第 二 条 第 三 項 に 規 定

す る 地 域 区 分 に よ る 地 域 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

に 滞 在 す る 場 合 に お け る 日 当 及 び 旅 行 中 宿 泊

料 （ 旅 行 中 の 夜 数 に 応 じ 一 夜 当 た り の 定 額 に よ

り 支 給 さ れ る 宿 泊 料 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） は 、

そ の 地 域 に 到 着 し た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 滞

在 日 数 が 三 十 日 を 超 え る 場 合 に は そ の 超 え る

日 数 に つ い て 定 額 の 十 分 の 一 に 相 当 す る 額 、 滞

在 日 数 が 六 十 日 を 超 え る 場 合 に は そ の 超 え る

日 数 に つ い て 定 額 の 十 分 の 二 に 相 当 す る 額 を

そ れ ぞ れ の 定 額 か ら 減 じ た 額 に よ る 。  

２  同 一 地 域 に 滞 在 中 一 時 他 の 地 に 出 張 し た 日

数 は 、 前 項 の 滞 在 日 数 か ら 除 算 す る 。  
 

第 十 一 条  一 日 の 旅 行 に お い て 、 日 当 又 は 旅 行 中

宿 泊 料 （ 扶 養 親 族 移 転 料 の う ち こ れ ら の 旅 費 に

相 当 す る 部 分 を 含 む 。 以 下 こ の 条 に お い て 同

じ 。 ） に つ い て 定 額 を 異 に す る 理 由 が 生 じ た 場

合 に は 、 額 の 多 い 方 の 定 額 に よ る 日 当 又 は 旅 行

中 宿 泊 料 を 支 給 す る 。  
 

第 十 二 条  鉄 道 旅 行 、 水 路 旅 行 、 航 空 旅 行 又 は 陸

路 旅 行 中 に お け る 年 度 の 経 過 、 職 務 の 級 の 変 更

等 の た め 鉄 道 賃 、 船 賃 、 航 空 賃 又 は 車 賃 （ 扶 養

親 族 移 転 料 の う ち こ れ ら の 旅 費 に 相 当 す る 部

分 を 含 む 。 ） を 区 分 し て 計 算 す る 必 要 の あ る 場

合 に は 、 最 初 の 目 的 地 に 到 着 す る ま で の 分 及 び

そ れ 以 後 の 分 に 区 分 し て 計 算 す る 。  
 

（ 鉄 道 賃 ）  

第 十 三 条  鉄 道 賃 の 額 は 、 次 の 各 号 に 規 定 す る 旅

客 運 賃 、 急 行 料 金 及 び 座 席 指 定 料 金 に よ る 。  
 
 一― 三  （ 略 ）  

２ 前 項 第 二 号 に 規 定 す る 急 行 料 金 は 、 次 の 各 号

の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に 限 り 、 支 給 す る 。 
 
 一  特 別 急 行 列 車 を 運 行 す る 線 路 に よ る 旅 行

で 片 道 百 キ ロ メ ー ト ル 以 上 の も の  

二  普 通 急 行 列 車 を 運 行 す る 線 路 に よ る 旅 行

で 片 道 五 十 キ ロ メ ー ト ル 以 上 の も の  

３ 第 一 項 第 三 号 に 規 定 す る 座 席 指 定 料 金 は 、 特

別 急 行 列 車 又 は 普 通 急 行 列 車 を 運 行 す る 線 路

に よ る 旅 行 で 片 道 百 キ ロ メ ー ト ル 以 上 の も の
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る 場 合 に 限 り 、 支 給 す る 。  
 

（ 船 賃 ）  
第 十 条 船 賃 の 額 は 、 次 の 各 号 に 規 定 す る 旅 客 運

賃 （ は し け 賃 及 び 桟 橋 賃 を 含 む 。 以 下 こ の 条 に

お い て 「 運 賃 」 と い う 。 ） 、 寝 台 料 金 及 び 座 席 指

定 料 金 並 び に こ れ ら に 付 随 す る 費 用 に よ る 。  

一  運 賃 の 等 級 を 区 分 す る 船 舶 に よ る 旅 行 の

場 合 に は 、 最 下 級 の 運 賃  
 
 

二― 四 （ 略 ）  
 
 
 
 
 

（ 航 空 賃 ）  

第 十 一 条  航 空 賃 の 額 は 、 現 に 支 払 っ た 旅 客 運 賃

及 び こ れ に 付 随 す る 費 用 に よ る 。  
 

（ 車 賃 ）  

第 十 二 条  車 賃 の 額 は 、 通 常 要 す る 費 用 の 額 を 勘

案 し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 一 キ ロ メ ー ト

ル 当 た り の 定 額 に よ る 額 と す る 。 た だ し 、 道 路

運 送 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 三 号 ） 第 三

条 第 一 号 イ に 掲 げ る 一 般 乗 合 旅 客 自 動 車 運 送

事 業 （ 路 線 を 定 め て 定 期 に 運 行 す る 自 動 車 に よ

り 乗 合 旅 客 の 運 送 を 行 う も の に 限 る 。 ） の 用 に

供 す る 自 動 車 を 利 用 す る 場 合 及 び 公 務 上 の 必

要 又 は 天 災 そ の 他 や む を 得 な い 事 情 に よ り 定

額 の 車 賃 で 旅 行 の 実 費 を 支 弁 す る こ と が で き

な い 場 合 に は 、 移 動 に 要 す る 費 用 及 び こ れ に 付

随 す る 費 用 に よ る 。  

２ 車 賃 は 、 全 路 程 を 通 算 し て 計 算 す る 。 た だ し 、

第 八 条 の 規 定 に よ り 区 分 計 算 を す る 場 合 に は 、

そ の 区 分 さ れ た 路 程 ご と に 通 算 し て 計 算 す る 。 
 

３ （ 略 ）  
 

（ 宿 泊 費 ）  

第 十 三 条  宿 泊 費 の 額 は 、 次 の 各 号 の 区 分 に 応

じ 、 当 該 各 号 に 定 め る と お り と す る 。  

一  旅 行 中 宿 泊 費  地 域 の 実 情 を 勘 案 し て 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 （ 次 条 に お い て 「 宿

泊 費 基 準 額 」 と い う 。 ） と す る 。 た だ し 、 当

該 宿 泊 に 係 る 特 別 な 事 情 が あ る 場 合 と し て

人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 は 、 当 該 宿 泊 に

要 す る 費 用 の 額 と す る 。  

二 赴 任 後 宿 泊 費 五 夜 分 を 限 度 と し て 、 現 に

宿 泊 し た 夜 数 に 係 る 旅 行 中 宿 泊 費 に 相 当 す

る 額 と す る 。  
 
 

２ 旅 行 中 宿 泊 費 は 、 水 路 旅 行 及 び 航 空 旅 行 に つ

い て は 、 公 務 上 の 必 要 又 は 天 災 そ の 他 や む を 得

な い 事 情 に よ り 上 陸 又 は 着 陸 し て 宿 泊 し た 場

合 に 限 り 、 支 給 す る 。  
 

（ 包 括 宿 泊 費 ）  

に 該 当 す る 場 合 に 限 り 、 支 給 す る 。  
 

（ 船 賃 ）  

第 十 四 条  船 賃 の 額 は 、 次 の 各 号 に 規 定 す る 旅 客

運 賃 （ は し け 賃 及 び 桟 橋 賃 を 含 む 。 以 下 こ の 条

に お い て 「 運 賃 」 と い う 。 ） 、 寝 台 料 金 及 び 座 席

指 定 料 金 に よ る 。  
 一  運 賃 の 等 級 を 三 階 級 に 区 分 す る 船 舶 に よ

る 旅 行 の 場 合 に は 、 中 級 の 運 賃  
 二  運 賃 の 等 級 を 二 階 級 に 区 分 す る 船 舶 に よ

る 旅 行 の 場 合 に は 、 下 級 の 運 賃  
 三― 五  （ 略 ）  

２  前 項 第 一 号 又 は 第 二 号 の 規 定 に 該 当 す る 場

合 に お い て 、 同 一 階 級 の 運 賃 を 更 に 二 以 上 に 区

分 す る 船 舶 に よ る 旅 行 の 場 合 に は 、 当 該 各 号 の

運 賃 は 、 同 一 階 級 内 の 最 下 級 の 運 賃 に よ る 。  
 

（ 航 空 賃 ）  

第 十 五 条  航 空 賃 の 額 は 、 現 に 支 払 っ た 旅 客 運 賃

に よ る 。  
 

（ 車 賃 ）  

第 十 六 条  車 賃 の 額 は 、 一 キ ロ メ ー ト ル に つ き 三

十 七 円 と す る 。 た だ し 、 公 務 上 の 必 要 又 は 天 災

そ の 他 や む を 得 な い 事 情 に よ り 定 額 の 車 賃 で

旅 行 の 実 費 を 支 弁 す る こ と が で き な い 場 合 に

は 、 実 費 額 に よ る 。  
 
 
 
 
 
 
 

２ 車 賃 は 、 全 路 程 を 通 算 し て 計 算 す る 。 た だ し 、

第 十 二 条 の 規 定 に よ り 区 分 計 算 を す る 場 合 に

は 、 そ の 区 分 さ れ た 路 程 ご と に 通 算 し て 計 算 す

る 。  

３ （ 略 ）  
 

（ 宿 泊 料 ）  

第 十 七 条  宿 泊 料 の 額 は 、 次 の 各 号 の 区 分 に 応

じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 に よ る 。  
 一  旅 行 中 宿 泊 料  宿 泊 先 の 区 分 に 応 じ た 別

表 第 一 の 定 額  
 
 
 
 
 二  赴 任 に 伴 う 住 所 又 は 居 所 の 移 転 に つ い て

支 給 さ れ る 宿 泊 料 （ 以 下 「 赴 任 後 宿 泊 料 」 と

い う 。 ）  赴 任 に 伴 い 住 所 又 は 居 所 を 移 転 し

た 地 の 存 す る 地 域 の 区 分 に 応 じ た 別 表 第 一

の 一 夜 当 た り の 定 額 の 五 夜 分 に 相 当 す る 額  

２ 旅 行 中 宿 泊 料 は 、 水 路 旅 行 及 び 航 空 旅 行 に つ

い て は 、 公 務 上 の 必 要 又 は 天 災 そ の 他 や む を 得

な い 事 情 に よ り 上 陸 又 は 着 陸 し て 宿 泊 し た 場

合 に 限 り 、 支 給 す る 。  
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第 十 四 条  包 括 宿 泊 費 の 額 は 、 移 動 に 係 る 第 九 条

か ら 第 十 二 条 ま で の 規 定 に よ る 額 及 び 前 条 の

規 定 に よ る 宿 泊 に 係 る 宿 泊 費 基 準 額 の 合 計 額

と す る 。  
 

（ 宿 泊 手 当 ）  

第 十 五 条  宿 泊 手 当 の 額 は 、 通 常 要 す る 費 用 の 額

を 勘 案 し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 と す る 。 
 

（ 転 居 費 ）  

第 十 六 条  転 居 費 の 額 は 、 転 居 の 実 態 を 勘 案 し て

人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 方 法 に よ り 算 定 さ れ

る 額 と す る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 家 族 移 転 費 ）  

第 十 七 条  家 族 移 転 費 の 額 は 、 次 の 各 号 に 規 定 す

る 額 に よ る 。  

一  赴 任 の 際 家 族 を 職 員 の 新 居 住 地 に 移 転 す

る 場 合 に は 、 家 族 一 人 ご と に 、 職 員 が そ の 移

転 を す る も の と し て 算 定 し た 鉄 道 賃 、 船 賃 、

航 空 賃 、 車 賃 、 宿 泊 費 、 包 括 宿 泊 費 及 び 宿 泊

手 当 の 合 計 額 に 相 当 す る 額  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二 前 号 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 せ ず 、 か つ 、 赴

任 を 命 ぜ ら れ た 日 の 翌 日 か ら 一 年 以 内 に 家

族 を 職 員 の 居 住 地 （ 赴 任 後 家 族 を 移 転 す る ま

で の 間 に 更 に 赴 任 が あ っ た 場 合 に は 、 当 該 赴

任 後 に お け る 職 員 の 新 居 住 地 ） に 移 転 す る 場

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 移 転 料 ）  

第 十 八 条  移 転 料 の 額 は 、 次 の 各 号 に 規 定 す る 額

に よ る 。  
 
 一 赴 任 の 際 扶 養 親 族 を 移 転 す る 場 合 に は 、 旧

在 勤 地 か ら 新 在 勤 地 ま で の 路 程 に 応 じ た 別

表 第 一 の 定 額 に よ る 額  
 二 赴 任 の 際 扶 養 親 族 を 移 転 し な い 場 合 に は 、

前 号 に 規 定 す る 額 の 二 分 の 一 に 相 当 す る 額  
 三  赴 任 の 際 扶 養 親 族 を 移 転 し な い が 赴 任 を

命 ぜ ら れ た 日 の 翌 日 か ら 一 年 以 内 に 扶 養 親

族 を 移 転 す る 場 合 に は 、 前 号 に 規 定 す る 額 に

相 当 す る 額 （ 赴 任 の 後 扶 養 親 族 を 移 転 す る ま

で の 間 に 更 に 赴 任 が あ っ た 場 合 に は 、 各 赴 任

に つ い て 支 給 す る こ と が で き る 前 号 に 規 定

す る 額 に 相 当 す る 額 の 合 計 額 ）  

２ 前 項 第 三 号 の 場 合 に お い て 、 扶 養 親 族 を 移 転

し た 際 に お け る 移 転 料 の 定 額 が 職 員 が 赴 任 し

た 際 の 移 転 料 の 定 額 と 異 な る と き は 、 同 号 の 額

は 、 扶 養 親 族 を 移 転 し た 際 に お け る 移 転 料 の 定

額 を 基 礎 と し て 計 算 す る 。  

３ 旅 行 命 令 権 者 は 、 公 務 上 の 必 要 又 は 天 災 そ の

他 や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 に は 、 第 一 項 第

三 号 に 規 定 す る 期 間 を 延 長 す る こ と が で き る 。 
 

（ 扶 養 親 族 移 転 料 ）  

第 十 九 条  扶 養 親 族 移 転 料 の 額 は 、 次 の 各 号 に 規

定 す る 額 に よ る 。  
 一  赴 任 の 際 扶 養 親 族 を 旧 在 勤 地 か ら 新 在 勤

地 ま で 随 伴 す る 場 合 に は 、 赴 任 を 命 ぜ ら れ た

日 に お け る 扶 養 親 族 一 人 ご と に 、 そ の 移 転 の

際 に お け る 年 齢 に 従 い 、 次 に 規 定 す る 額 の 合

計 額  
  イ 十 二 歳 以 上 の 者 に つ い て は 、 そ の 移 転 の

際 に お け る 職 員 相 当 の 鉄 道 賃 、 船 賃 、 航 空

賃 及 び 車 賃 の 全 額 並 び に 宿 泊 料 の 三 分 の

二 に 相 当 す る 額  
  ロ 十 二 歳 未 満 六 歳 以 上 の 者 に つ い て は 、 イ

に 規 定 す る 額 の 二 分 の 一 に 相 当 す る 額  
  ハ 六 歳 未 満 の 者 に つ い て は 、 そ の 移 転 の 際

に お け る 職 員 相 当 の 宿 泊 料 の 三 分 の 一 に

相 当 す る 額 。 た だ し 、 六 歳 未 満 の 者 を 三 人

以 上 随 伴 す る と き は 、 二 人 を 超 え る 者 ご と

に そ の 移 転 の 際 に お け る 職 員 相 当 の 鉄 道

賃 及 び 船 賃 の 二 分 の 一 に 相 当 す る 金 額 を

加 算 す る 。  
 二 前 号 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 を 除 く ほ か 、 前

条 第 一 項 第 一 号 又 は 第 三 号 の 規 定 に 該 当 す

る 場 合 に は 、 扶 養 親 族 の 旧 居 住 地 か ら 新 居 住

地 ま で の 旅 行 に つ い て 前 号 の 規 定 に 準 じ て

計 算 し た 額 。 た だ し 、 前 号 の 規 定 に よ り 支 給
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合 に は 、 前 号 の 規 定 に 準 じ て 算 定 し た 額  
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 旅 行 命 令 権 者 は 、 公 務 上 の 必 要 又 は 天 災 そ の

他 や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 に は 、 前 項 第 二

号 に 規 定 す る 期 間 を 延 長 す る こ と が で き る 。  
 
 
 

（ 災 害 対 策 旅 費 ）  

第 十 八 条  （ 略 ）  
 

（ 管 内 旅 行 の 旅 費 ）  

第 十 九 条  （ 略 ）  

２ 管 内 の 同 一 地 域 （ 第 二 条 第 三 項 に 規 定 す る 地

域 区 分 に よ る 地 域 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 内 に お

け る 旅 行 に つ い て は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 赴 任 後 宿 泊 費 、 転 居 費 及 び 家 族 移 転 費 は 、

支 給 し な い 。 た だ し 、 次 条 第 二 項 の 規 定 に 該 当

す る 場 合 に は 、 同 項 に 規 定 す る 額 の 赴 任 後 宿 泊

費 、 転 居 費 及 び 家 族 移 転 費 を 支 給 す る 。  
 

（ 管 内 以 外 の 同 一 地 域 内 旅 行 の 旅 費 ）  

第 二 十 条  管 内 以 外 の 同 一 地 域 内 に お け る 旅 行

に つ い て は 、 赴 任 後 宿 泊 費 、 転 居 費 及 び 家 族 移

転 費 は 、 支 給 し な い 。  

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 赴 任 を 命 ぜ ら れ た

職 員 が 職 員 の た め の 公 設 の 宿 舎 に 居 住 す る こ

と 又 は こ れ を 明 け 渡 す こ と を 命 ぜ ら れ 、 転 居 し

た 場 合 に は 、 赴 任 後 宿 泊 費 、 転 居 費 及 び 家 族 移

転 費 を 支 給 す る 。  
 
 
 
 
 
 

（ 災 害 対 策 旅 費 が 支 給 さ れ る 場 合 の 同 一 地 域 内

の 旅 行 の 旅 費 ）  

第 二 十 一 条  被 災 地 域 内 の 同 一 地 域 内 に お け る

旅 行 に つ い て は 、 第 六 条 第 二 項 、 第 三 項 及 び 第

五 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 鉄 道 賃 、 船 賃 及 び 車

賃 は 、 支 給 し な い 。 た だ し 、 次 の 各 号 の い ず れ

か に 該 当 す る 場 合 に お い て は 、 当 該 各 号 に 定 め

る 額 の 旅 費 を 支 給 す る 。  
 

一 同 一 地 域 に お い て 、 鉄 道 百 キ ロ メ ー ト ル 、

水 路 五 十 キ ロ メ ー ト ル 又 は 陸 路 二 十 五 キ ロ

メ ー ト ル 以 上 の 旅 行 の 場 合  第 九 条 、 第 十 条

又 は 第 十 二 条 の 規 定 に よ る 額 の 鉄 道 賃 、 船 賃

又 は 車 賃  

二 （ 略 ）  

２ （ 略 ）  
 

す る こ と が で き る 額 に 相 当 す る 額 （ 赴 任 の 後

扶 養 親 族 を 移 転 す る ま で の 間 に 更 に 赴 任 が

あ っ た 場 合 に は 、 各 赴 任 に つ い て 前 号 の 規 定

に よ り 支 給 す る こ と が で き る 額 に 相 当 す る

額 の 合 計 額 ） を 超 え る こ と が で き な い 。  
 三  第 一 号 イ か ら ハ ま で の 規 定 に よ り 宿 泊 料

の 額 を 計 算 す る 場 合 に お い て 、 当 該 旅 費 の 額

に 一 円 未 満 の 端 数 を 生 じ た と き は 、 こ れ を 切

り 捨 て る も の と す る 。  

２  職 員 が 赴 任 を 命 ぜ ら れ た 日 に お い て 胎 児 で

あ っ た 子 を 移 転 す る 場 合 に お い て は 、 扶 養 親 族

移 転 料 の 額 の 計 算 に つ い て は 、 そ の 子 を 赴 任 を

命 ぜ ら れ た 日 に お け る 扶 養 親 族 と み な し て 、 前

項 の 規 定 を 適 用 す る 。  
 

（ 災 害 対 策 旅 費 ）  

第 二 十 条  （ 略 ）  
 

（ 管 内 旅 行 の 旅 費 ）  

第 二 十 一 条 （ 略 ）  
２ 管 内 の 同 一 地 域 内 に お け る 旅 行 に つ い て は 、

前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 赴 任 後 宿 泊 料 、 移 転

料 及 び 扶 養 親 族 移 転 料 は 、 支 給 し な い 。 た だ し 、

次 条 第 二 項 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 に は 、 同 項 に

規 定 す る 額 の 移 転 料 を 支 給 す る 。  
 
 
 

（ 管 内 以 外 の 同 一 地 域 内 旅 行 の 旅 費 ）  

第 二 十 二 条  管 内 以 外 の 同 一 地 域 内 に お け る 旅

行 に つ い て は 、 赴 任 後 宿 泊 料 、 移 転 料 及 び 扶 養

親 族 移 転 料 は 、 支 給 し な い 。 

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 赴 任 を 命 ぜ ら れ た

職 員 が 職 員 の た め の 公 設 の 宿 舎 に 居 住 す る こ

と 又 は こ れ を 明 け 渡 す こ と を 命 ぜ ら れ 、 住 所 又

は 居 所 を 移 転 し た 場 合 に は 、 別 表 第 一 の 路 程 五

十 キ ロ メ ー ト ル 未 満 の 場 合 の 移 転 料 定 額 の 三

分 の 一 に 相 当 す る 額 （ 扶 養 親 族 を 随 伴 し な い 場

合 に は 、 そ の 二 分 の 一 に 相 当 す る 額 ） の 移 転 料

を 支 給 す る 。 た だ し 、 当 該 移 転 料 の 額 を 計 算 す

る 場 合 に お い て そ の 額 に 一 円 未 満 の 端 数 を 生

じ た と き は 、 こ れ を 切 り 捨 て る も の と す る 。  
 

（ 災 害 対 策 旅 費 が 支 給 さ れ る 場 合 の 同 一 地 域 内

の 旅 行 の 旅 費 ）  

第 二 十 三 条  被 災 地 域 内 の 第 十 条 第 一 項 に 規 定

す る 同 一 地 域 内 に お け る 旅 行 に つ い て は 、 第 六

条 第 二 項 、 第 三 項 及 び 第 五 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 鉄 道 賃 、 船 賃 及 び 車 賃 は 、 支 給 し な い 。 た

だ し 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お

い て は 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 の 旅 費 を 支 給 す

る 。  
 一 同 一 地 域 に お い て 、 鉄 道 百 キ ロ メ ー ト ル 、

水 路 五 十 キ ロ メ ー ト ル 又 は 陸 路 二 十 五 キ ロ

メ ー ト ル 以 上 の 旅 行 の 場 合  第 十 三 条 、 第 十

四 条 又 は 第 十 六 条 の 規 定 に よ る 額 の 鉄 道 賃 、

船 賃 又 は 車 賃  

二 （ 略 ）  

２ （ 略 ）  
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（ 退 職 者 等 の 旅 費 ）  

第 二 十 二 条  第 三 条 第 二 項 第 一 号 の 規 定 に よ り

支 給 す る 旅 費 は 、 退 職 等 の 日 の 翌 日 か ら 三 月 以

内 に お け る 当 該 退 職 等 に 伴 う 旅 行 に つ い て 、 次

の 各 号 に 掲 げ る 旅 費 と す る 。 

一  職 員 が 出 張 の た め の 内 国 旅 行 中 に 退 職 等

と な っ た 場 合 に は 、 出 張 の 例 に 準 じ 、 退 職 等

と な る 前 の 職 務 の 級 の 者 と し て 退 職 等 の 日

に い た 地 か ら 旧 在 勤 地 に 旅 行 す る も の と し

て 計 算 し た 旅 費  
 
 
 
 
 
 
 
 

二  職 員 が 赴 任 の た め の 内 国 旅 行 中 に 退 職 等

と な っ た 場 合 に は 、 赴 任 の 例 に 準 じ 、 退 職 等

と な る 前 の 職 務 の 級 の 者 と し て 退 職 等 の 日

に い た 地 か ら 新 在 勤 地 に 旅 行 す る も の と し

て 計 算 し た 旅 費  

２ 前 項 の 場 合 に お い て 、 退 職 等 と な っ た 職 員 が

家 族 を 移 転 す る と き は 、 同 項 に 規 定 す る 旅 費

に 、 転 居 費 の う ち 家 族 の 転 居 に 要 す る 費 用 及 び

家 族 移 転 費 に 相 当 す る も の を 加 え る も の と す

る 。  

３ 任 命 権 者 は 、 天 災 そ の 他 や む を 得 な い 事 情 が

あ る 場 合 に は 、 第 一 項 に 規 定 す る 期 間 を 延 長 す

る こ と が で き る 。  

４  本 邦 に 出 張 の た め の 外 国 旅 行 中 の 外 国 在 勤

の 職 員 が 第 三 条 第 二 項 第 一 号 の 規 定 に 該 当 す

る 場 合 に お い て 、 同 号 の 規 定 に よ り 支 給 す る 旅

費 は 、 当 該 職 員 の 本 邦 へ の 出 張 に お け る 出 張 地

を 旧 在 勤 地 と み な し て 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に

準 じ た 旅 費 と す る 。  
 

（ 遺 族 の 旅 費 ）  

第 二 十 三 条  第 三 条 第 二 項 第 二 号 の 規 定 に よ り

支 給 す る 旅 費 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 旅 費 と す

る 。  

一  職 員 が 出 張 の た め の 内 国 旅 行 中 に 死 亡 し

た 場 合 に は 、 出 張 の 例 に 準 じ 、 職 員 が 遺 族 の

居 住 地 （ 外 国 在 住 の 遺 族 の 場 合 に は 、 本 邦 に

お け る 外 国 か ら の 到 着 地 ） と 死 亡 地 と の 間 を

往 復 す る も の と し て 計 算 し た 旅 費  

二  職 員 が 赴 任 の た め の 内 国 旅 行 中 に 死 亡 し

た 場 合 に は 、 前 号 に 掲 げ る 旅 費 の ほ か 、 赴 任

の 例 に 準 じ 、 職 員 が 死 亡 地 か ら 新 居 住 地 に 旅

行 す る も の と し て 計 算 し た 旅 費  

２  本 邦 に 出 張 の た め の 外 国 旅 行 中 の 外 国 在 勤

の 職 員 が 第 三 条 第 二 項 第 二 号 の 規 定 に 該 当 す

る 場 合 に お い て 、 同 号 の 規 定 に よ り 支 給 す る 旅

費 は 、 第 三 十 七 条 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に 準 じ た

旅 費 と す る 。  
 
 
 
 

（ 退 職 者 等 の 旅 費 ）  

第 二 十 四 条  第 三 条 第 二 項 第 一 号 の 規 定 に よ り

支 給 す る 旅 費 は 、 次 の 各 号 に 規 定 す る 旅 費 と す

る 。  
 
 一 職 員 が 出 張 中 に 退 職 等 と な っ た 場 合 に は 、

次 に 規 定 す る 旅 費  
  イ 退 職 等 と な っ た 日 （ 以 下 「 退 職 等 の 日 」

と い う 。 ） に い た 地 か ら 退 職 等 の 命 令 の 通

達 を 受 け 、 又 は そ の 原 因 と な っ た 事 実 の 発

生 を 知 っ た 日 （ 以 下 「 退 職 等 を 知 っ た 日 」

と い う 。 ） に い た 地 ま で の 前 職 務 相 当 の 旅

費 
  ロ  退 職 等 を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら 三 月 以 内

に 出 発 し て 当 該 退 職 等 に 伴 う 旅 行 を し た

場 合 に 限 り 、 出 張 の 例 に 準 じ て 計 算 し た 退

職 等 を 知 っ た 日 に い た 地 か ら 旧 在 勤 地 ま

で の 前 職 務 相 当 の 旅 費  
 二 職 員 が 赴 任 中 に 退 職 等 と な っ た 場 合 に は 、

赴 任 の 例 に 準 じ 、 か つ 、 新 在 勤 地 を 旧 在 勤 地

と み な し て 前 号 の 規 定 に 準 じ て 計 算 し た 旅

費 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２  本 邦 に 出 張 中 の 外 国 在 勤 の 職 員 が 第 三 条 第

二 項 第 一 号 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 に お い て 同

号 の 規 定 に よ り 支 給 す る 旅 費 は 、 任 命 権 者 が 人

事 委 員 会 と 協 議 し て 定 め る 。 
 
 
 

（ 遺 族 の 旅 費 ）  

第 二 十 五 条  第 三 条 第 二 項 第 二 号 の 規 定 に よ り

支 給 す る 旅 費 は 、 次 の 各 号 に 規 定 す る 旅 費 と す

る 。  
 一 職 員 が 出 張 中 に 死 亡 し た 場 合 に は 、 死 亡 地

か ら 旧 在 勤 地 ま で の 往 復 に 要 す る 前 職 務 相

当 の 旅 費  
 
 
 二 職 員 が 赴 任 中 に 死 亡 し た 場 合 に は 、 赴 任 の

例 に 準 じ て 計 算 し た 死 亡 地 か ら 新 在 勤 地 ま

で の 前 職 務 相 当 の 旅 費  
 

２  本 邦 に 出 張 中 の 外 国 在 勤 の 職 員 が 第 三 条 第

二 項 第 二 号 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 に お い て 同

号 の 規 定 に よ り 支 給 す る 旅 費 は 、 当 該 職 員 の 本

邦 へ の 出 張 に お け る 出 張 地 を 旧 在 勤 地 と み な

し て 前 項 第 一 号 の 規 定 に 準 じ て 計 算 し た 旅 費

と す る 。  

３  遺 族 が 前 二 項 に 規 定 す る 旅 費 の 支 給 を 受 け

る 順 位 は 、 第 二 条 第 一 項 第 七 号 に 掲 げ る 順 序 に

よ り 、 同 順 位 者 が あ る 場 合 に は 、 年 長 者 を 先 に
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３  第 三 条 第 二 項 第 三 号 の 規 定 に よ り 支 給 す る

旅 費 は 、 出 張 の 例 に 準 じ 、 職 員 が 遺 族 の 居 住 地

か ら 帰 住 地 （ 外 国 に 帰 住 す る 場 合 に は 、 本 邦 に

お け る 外 国 へ の 出 発 地 ） に 旅 行 す る も の と し て

計 算 し た 旅 費 （ 宿 泊 費 及 び 包 括 宿 泊 費 を 除 く 。 ）

と す る 。  
 
 

４  遺 族 が 前 各 項 に 規 定 す る 旅 費 の 支 給 を 受 け

る 順 位 は 、 第 二 条 第 一 項 第 七 号 に 掲 げ る 順 序 に

よ り 、 同 順 位 者 が あ る 場 合 に は 、 年 長 者 を 先 に

す る 。  
 

（ 本 邦 通 過 の 場 合 の 旅 費 ）  

第 二 十 四 条  外 国 旅 行 中 本 邦 を 通 過 す る 場 合 に

は 、 そ の 本 邦 内 の 旅 行 に つ い て 支 給 す る 旅 費

は 、 前 章 に 規 定 す る と こ ろ に よ る 。 た だ し 、 外

国 航 路 の 船 舶 又 は 航 空 機 に よ り 本 邦 を 出 発 し 、

又 は 本 邦 に 到 着 し た 場 合 に お け る 船 賃 又 は 航

空 賃 に つ い て は 、 本 章 に 規 定 す る と こ ろ に よ

る 。  
 
 

２ 前 項 本 文 の 場 合 に お い て 、 第 十 七 条 第 一 項 の

規 定 の 適 用 に つ い て は 、 本 邦 出 発 の 場 合 に は そ

の 外 国 へ の 出 発 地 を 新 居 住 地 又 は 居 住 地 と み

な す 。  
 
 

（ 鉄 道 賃 ）  

第 二 十 五 条 鉄 道 賃 の 額 は 、 次 の 各 号 に 規 定 す る

旅 客 運 賃 、 急 行 料 金 及 び 寝 台 料 金 並 び に こ れ ら

に 付 随 す る 費 用 に よ る 。  

一― 三 （ 略 ）  
 

（ 船 賃 ）  

第 二 十 六 条 船 賃 の 額 は 、 次 の 各 号 に 規 定 す る 旅

客 運 賃 （ は し け 賃 及 び 桟 橋 賃 を 含 む 。 以 下 こ の

条 に お い て 「 運 賃 」 と い う 。 ） 及 び 寝 台 料 金 並

び に こ れ ら に 付 随 す る 費 用 に よ る 。  

一― 三 （ 略 ）  
 

（ 航 空 賃 及 び 車 賃 ）  

第 二 十 七 条 航 空 賃 の 額 は 、 次 の 各 号 に 規 定 す る

旅 客 運 賃 及 び こ れ に 付 随 す る 費 用 に よ る 。  

一― 三 （ 略 ）  

２ 車 賃 の 額 は 、 前 二 条 及 び 前 項 を 除 く 移 動 に

要 す る 費 用 並 び に こ れ に 付 随 す る 費 用 に よ

る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す る 。  

４  第 三 条 第 二 項 第 三 号 の 規 定 に よ り 支 給 す る

旅 費 は 、 第 十 九 条 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に 準 じ て

計 算 し た 居 住 地 か ら 帰 住 地 （ 外 国 に 帰 住 す る 場

合 に は 、 本 邦 に お け る 外 国 へ の 出 発 地 ） ま で の

鉄 道 賃 、 船 賃 及 び 車 賃 と す る 。 こ の 場 合 に お い

て 、 同 号 中 「 赴 任 を 命 ぜ ら れ た 日 」 と あ る の は 、

「 職 員 が 死 亡 し た 日 」 と 読 み 替 え る も の と す

る 。  
 
 
 
 
 

（ 本 邦 通 過 の 場 合 の 旅 費 ）  

第 二 十 六 条  外 国 旅 行 中 本 邦 を 通 過 す る 場 合 に

は 、 そ の 本 邦 内 の 旅 行 に つ い て 支 給 す る 旅 費

は 、 前 章 に 規 定 す る と こ ろ に よ る 。 た だ し 、 移

転 料 並 び に 外 国 航 路 の 船 舶 又 は 航 空 機 に よ り

本 邦 を 出 発 し 、 又 は 本 邦 に 到 着 し た 場 合 に お け

る 船 賃 又 は 航 空 賃 及 び 本 邦 を 出 発 し た 日 か ら

の 日 当 及 び 食 卓 料 又 は 本 邦 に 到 着 し た 日 ま で

の 日 当 及 び 食 卓 料 に つ い て は 、 本 章 に 規 定 す る

と こ ろ に よ る 。  

２ 前 項 本 文 の 場 合 に お い て 、 第 十 九 条 第 一 項 の

規 定 の 適 用 に つ い て は 、 本 邦 出 発 の 場 合 に は そ

の 外 国 へ の 出 発 地 を 新 在 勤 地 又 は 新 居 住 地 と

み な し 、 本 邦 到 着 の 場 合 に は そ の 外 国 か ら の 到

着 地 を 旧 在 勤 地 又 は 旧 居 住 地 と み な す 。  
 

（ 鉄 道 賃 ）  

第 二 十 七 条 鉄 道 賃 の 額 は 、 次 の 各 号 に 規 定 す る

旅 客 運 賃 、 急 行 料 金 及 び 寝 台 料 金 （ こ れ ら の も

の に 対 す る 通 行 税 を 含 む 。 ） に よ る 。  

一― 三 （ 略 ）  
 

（ 船 賃 ）  

第 二 十 八 条 船 賃 の 額 は 、 次 の 各 号 に 規 定 す る 旅

客 運 賃 （ は し け 賃 及 び 桟 橋 賃 を 含 む 。 以 下 こ の

条 に お い て 「 運 賃 」 と い う 。 ） 及 び 寝 台 料 金 （ こ

れ ら の も の に 対 す る 通 行 税 を 含 む 。 ） に よ る 。  

一― 三 （ 略 ）  
 

（ 航 空 賃 及 び 車 賃 ）  

第 二 十 九 条 航 空 賃 の 額 は 、 次 の 各 号 に 規 定 す る

旅 客 運 賃 に よ る 。  

一― 三 （ 略 ）  

２ 車 賃 の 額 は 、 実 費 額 に よ る 。  
 
 
 

（ 日 当 ）  

第 三 十 条  日 当 の 額 は 、 旅 行 先 の 区 分 に 応 じ た 別

表 第 二 の 定 額 に よ る 。  

２  路 程 百 キ ロ メ ー ト ル 未 満 の 旅 行 の 場 合 に お

け る 日 当 の 額 は 、 公 務 上 の 必 要 又 は 天 災 そ の 他

や む を 得 な い 事 情 に よ り 宿 泊 し た 場 合 を 除 く

ほ か 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の 定 額 の

二 分 の 一 に 相 当 す る 額 に よ る 。  

３ 日 当 は 、 管 内 に お け る 旅 行 に つ い て は 、 公 務
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（ 宿 泊 費 ）  

第 二 十 八 条 宿 泊 費 の 額 は 、 次 の 各 号 の 区 分 に 応

じ 、 当 該 各 号 に 定 め る と お り と す る 。  

一  旅 行 中 宿 泊 費  地 域 の 実 情 を 勘 案 し て 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 （ 次 条 に お い て 「 宿

泊 費 基 準 額 」 と い う 。 ） と す る 。 た だ し 、 当

該 宿 泊 に 係 る 特 別 な 事 情 が あ る 場 合 と し て

人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 は 、 当 該 宿 泊 に

要 す る 費 用 の 額 と す る 。  

二 赴 任 後 宿 泊 費 十 夜 分 を 限 度 と し て 、 現 に

宿 泊 し た 夜 数 に 係 る 旅 行 中 宿 泊 費 に 相 当 す

る 額 と す る 。  
 
 
 
 
 

２ 第 十 三 条 第 二 項 の 規 定 は 、 外 国 旅 行 の 場 合 の

旅 行 中 宿 泊 費 に つ い て 準 用 す る 。  
 

（ 包 括 宿 泊 費 ）  

第 二 十 九 条 包 括 宿 泊 費 の 額 は 、 移 動 に 係 る 第 二

十 五 条 か ら 第 二 十 七 条 ま で の 規 定 に よ る 額 及

び 前 条 の 規 定 に よ る 宿 泊 に 係 る 宿 泊 費 基 準 額

の 合 計 額 と す る 。  
 

（ 宿 泊 手 当 ）  

第 三 十 条  宿 泊 手 当 の 額 は 、 通 常 要 す る 費 用 の 額

を 勘 案 し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 と す る 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 転 居 費 ）  

第 三 十 一 条 転 居 費 の 額 は 、 転 居 の 実 態 を 勘 案 し

て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 方 法 に よ り 算 定 さ

れ る 額 と す る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上 の 必 要 又 は 天 災 そ の 他 や む を 得 な い 事 情 に

よ り 宿 泊 し た 場 合 に 限 り 、 支 給 す る 。  

４ 前 項 の 場 合 に お け る 日 当 の 額 は 、 第 一 項 及 び

第 二 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 第 一 項 の 定 額 の 二

分 の 一 に 相 当 す る 額 に よ る 。 
 

（ 宿 泊 料 ）  

第 三 十 一 条 宿 泊 料 の 額 は 、 次 の 各 号 の 区 分 に 応

じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 に よ る 。  
 一  旅 行 中 宿 泊 料  旅 行 先 の 区 分 に 応 じ た 別

表 第 二 の 定 額  
 
 
 
 
 二  赴 任 後 宿 泊 料  新 在 勤 地 の 存 す る 地 域 の

区 分 に 応 じ た 別 表 第 二 の 一 夜 当 た り の 定 額

の 十 夜 分 に 相 当 す る 額  

２  第 二 十 七 条 第 三 号 の 規 定 に よ り 寝 台 料 金 を

支 給 す る 場 合 に お け る 旅 行 中 宿 泊 料 の 額 は 、 前

項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 旅 行 先 の 区 分 に 応 じ た

別 表 第 二 の 定 額 の 十 分 の 七 に 相 当 す る 額 に よ

る 。  

３ 第 十 七 条 第 二 項 の 規 定 は 、 外 国 旅 行 の 場 合 の

旅 行 中 宿 泊 料 に つ い て 準 用 す る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 食 卓 料 ）  

第 三 十 二 条 食 卓 料 の 額 は 、 別 表 第 二 の 定 額 に よ

る 。  

２ 食 卓 料 は 、 船 賃 若 し く は 航 空 賃 の ほ か に 別 に

食 費 を 要 す る 場 合 又 は 船 賃 若 し く は 航 空 賃 を

要 し な い が 食 費 を 要 す る 場 合 に 限 り 、 支 給 す

る 。  
 

（ 移 転 料 ）  

第 三 十 三 条 赴 任 の 際 扶 養 親 族 （ 赴 任 を 命 ぜ ら れ

た 日 に お け る 扶 養 親 族 に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お

い て 同 じ 。 ） を 旧 在 勤 地 か ら 新 在 勤 地 ま で 随 伴

す る 場 合 の 移 転 料 の 額 は 、 旧 在 勤 地 か ら 新 在 勤

地 ま で の 路 程 に 応 じ た 別 表 第 二 の 定 額 （ 以 下 こ

の 条 に お い て 「 定 額 」 と い う 。 ） に よ る 。 た だ

し 、 次 の 各 号 に 該 当 す る 場 合 に お い て は 、 当 該

各 号 に 規 定 す る 額 に よ る 。  
 一 二 人 以 上 の 扶 養 親 族 を 随 伴 す る 場 合 に は 、

定 額 に 一 人 を 超 え る 者 ご と に そ の 百 分 の 十

五 に 相 当 す る 額 を 加 算 し た 額 
 二  外 国 在 勤 の 職 員 が 赴 任 を 命 ぜ ら れ た 場 合

に は 、 定 額 （ 前 号 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 に は 、

同 号 の 規 定 に よ り 計 算 し た 額 ） に そ の 百 分 の

十 に 相 当 す る 額 を 加 算 し た 額 
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（ 家 族 移 転 費 ）  

第 三 十 二 条 家 族 移 転 費 の 額 は 、 次 の 各 号 に 規 定

す る 額 に よ る 。  

一 赴 任 の 際 任 命 権 者 の 許 可 を 受 け 、 家 族 を 職

員 の 新 居 住 地 に 移 転 す る 場 合 に は 、 家 族 一 人

ご と に 、 職 員 が そ の 移 転 を す る も の と し て 算

定 し た 鉄 道 賃 、 船 賃 、 航 空 賃 、 車 賃 、 宿 泊 費 、

包 括 宿 泊 費 、 宿 泊 手 当 及 び 渡 航 雑 費 の 合 計 額

に 相 当 す る 額  

二 前 号 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 せ ず 、 か つ 、 赴

任 後 任 命 権 者 の 許 可 を 受 け 、 赴 任 を 命 ぜ ら れ

た 日 の 翌 日 か ら 一 年 以 内 に 家 族 を 職 員 の 居

住 地 （ 赴 任 後 家 族 を 移 転 す る ま で の 間 に 更 に

赴 任 が あ っ た 場 合 に は 、 当 該 赴 任 後 に お け る

職 員 の 新 居 住 地 ） に 移 転 す る 場 合 に は 、 前 号

の 規 定 に 準 じ て 算 定 し た 額  

三 第 一 号 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 せ ず 、 か つ 、

本 邦 か ら 外 国 に 赴 任 後 任 命 権 者 の 許 可 を 受

け 、 赴 任 を 命 ぜ ら れ た 日 の 翌 日 か ら 一 年 以 内

に 家 族 を 赴 任 を 命 ぜ ら れ た 日 に お け る 居 住

地 か ら 本 邦 内 の 他 の 地 に 移 転 す る 場 合 に は 、

第 十 七 条 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に 準 じ て 算 定

し た 額  

四 外 国 に 赴 任 後 任 命 権 者 の 許 可 を 受 け 、 家 族

（ 第 一 号 又 は 第 二 号 に 規 定 す る 許 可 を 受 け

 三  移 転 に 伴 う 家 財 の 輸 送 の 通 常 の 経 路 の う

ち に 含 ま れ る 水 路 又 は 陸 路 に つ き 特 に 多 額

の 運 賃 を 要 す る 場 合 と し て 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 場 合 に は 、 そ の 運 賃 の 額 を 考 慮 し

て 、 定 額 （ 前 二 号 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 に は 、

こ れ ら の 規 定 に よ り 計 算 し た 額 。 以 下 こ の 号

に お い て 同 じ 。 ） に 、 水 路 が 含 ま れ る 場 合 に

あ っ て は 定 額 の 百 分 の 四 十 五 に 相 当 す る 額

の 範 囲 内 、 陸 路 が 含 ま れ る 場 合 に あ っ て は 定

額 の 百 分 の 三 十 五 に 相 当 す る 額 の 範 囲 内 に

お い て そ れ ぞ れ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額

に 相 当 す る 額 を 加 算 し た 額  

２  赴 任 の 際 扶 養 親 族 を 随 伴 し な い 場 合 の 移 転

料 の 額 は 、 前 項 （ 同 項 第 一 号 の 規 定 に 係 る 部 分

を 除 く 。 ） に 規 定 す る 額 の 二 分 の 一 に 相 当 す る

額 に よ る 。  

３  赴 任 の 際 扶 養 親 族 を 随 伴 し な い が 次 条 第 一

項 第 二 号 の 規 定 に 該 当 し 扶 養 親 族 を 呼 び 寄 せ

る 場 合 の 移 転 料 の 額 は 、 当 該 扶 養 親 族 の 同 号 の

許 可 が あ っ た 日 に お け る 居 住 地 （ 当 該 扶 養 親 族

が 二 人 以 上 あ り 、 か つ 、 こ れ ら の 者 が そ の 居 住

地 を 異 に し て い る 場 合 に は 、 任 命 権 者 が 人 事 委

員 会 と 協 議 し て 定 め る 扶 養 親 族 の 居 住 地 ） か ら

当 該 扶 養 親 族 を 随 伴 し て 在 勤 地 へ 赴 任 し た も

の と み な し て 第 一 項 の 規 定 を 適 用 し た 場 合 に

お け る 移 転 料 の 額 に 相 当 す る 額 か ら 、 当 該 居 住

地 か ら 当 該 扶 養 親 族 を 随 伴 し な い で 在 勤 地 へ

赴 任 し た も の と み な し て 前 項 の 規 定 を 適 用 し

た 場 合 に お け る 移 転 料 の 額 に 相 当 す る 額 を 差

し 引 い て 得 た 額 に よ る 。  

４  第 十 九 条 第 一 項 第 三 号 及 び 第 二 項 の 規 定 は

前 三 項 の 規 定 に よ る 移 転 料 の 額 の 計 算 に つ い

て 、 第 十 八 条 第 二 項 の 規 定 は 前 項 の 規 定 に よ る

移 転 料 の 額 の 計 算 に つ い て そ れ ぞ れ 準 用 す る 。 
 

（ 扶 養 親 族 移 転 料 ）  

第 三 十 四 条 扶 養 親 族 移 転 料 は 、 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る 場 合 に 支 給 す る 。  
 一 赴 任 の 際 任 命 権 者 の 許 可 を 受 け 、 扶 養 親 族

を 旧 在 勤 地 か ら 新 在 勤 地 ま で 随 伴 す る と き 。 
 
 
 
 
 二 外 国 に 在 勤 中 任 命 権 者 の 許 可 を 受 け 、 同 一

在 勤 地 に つ い て 一 回 限 り 、 扶 養 親 族 を 在 勤 地

に 呼 び 寄 せ 、 又 は 本 邦 に 帰 ら せ る と き 。  
 
 
 
 
 三  本 邦 か ら 外 国 に 赴 任 後 任 命 権 者 の 許 可 を

受 け 、 赴 任 を 命 ぜ ら れ た 日 の 翌 日 か ら 一 年 以

内 に 一 回 限 り 、 扶 養 親 族 を 赴 任 を 命 ぜ ら れ た

日 に お け る 居 住 地 か ら 本 邦 内 の 他 の 地 に 移

転 す る と き 。  
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移 転 し た 者 で あ っ て 同 居 し て い る も の に 限

る 。 ） を 本 邦 に 移 転 す る 場 合 に は 、 第 一 号 の

規 定 に 準 じ て 算 定 し た 額  
２ 旅 行 命 令 権 者 は 、 公 務 上 の 必 要 又 は 天 災 そ の

他 や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 に は 、 前 項 第 二

号 又 は 第 三 号 に 規 定 す る 期 間 を 延 長 す る こ と

が で き る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 渡 航 雑 費 ）  

第 三 十 三 条 渡 航 雑 費 の 額 は 、 旅 行 者 の 予 防 接 種

に 係 る 費 用 、 旅 券 の 交 付 手 数 料 及 び 査 証 手 数

料 、 外 貨 交 換 手 数 料 並 び に 入 出 国 税 の 費 用 の 額

に よ る 。  
 

（ 死 亡 手 当 ）  

第 三 十 四 条  死 亡 手 当 の 額 は 、 九 十 三 万 円 と す

る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

２  前 項 第 一 号 又 は 第 二 号 の 規 定 に 当 該 す る 場

合 に お け る 扶 養 親 族 移 転 料 の 額 は 、 赴 任 を 命 ぜ

ら れ た 日 に お け る 扶 養 親 族 一 人 ご と に 、 そ の 移

転 の 際 に お け る 年 齢 に 従 い 、 次 の 各 号 に 規 定 す

る 額 の 合 計 額 に よ る 。  
 一 配 偶 者 に つ い て は 、 そ の 移 転 の 際 に お け る

職 員 相 当 の 鉄 道 賃 、 船 賃 、 航 空 賃 及 び 車 賃 の

全 額 並 び に 日 当 、 宿 泊 料 及 び 食 卓 料 の 三 分 の

二 に 相 当 す る 額  
 二 十 二 歳 以 上 の 子 に つ い て は 、 そ の 移 転 の 際

に お け る 職 員 相 当 の 鉄 道 賃 、 船 賃 、 航 空 賃 及

び 車 賃 の 全 額 並 び に 日 当 、 宿 泊 料 及 び 食 卓 料

の 三 分 の 二 に 相 当 す る 額  
 三 十 二 歳 未 満 の 子 に つ い て は 、 前 号 に 規 定 す

る 額 の 二 分 の 一 に 相 当 す る 額 

３  第 一 項 第 三 号 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 に お け

る 扶 養 親 族 移 転 料 の 額 は 、 そ の 旧 居 住 地 を 旧 在

勤 地 と 、 新 居 住 地 を 新 在 勤 地 と み な し て 第 十 九

条 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に 準 じ て 計 算 し た 額 に

よ る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 号 イ 及 び ハ 中 「 宿

泊 料 」 と あ る の は 、 「 日 当 、 宿 泊 料 及 び 食 卓 料 」

と 読 み 替 え る も の と す る 。  

４ 第 十 九 条 第 一 項 第 三 号 及 び 第 二 項 の 規 定 は 、

前 二 項 の 規 定 に よ る 扶 養 親 族 移 転 料 の 額 の 計

算 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 条

第 一 項 第 三 号 中 「 宿 泊 料 」 と あ る の は 、 「 日 当 、

宿 泊 料 及 び 食 卓 料 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。 
 

（ 旅 行 雑 費 ）  

第 三 十 五 条 旅 行 雑 費 の 額 は 、 一 日 に つ き 二 百 円

と す る 。  

２  第 三 十 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 日 当 を 支 給 す

る 場 合 に つ い て は 、 旅 行 雑 費 は 、 支 給 し な い 。 
 

（ 渡 航 雑 費 ）  

第 三 十 六 条 渡 航 雑 費 の 額 は 、 旅 行 者 の 予 防 注 射

料 、 旅 券 の 交 付 手 数 料 及 び 査 証 手 数 料 、 外 貨 交

換 手 数 料 並 び に 入 出 国 税 の 実 費 額 に よ る 。  
 
 

（ 死 亡 手 当 ）  

第 三 十 七 条 死 亡 手 当 の 額 は 、 第 三 条 第 二 項 第 五

号 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 に は 四 十 九 万 円 （ 旅 行

中 に 死 亡 し た 場 合 （ 死 亡 地 が 本 邦 で あ る 場 合 を

除 く 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） に は 、 三 十

九 万 二 千 円 ） 、 同 項 第 七 号 の 規 定 に 該 当 す る 場

合 に は 二 十 四 万 五 千 円 （ 旅 行 中 に 死 亡 し た 場 合

に は 、 十 九 万 六 千 円 ） と す る 。  

２ 職 員 が 第 三 条 第 二 項 第 五 号 の 規 定 に 該 当 し 、

か つ 、 そ の 死 亡 地 が 本 邦 で あ る 場 合 に お い て 同

号 の 規 定 に よ り 支 給 す る 死 亡 手 当 の 額 は 、 前 項

の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 に 規 定 す る 額 に

よ る 。  
 一 職 員 が 出 張 中 に 死 亡 し た 場 合 に は 、 大 阪 市

を 当 該 職 員 の 旧 在 勤 地 と み な し て 第 二 十 五

条 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に 準 じ て 計 算 し た 旅

費 の 額  



1―34 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 管 内 旅 行 の 旅 費 ）  

第 三 十 五 条  第 十 九 条 第 一 項 及 び 第 二 項 本 文 の

規 定 は 、 外 国 の 管 内 に お け る 旅 行 の 旅 費 に つ い

て 準 用 す る 。  
 

（ 管 内 以 外 の 同 一 地 域 内 旅 行 の 旅 費 ）  

第 三 十 六 条  管 内 以 外 の 同 一 地 域 内 に お け る 旅

行 に つ い て は 、 赴 任 後 宿 泊 費 、 転 居 費 及 び 家 族

移 転 費 は 、 支 給 し な い 。  
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 退 職 者 等 の 旅 費 ）  

第 三 十 七 条  第 三 条 第 二 項 第 四 号 の 規 定 に よ り

支 給 す る 旅 費 は 、 退 職 等 の 日 の 翌 日 か ら 三 月 以

内 に お け る 当 該 退 職 等 に 伴 う 旅 行 に つ い て 、 次

の 各 号 に 掲 げ る 旅 費 と す る 。 

一  外 国 在 勤 の 職 員 が そ の 在 勤 地 に お い て 退

職 等 と な っ た 場 合 に は 、 赴 任 の 例 に 準 じ 、 退

職 等 と な る 前 の 職 務 の 級 の 者 と し て 旧 在 勤

 二 職 員 が 赴 任 中 に 死 亡 し た 場 合 に は 、 大 阪 市

を 当 該 職 員 の 新 在 勤 地 と み な し て 第 二 十 五

条 第 一 項 第 二 号 の 規 定 に 準 じ て 計 算 し た 旅

費 の 額  

３  外 国 在 勤 の 職 員 の 配 偶 者 が 第 三 条 第 二 項 第

七 号 の 規 定 に 該 当 し 、 か つ 、 そ の 死 亡 地 が 本 邦

で あ る 場 合 に お い て 同 号 の 規 定 に よ り 支 給 す

る 死 亡 手 当 の 額 は 、 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 次 の 各 号 に 規 定 す る 額 に よ る 。  
 一  配 偶 者 が 第 三 十 四 条 第 一 項 第 一 号 の 規 定

に 該 当 す る 旅 行 中 に 死 亡 し た 場 合 に は 、 職 員

が 死 亡 し た も の と み な し て 前 項 第 二 号 の 規

定 に 準 じ て 計 算 し た 額 の 二 分 の 一 に 相 当 す

る 額  
 二  配 偶 者 が 第 三 十 四 条 第 一 項 第 二 号 の 規 定

に 該 当 す る 旅 行 中 に 死 亡 し た 場 合 に は 、 職 員

が 死 亡 し た も の と み な し て 前 項 第 一 号 の 規

定 に 準 じ て 計 算 し た 額 の 二 分 の 一 に 相 当 す

る 額  

４ 第 二 十 五 条 第 三 項 の 規 定 は 、 第 三 条 第 二 項 第

五 号 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 に お い て 第 一 項 又

は 第 二 項 の 規 定 に よ る 死 亡 手 当 の 支 給 を 受 け

る 遺 族 の 順 位 に つ い て 準 用 す る 。  
 

（ 外 国 旅 行 手 当 ）  

第 三 十 八 条  第 六 条 第 一 項 に 掲 げ る 旅 費 に 代 え

て 外 国 旅 行 手 当 を 支 給 す る 旅 行 は 、 別 表 第 二 の

定 額 に よ る 旅 費 を 支 給 す る こ と を 適 当 で な い

と 任 命 権 者 が 認 め た 旅 行 と し 、 外 国 旅 行 手 当 の

額 、 支 給 条 件 及 び 支 給 方 法 は 、 任 命 権 者 が 人 事

委 員 会 と 協 議 し て 定 め る 。 た だ し 、 そ の 額 は 当

該 旅 行 の 性 質 に 応 じ 第 六 条 第 一 項 に 掲 げ る 旅

費 の 額 に つ い て こ の 条 例 で 定 め る 基 準 を 超 え

る こ と が で き な い 。  
 

（ 管 内 旅 行 の 旅 費 ）  

第 三 十 九 条  第 二 十 一 条 第 一 項 及 び 第 二 項 本 文

の 規 定 は 、 外 国 の 管 内 に お け る 旅 行 の 旅 費 に つ

い て 準 用 す る 。  
 

（ 管 内 以 外 の 同 一 地 域 内 旅 行 の 旅 費 ）  

第 四 十 条  管 内 以 外 の 同 一 地 域 内 に お け る 旅 行

に つ い て は 、 鉄 道 賃 、 船 賃 、 車 賃 、 赴 任 後 宿 泊

料 、 移 転 料 及 び 扶 養 親 族 移 転 料 は 、 支 給 し な い 。

た だ し 、 公 務 上 の 必 要 又 は 天 災 そ の 他 や む を 得

な い 事 情 に よ り 特 に 多 額 の 鉄 道 賃 、 船 賃 又 は 車

賃 を 要 す る 場 合 で 、 そ の 実 費 額 が 当 該 旅 行 に つ

い て 支 給 さ れ る 日 当 額 の 二 分 の 一 に 相 当 す る

額 を 超 え る 場 合 に は 、 そ の 超 え る 部 分 の 金 額 に

相 当 す る 額 の 鉄 道 賃 、 船 賃 又 は 車 賃 を 支 給 す

る 。  
 

（ 退 職 者 等 の 旅 費 ）  

第 四 十 一 条  第 三 条 第 二 項 第 四 号 の 規 定 に よ り

支 給 す る 旅 費 は 、 次 の 各 号 に 規 定 す る 旅 費 と す

る 。  
 
 一  外 国 在 勤 の 職 員 が そ の 在 勤 地 に お い て 退

職 等 と な っ た 場 合 に は 、 次 に 規 定 す る 旅 費  
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地 か ら 本 邦 内 の 地 に 旅 行 す る も の と し て 計

算 し た 旅 費 （ 赴 任 後 宿 泊 費 を 除 く 。 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二  本 邦 在 勤 の 職 員 が 出 張 の た め の 外 国 旅 行

中 に 退 職 等 と な っ た 場 合 に は 、 出 張 の 例 に 準

じ 、 退 職 等 と な る 前 の 職 務 の 級 の 者 と し て 出

張 地 か ら 本 邦 内 の 地 に 旅 行 す る も の と し て

計 算 し た 旅 費  

三  外 国 在 勤 の 職 員 が 出 張 の た め の 外 国 旅 行

中 に 退 職 等 と な り 、 出 張 地 か ら 旧 在 勤 地 を 経

由 し な い で 当 該 退 職 等 に 伴 う 旅 行 を し た 場

合 に は 、 次 に 掲 げ る 旅 費  
 
 

イ 前 号 の 規 定 に 準 じ た 旅 費 

ロ  家 財 又 は 家 族 を 旧 在 勤 地 か ら 本 邦 に 移

転 す る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 イ に 掲 げ る 旅

費 の ほ か 、 赴 任 の 例 に 準 じ 、 退 職 等 と な る

前 の 職 務 の 級 の 者 と し て 旧 在 勤 地 か ら 本

邦 内 の 地 に 旅 行 す る も の と し て 算 定 し た

転 居 費 及 び 家 族 移 転 費  

四  外 国 在 勤 の 職 員 が 出 張 の た め の 外 国 旅 行

中 に 退 職 等 と な り 、 出 張 地 か ら 旧 在 勤 地 を 経

由 し て 当 該 退 職 等 に 伴 う 旅 行 を し た 場 合 に

は 、 次 に 掲 げ る 旅 費  

イ 出 張 の 例 に 準 じ 、 退 職 等 と な る 前 の 職 務

の 級 の 者 と し て 出 張 地 か ら 旧 在 勤 地 に 旅

行 す る も の と し て 計 算 し た 旅 費  

ロ 第 一 号 の 規 定 に 準 じ た 旅 費  

２ 前 項 の 場 合 に お い て 、 退 職 等 と な っ た 職 員 が

家 族 を 移 転 す る と き は 、 同 項 に 規 定 す る 旅 費

に 、 転 居 費 の う ち 家 族 の 転 居 に 要 す る 費 用 及 び

家 族 移 転 費 に 相 当 す る も の を 加 え る も の と す

る 。  

３ 任 命 権 者 は 、 天 災 そ の 他 や む を 得 な い 事 情 が

あ る 場 合 に は 、 第 一 項 に 規 定 す る 期 間 を 延 長 す

る こ と が で き る 。  

４  第 一 項 各 号 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 を 除 く ほ

か 、 職 員 が 外 国 旅 行 中 に お い て 退 職 等 と な っ た

場 合 に お い て 第 三 条 第 二 項 第 四 号 の 規 定 に よ

り 支 給 す る 旅 費 は 、 第 一 項 の 規 定 に 準 じ て 任 命

権 者 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 定 め る も の と す

る 。  

 
 
  イ  退 職 等 の 日 の 翌 日 か ら 退 職 等 を 知 っ た

日 ま で の 旧 在 勤 地 の 存 す る 地 域 の 区 分 に

応 じ た 前 職 務 相 当 の 日 当 及 び 旅 行 中 宿 泊

料 
  ロ 退 職 等 を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら 三 月 （ 天 災

そ の 他 や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 は 、 任

命 権 者 は 、 こ の 期 間 を 延 長 す る こ と が で き

る 。 ） 以 内 に 旧 在 勤 地 を 出 発 し て 本 邦 に 帰

住 し た 場 合 に 限 り 、 次 に 規 定 す る 旅 費  
   (1

)

 退 職 等 を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら そ の 出

発 の 前 日 ま で の 旧 在 勤 地 の 存 す る 地 域

の 区 分 に 応 じ た 前 職 務 相 当 の 日 当 及 び

旅 行 中 宿 泊 料 。 た だ し 、 日 当 に つ い て は

三 十 日 分 、 旅 行 中 宿 泊 料 に つ い て は 三 十

夜 分 を 超 え る こ と が で き な い 。  
   (2

)

 赴 任 の 例 に 準 じ て 計 算 し た 旧 在 勤 地

か ら 大 阪 市 ま で の 前 職 務 相 当 の 旅 費 （ 赴

任 後 宿 泊 料 を 除 く 。 ）  
 
 
 
 
 
 二  外 国 在 勤 の 職 員 が 外 国 又 は 本 邦 の 出 張 地

に お い て 退 職 等 と な っ た 場 合 、 職 員 が 外 国 の

出 張 地 に お い て 退 職 等 と な っ た 場 合 そ の 他

職 員 が 外 国 旅 行 の 途 中 に お い て 退 職 等 と な

っ た 場 合 に お い て は 、 前 号 の 規 定 に 準 じ 任 命

権 者 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 定 め る 旅 費  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



1―36 

 

 

（ 遺 族 の 旅 費 ）  
第 三 十 八 条  第 三 条 第 二 項 第 五 号 の 規 定 に よ り

支 給 す る 旅 費 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 旅 費 と す

る 。  
 
 
 
 
 

一 出 張 の 例 に 準 じ 、 職 員 が 遺 族 の 居 住 地 と 死

亡 地 と の 間 を 往 復 す る も の と し て 計 算 し た

旅 費  

二  職 員 が 赴 任 の た め の 外 国 旅 行 中 に 死 亡 し

た 場 合 に は 、 前 号 に 掲 げ る 旅 費 の ほ か 、 赴 任

の 例 に 準 じ 、 職 員 が 死 亡 地 か ら 新 居 住 地 に 旅

行 す る も の と し て 計 算 し た 旅 費  

２  第 三 条 第 二 項 第 六 号 の 規 定 に よ り 支 給 す る

旅 費 は 、 赴 任 の 例 に 準 じ 、 職 員 が 居 住 地 か ら 帰

住 地 （ 本 邦 内 の 地 に 限 る 。 ） に 旅 行 す る も の と

し て 算 定 し た 転 居 費 及 び 家 族 移 転 費 （ 赴 任 後 宿

泊 費 に 相 当 す る 部 分 を 除 く 。 ）  

３  第 三 条 第 二 項 第 七 号 の 規 定 に よ り 支 給 す る

旅 費 は 、 出 張 の 例 に 準 じ 、 職 員 が 居 住 地 と 死 亡

地 と の 間 を 往 復 す る も の と し て 計 算 し た 旅 費  

４  遺 族 が 前 各 項 に 規 定 す る 旅 費 の 支 給 を 受 け

る 順 位 は 、 第 二 条 第 一 項 第 七 号 に 掲 げ る 順 序 に

よ り 、 同 順 位 者 が あ る 場 合 に は 、 年 長 者 を 先 に

す る 。  
 

（ 旅 費 の 調 整 ）  

第 三 十 九 条 任 命 権 者 は 、 旅 行 者 が 府 以 外 の 者 か

ら 旅 費 の 支 給 を 受 け る 場 合 そ の 他 旅 行 に お け

る 特 別 の 事 情 に よ り 又 は 旅 行 の 性 質 上 こ の 条

例 の 規 定 に よ る 旅 費 を 支 給 し た 場 合 に は 不 当

に 旅 行 の 実 費 を 超 え た 旅 費 又 は 通 常 必 要 と し

な い 旅 費 を 支 給 す る こ と と な る 場 合 に お い て

は 、 そ の 実 費 を 超 え る こ と と な る 部 分 の 旅 費 又

は そ の 必 要 と し な い 部 分 の 旅 費 を 支 給 し な い

こ と が で き る 。  

２ （ 略 ）  
 

（ 旅 費 の 支 給 額 の 上 限 ）  

第 四 十 条  鉄 道 賃 、 船 賃 、 航 空 賃 及 び 車 賃 （ 家 族

移 転 費 の う ち こ れ ら に 相 当 す る 部 分 を 含 み 、 車

賃 の う ち 第 十 二 条 に 規 定 す る 定 額 に よ る 額 を

除 く 。 ） に 係 る 旅 費 の 支 給 額 は 、 当 該 旅 費 の 各

種 類 に つ い て 、 第 九 条 第 一 項 各 号 、 第 十 条 各 号 、

第 十 一 条 、 第 十 二 条 第 一 項 、 第 二 十 五 条 各 号 、

第 二 十 六 条 各 号 、 第 二 十 七 条 第 一 項 各 号 及 び 第

二 項 並 び に 第 七 条 の 規 定 に よ り 計 算 し た 額 と

現 に 支 払 っ た 額 を 比 較 し 、 当 該 旅 費 の 各 種 類 ご

と の い ず れ か 少 な い 額 を 合 計 し た 額 と す る 。  

２ 宿 泊 費 、 包 括 宿 泊 費 、 転 居 費 、 家 族 移 転 費 （ 宿

泊 手 当 に 相 当 す る 部 分 を 除 く 。 ） 及 び 渡 航 雑 費

に 係 る 旅 費 の 支 給 額 は 、 当 該 旅 費 の 各 種 類 に つ

い て 、 第 十 三 条 第 一 項 各 号 、 第 十 四 条 、 第 十 六

条 、 第 十 七 条 第 一 項 各 号 、 第 二 十 八 条 第 一 項 各

号 、 第 二 十 九 条 、 第 三 十 一 条 、 第 三 十 二 条 第 一

項 各 号 及 び 第 三 十 三 条 並 び に 第 七 条 の 規 定 に

 

（ 遺 族 の 旅 費 ）  

第 四 十 二 条  第 三 条 第 二 項 第 六 号 の 規 定 に よ り

支 給 す る 旅 費 は 、 職 員 の 旧 在 勤 地 か ら 大 阪 市 ま

で の 前 職 務 相 当 の 移 転 料 及 び 扶 養 親 族 移 転 料

（ 赴 任 後 宿 泊 料 に 相 当 す る 部 分 を 除 く 。 ） 並 び

に 大 阪 市 を 居 住 地 と み な し て 第 二 十 五 条 第 四

項 の 規 定 に 準 じ て 計 算 し た 旅 費 と す る 。 こ の 場

合 に お い て 、 同 項 中 「 及 び 車 賃 」 と あ る の は 、

「 、 車 賃 及 び 食 卓 料 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 旅 費 の 調 整 ）  

第 四 十 三 条 任 命 権 者 は 、 旅 行 者 が 公 用 の 交 通 機

関 、 宿 泊 施 設 等 を 利 用 し て 旅 行 し た 場 合 そ の 他

当 該 旅 行 に お け る 特 別 の 事 情 に よ り 又 は 当 該

旅 行 の 性 質 上 こ の 条 例 の 規 定 に よ る 旅 費 を 支

給 し た 場 合 に は 不 当 に 旅 行 の 実 費 を 超 え た 旅

費 又 は 通 常 必 要 と し な い 旅 費 を 支 給 す る こ と

と な る 場 合 に お い て は 、 そ の 実 費 を 超 え る こ と

と な る 部 分 の 旅 費 又 は そ の 必 要 と し な い 部 分

の 旅 費 を 支 給 し な い こ と が で き る 。  

２ （ 略 ）  
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別 表 第 一 及 び 別 表 第 二 を 削 る 。  

（ 知 事 及 び 副 知 事 の 給 料 、 手 当 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 二 条  知 事 及 び 副 知 事 の 給 料 、 手 当 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 二 年 大 阪

府 条 例 第 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線

で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

よ り 計 算 し た 額 と 現 に 支 払 っ た 額 を 比 較 し 、 当

該 旅 費 の 各 種 類 ご と の い ず れ か 少 な い 額 を 合

計 し た 額 と す る 。  
 

第 四 十 一 条 （ 略 ）  
 

（ 旅 費 の 返 納 ）  

第 四 十 二 条  旅 行 者 又 は 旅 行 役 務 提 供 者 は こ の

条 例 又 は こ れ に 基 づ く 人 事 委 員 会 規 則 の 規 定

に 違 反 し て 旅 費 の 支 給 又 は 旅 費 に 相 当 す る 金

額 の 支 払 を 受 け た 場 合 に は 、 当 該 旅 費 又 は 当 該

金 額 を 返 納 し な け れ ば な ら な い 。  

２  旅 行 者 が こ の 条 例 又 は こ れ に 基 づ く 人 事 委

員 会 規 則 の 規 定 に 違 反 し て 旅 費 の 支 給 を 受 け

た 場 合 に は 、 前 項 に 規 定 す る 返 納 に 代 え て 、 そ

の 後 に お い て そ の 者 に 対 し 支 出 し 、 又 は 支 払 う

給 与 又 は 旅 費 の 額 か ら 、 当 該 旅 費 に 相 当 す る 金

額 を 差 し 引 く こ と が で き る も の と す る 。  
 

第 四 十 三 条 （ 略 ）  
 
   附  則  
 

１ ・ ２ （ 略 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 

３― 26  （ 略 ）  

 
 
 
 

第 四 十 四 条 （ 略 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 四 十 五 条 （ 略 ）  
 
   附  則  
 

１ ・ ２ （ 略 ）  

（ 外 国 旅 行 の 日 当 等 に 関 す る 特 例 ）  

３  旅 行 先 又 は 目 的 地 が 特 別 の 事 情 に よ り 旅 費

の 調 整 を 要 す る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 地 域 で あ る 場 合 に お け る 外 国 旅 行 の 日

当 、 宿 泊 料 及 び 支 度 料 に 係 る 別 表 第 二 の 定 額

は 、 当 分 の 間 、 同 表 に 定 め る 額 （ 日 当 及 び 宿 泊

料 に つ い て は 同 表 の 甲 地 方 に つ い て 定 め る 額

と す る 。 ） の 十 分 の 八 に 相 当 す る 額 と す る 。  

４― 27  （ 略 ）  
  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 旅 費 ）  

第 七 条 知 事 等 の 旅 費 の 額 は 、 国 家 公 務 員 等 の 旅

費 に 関 す る 法 律 施 行 令 （ 令 和 六 年 政 令 第 三 百 六

号 ） （ そ の 他 の 交 通 費 、 宿 泊 費 、 包 括 宿 泊 費 、

着 後 滞 在 費 及 び 渡 航 雑 費 並 び に 外 国 旅 行 の 場

合 の 航 空 賃 に 関 す る 規 定 を 除 く 。 ） に 定 め る 内

閣 総 理 大 臣 等 相 当 額 と す る 。 
 

２ 職 員 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 年 大 阪 府

条 例 第 三 十 七 号 ） の 規 定 中 車 賃 、 宿 泊 費 、 包 括

宿 泊 費 、 渡 航 雑 費 並 び に 管 内 及 び 管 内 以 外 の 同

一 地 域 に お け る 旅 行 の 場 合 の 旅 費 （ 宿 泊 費 、 包

（ 旅 費 ）  

第 七 条 知 事 等 の 旅 費 の 額 は 、 国 家 公 務 員 等 の 旅

費 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 百 十 四

号 ） （ 宿 泊 料 、 着 後 手 当 、 支 度 料 及 び 日 額 旅 費 、

内 国 旅 行 の 場 合 の 日 当 及 び 食 卓 料 並 び に 外 国

旅 行 の 場 合 の 航 空 賃 に 関 す る 規 定 を 除 く 。 ） に

定 め る 内 閣 総 理 大 臣 等 中 の そ の 他 の 者 相 当 額

と す る 。  

２ 職 員 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 年 大 阪 府

条 例 第 三 十 七 号 ） の 規 定 中 宿 泊 料 並 び に 管 内 及

び 管 内 以 外 の 同 一 地 域 に お け る 旅 行 の 場 合 の

旅 費 （ 宿 泊 料 及 び 外 国 旅 行 （ 外 国 に お け る 旅 行
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（ 大 阪 府 人 事 委 員 会 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 三 条  大 阪 府 人 事 委 員 会 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 大 阪 府 条 例 第 二 十 三 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

括 宿 泊 費 及 び 外 国 旅 行 （ 外 国 に お け る 旅 行 に 限

る 。 ） の 場 合 の 航 空 賃 を 除 く 。 ） に 関 す る 規 定 は 、

知 事 等 の 旅 費 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お

い て 、 同 条 例 第 十 三 条 第 一 項 第 一 号 中 「 地 域 の

実 情 を 勘 案 し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 」 及

び 同 条 例 第 二 十 八 条 第 一 項 第 一 号 中 「 地 域 の 実

情 を 勘 案 し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 」 と あ

る の は 「 国 家 公 務 員 等 の 旅 費 に 関 す る 法 律 施 行

令 （ 令 和 六 年 政 令 第 三 百 六 号 ） 第 一 条 第 二 項 第

一 号 に 定 め る 内 閣 総 理 大 臣 等 に つ い て 同 施 行

令 第 九 条 に お い て 財 務 省 令 で 定 め る 額 」 と 読 み

替 え も の と す る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ （ 略 ）  

に 限 る 。 ） の 場 合 の 航 空 賃 を 除 く 。 ） に 関 す る 規

定 は 、 知 事 等 の 旅 費 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場

合 に お い て 、 同 条 例 別 表 第 一 第 一 号 の 表 中 「 八 、

七 〇 〇 円 」 と あ る の は 「 一 三 、 二 〇 〇 円 」 と 、

「 七 、 六 〇 〇 円 」 と あ る の は 「 一 一 、 六 〇 〇 円 」

と 、 同 条 例 別 表 第 二 第 一 号 の 表 中 「  

円 

八 、 三 〇 〇  

円 

七 、 〇 〇 〇  

円 

五 、 六 〇 〇  

六 、 二 〇 〇  五 、 二 〇 〇  四 、 二 〇 〇  

 

円 

五 、 一 〇 〇  

円 

二 五 、 七 〇 〇 

円 

二 一 、 五 〇 〇 

三 、 八 〇 〇  一 九 、 三 〇 〇 一 六 、 一 〇 〇 

 

円 

一 七 、 二 〇 〇  

円 

一 五 、 五 〇 〇 

円 

一 七 、 四 〇 〇 

一 二 、 九 〇 〇  一 一 、 六 〇 〇 一 三 、 一 〇 〇 

 

円 
一 四 、 五 〇 〇  

円 

一 一 、 六 〇 〇 

円 

一 〇 、 四 〇 〇 

一 〇 、 九 〇 〇  八 、 七 〇 〇  七 、 八 〇 〇  

 
円 

七 、 七 〇 〇  

五 、 八 〇 〇  

」 と あ る の は 「  

円 

九 、 四 〇 〇  

円 

七 、 九 〇 〇  

円 

六 、 三 〇 〇  

 

円 

五 、 七 〇 〇  

円 

二 九 、 〇 〇 〇 
円 

二 四 、 二 〇 〇 

 

円 

一 九 、 四 〇 〇  

円 

一 七 、 四 〇 〇 

円 

一 九 、 六 〇 〇 

 

円 

一 六 、 三 〇 〇  

円 

一 三 、 一 〇 〇 

円 

一 一 、 七 〇 〇 

 

円 

八 、 〇 〇 〇  

」 と 読 み 替 え る も の と す る 。 

３ （ 略 ）  
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（ 証 人 等 の 実 費 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 四 条  証 人 等 の 実 費 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 年 大 阪 府 条 例 第 三 十 九 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線

で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

（ 大 阪 府 自 治 紛 争 処 理 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 並 び に 委 員 の 求 め に 応 じ て 出 頭 し

た 当 事 者 及 び 関 係 人 の 実 費 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 五 条  大 阪 府 自 治 紛 争 処 理 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 並 び に 委 員 の 求 め に 応 じ て

出 頭 し た 当 事 者 及 び 関 係 人 の 実 費 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 大 阪 府 条 例

第 四 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

改 正 後  改 正 前  

  
（ 実 費 弁 償 ）  

第 八 条 （ 略 ）  

２ 前 項 の 規 定 に よ る 実 費 弁 償 の 額 は 、 職 員 の 旅

費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 年 大 阪 府 条 例 第 三 十

七 号 ） に よ る 指 定 職 等 の 職 務 に あ る 者 以 外 の 者

の 額 相 当 額 と す る 。  
 
 
 
 
 

３ （ 略 ）  

（ 実 費 弁 償 ）  

第 八 条 （ 略 ）  

２ 前 項 の 規 定 に よ る 実 費 弁 償 の 額 は 、 職 員 の 旅

費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 年 大 阪 府 条 例 第 三 十

七 号 ） に よ る 指 定 職 等 の 職 務 に あ る 者 以 外 の 者

の 額 相 当 額 と す る 。 た だ し 、 同 条 例 第 二 条 第 一

項 第 一 号 に 規 定 す る 内 国 旅 行 に あ っ て は 、 そ の

額 に 、 国 家 公 務 員 等 の 旅 費 に 関 す る 法 律 （ 昭 和

二 十 五 年 法 律 第 百 十 四 号 ） に 定 め る 六 級 以 下 三

級 以 上 の 職 務 に あ る 者 の 日 当 の 額 相 当 額 を 加

え た 額 と す る 。  

３ （ 略 ）  
  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 実 費 弁 償 ）  

第 二 条 （ 略 ）  

２ 前 項 の 規 定 に よ る 実 費 弁 償 （ 知 事 が 特 別 の 事

情 が あ る と 認 め る 場 合 に 係 る も の を 除 く 。 ） の

額 は 、 職 員 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 年 大

阪 府 条 例 第 三 十 七 号 ） に よ る 指 定 職 等 の 職 務 に

あ る 者 以 外 の 者 の 額 相 当 額 と す る 。  
 
 
 
 
 
 

３ ・ ４ （ 略 ）  

（ 実 費 弁 償 ）  

第 二 条 （ 略 ）  

２ 前 項 の 規 定 に よ る 実 費 弁 償 （ 知 事 が 特 別 の 事

情 が あ る と 認 め る 場 合 に 係 る も の を 除 く 。 ） の

額 は 、 職 員 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 年 大

阪 府 条 例 第 三 十 七 号 ） に よ る 指 定 職 等 の 職 務 に

あ る 者 以 外 の 者 の 額 相 当 額 と す る 。 た だ し 、 同

条 例 第 二 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 内 国 旅 行

に あ つ て は 、 知 事 が 別 に 定 め る 場 合 を 除 き 、 そ

の 額 に 、 国 家 公 務 員 等 の 旅 費 に 関 す る 法 律 （ 昭

和 二 十 五 年 法 律 第 百 十 四 号 ） に 定 め る 六 級 以 下

三 級 以 上 の 職 務 に あ る 者 の 日 当 の 額 相 当 額 を

加 え た 額 と す る 。  

３ ・ ４ （ 略 ）  
  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 実 費 弁 償 ）  

第 七 条 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七

（ 実 費 弁 償 ）  

第 七 条 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七
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（ 大 阪 府 小 売 商 業 紛 争 調 停 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 並 び に 調 停 員 の 求 め に 応 じ て 出

頭 し た 参 考 人 の 実 費 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 六 条  大 阪 府 小 売 商 業 紛 争 調 停 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 並 び に 調 停 員 の 求 め に 応

じ て 出 頭 し た 参 考 人 の 実 費 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 四 年 大 阪 府 条 例 第 三 十

五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

（ 大 阪 府 労 働 委 員 会 の 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 七 条  大 阪 府 労 働 委 員 会 の 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二

十 六 年 大 阪 府 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

号 ） 第 二 百 五 十 一 条 の 二 第 九 項 の 規 定 に よ る 委

員 の 求 め に 応 じ て 出 頭 し た 当 事 者 及 び 関 係 人

の 実 費 弁 償 の 額 は 、 職 員 の 旅 費 に 関 す る 条 例

（ 昭 和 四 十 年 大 阪 府 条 例 第 三 十 七 号 ） に よ る 指

定 職 等 の 職 務 に あ る 者 以 外 の 者 の 額 相 当 額 と

す る 。  
 
 
 
 

２ （ 略 ）  

号 ） 第 二 百 五 十 一 条 の 二 第 九 項 の 規 定 に よ る 委

員 の 求 め に 応 じ て 出 頭 し た 当 事 者 及 び 関 係 人

の 実 費 弁 償 の 額 は 、 職 員 の 旅 費 に 関 す る 条 例

（ 昭 和 四 十 年 大 阪 府 条 例 第 三 十 七 号 ） に よ る 指

定 職 等 の 職 務 に あ る 者 以 外 の 者 の 額 相 当 額 と

す る 。 た だ し 、 同 条 例 第 二 条 第 一 項 第 一 号 に 規

定 す る 内 国 旅 行 に あ っ て は 、 そ の 額 に 、 国 家 公

務 員 等 の 旅 費 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律

第 百 十 四 号 ） に 定 め る 六 級 以 下 三 級 以 上 の 職 務

に あ る 者 の 日 当 の 額 相 当 額 を 加 え た 額 と す る 。 

２ （ 略 ）  
  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 実 費 弁 償 ）  

第 五 条 参 考 人 の 実 費 弁 償 の 額 は 、 職 員 の 旅 費 に

関 す る 条 例 に よ る 指 定 職 等 の 職 務 に あ る 者 以

外 の 者 の 額 相 当 額 と す る 。  
 
 
 
 
 

２ （ 略 ）  

（ 実 費 弁 償 ）  

第 五 条 参 考 人 の 実 費 弁 償 の 額 は 、 職 員 の 旅 費 に

関 す る 条 例 に よ る 指 定 職 等 の 職 務 に あ る 者 以

外 の 者 の 額 相 当 額 と す る 。 た だ し 、 同 条 例 第 二

条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 内 国 旅 行 に あ っ て

は 、 そ の 額 に 、 国 家 公 務 員 等 の 旅 費 に 関 す る 法

律 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 百 十 四 号 ） に 定 め る 六

級 以 下 三 級 以 上 の 職 務 に あ る 者 の 日 当 の 額 相

当 額 を 加 え た 額 と す る 。  

２ （ 略 ）  
  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 実 費 弁 償 ）  

第 六 条 労 働 組 合 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 百 七 十

四 号 ） 第 二 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 委 員 会 の

求 め に 応 じ て 出 頭 し た 者 及 び 同 法 第 二 十 七 条

の 七 第 一 項 第 一 号 の 証 人 で 出 頭 し た も の の 実

費 弁 償 の 額 は 、 職 員 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

四 十 年 大 阪 府 条 例 第 三 十 七 号 ） に よ る 指 定 職 等

の 職 務 に あ る 者 以 外 の 者 の 額 相 当 額 と す る 。  
 
 
 

（ 実 費 弁 償 ）  

第 六 条 労 働 組 合 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 百 七 十

四 号 ） 第 二 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 委 員 会 の

求 め に 応 じ て 出 頭 し た 者 及 び 同 法 第 二 十 七 条

の 七 第 一 項 第 一 号 の 証 人 で 出 頭 し た も の の 実

費 弁 償 の 額 は 、 職 員 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

四 十 年 大 阪 府 条 例 第 三 十 七 号 ） に よ る 指 定 職 等

の 職 務 に あ る 者 以 外 の 者 の 額 相 当 額 と す る 。 た

だ し 、 同 条 例 第 二 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 内

国 旅 行 に あ つ て は 、 そ の 額 に 、 国 家 公 務 員 等 の

旅 費 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 百 十 四
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（ 大 阪 府 建 築 審 査 会 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 八 条  大 阪 府 建 築 審 査 会 条 例 （ 昭 和 二 十 五 年 大 阪 府 条 例 第 八 十 四 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

（ 大 阪 府 監 査 委 員 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 九 条  大 阪 府 監 査 委 員 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 大 阪 府 条 例 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  改 正 後 の 職 員 の 旅 費 に 関 す る 条 例 、 知 事 及 び 副 知 事 の 給 料 、 手 当 及 び 旅 費 に

 
 

２ （ 略 ）  

号 ） に 定 め る 六 級 以 下 三 級 以 上 の 職 務 に あ る 者

の 日 当 の 額 相 当 額 を 加 え た 額 と す る 。  

２ （ 略 ）  
  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 実 費 弁 償 ）  

第 七 条 第 五 条 の 関 係 者 の 実 費 弁 償 の 額 は 、 職 員

の 旅 費 に 関 す る 条 例 に よ る 指 定 職 等 の 職 務 に

あ る 者 以 外 の 者 の 額 相 当 額 と す る 。  
 
 
 
 
 

２ （ 略 ）  

（ 実 費 弁 償 ）  

第 七 条 第 五 条 の 関 係 者 の 実 費 弁 償 の 額 は 、 職 員

の 旅 費 に 関 す る 条 例 に よ る 指 定 職 等 の 職 務 に

あ る 者 以 外 の 者 の 額 相 当 額 と す る 。 た だ し 、 同

条 例 第 二 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 内 国 旅 行

に あ っ て は 、 そ の 額 に 、 国 家 公 務 員 等 の 旅 費 に

関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 百 十 四 号 ） に

定 め る 六 級 以 下 三 級 以 上 の 職 務 に あ る 者 の 日

当 の 額 相 当 額 を 加 え た 額 と す る 。  

２ （ 略 ）  
  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 実 費 弁 償 ）  

第 十 三 条  法 第 百 九 十 九 条 第 八 項 の 規 定 に よ る

監 査 委 員 の 求 め に 応 じ て 出 頭 し た 関 係 人 の 実

費 弁 償 の 額 は 、 職 員 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

四 十 年 大 阪 府 条 例 第 三 十 七 号 ） に よ る 指 定 職 等

の 職 務 に あ る 者 以 外 の 者 の 額 相 当 額 と す る 。  
 
 
 
 
 

２ ・ ３ （ 略 ）  

（ 実 費 弁 償 ）  

第 十 三 条  法 第 百 九 十 九 条 第 八 項 の 規 定 に よ る

監 査 委 員 の 求 め に 応 じ て 出 頭 し た 関 係 人 の 実

費 弁 償 の 額 は 、 職 員 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

四 十 年 大 阪 府 条 例 第 三 十 七 号 ） に よ る 指 定 職 等

の 職 務 に あ る 者 以 外 の 者 の 額 相 当 額 と す る 。 た

だ し 、 同 条 例 第 二 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 内

国 旅 行 に あ つ て は 、 そ の 額 に 、 国 家 公 務 員 等 の

旅 費 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 百 十 四

号 ） に 定 め る 六 級 以 下 三 級 以 上 の 職 務 に あ る 者

の 日 当 の 額 相 当 額 を 加 え た 額 と す る 。  

２ ・ ３ （ 略 ）  
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関 す る 条 例 、 大 阪 府 人 事 委 員 会 条 例 、 証 人 等 の 実 費 弁 償 に 関 す る 条 例 、 大 阪 府

自 治 紛 争 処 理 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 並 び に 委 員 の 求 め に 応 じ て 出 頭 し た 当 事

者 及 び 関 係 人 の 実 費 弁 償 に 関 す る 条 例 、 大 阪 府 小 売 商 業 紛 争 調 停 員 の 報 酬 及 び

費 用 弁 償 並 び に 調 停 員 の 求 め に 応 じ て 出 頭 し た 参 考 人 の 実 費 弁 償 に 関 す る 条 例 、

大 阪 府 労 働 委 員 会 の 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 等 に 関 す る 条 例 、 大 阪 府 建 築 審

査 会 条 例 及 び 大 阪 府 監 査 委 員 条 例 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 に 出 発 す

る 旅 行 及 び 同 日 前 に 出 発 し 、 か つ 、 同 日 以 後 に 完 了 す る 旅 行 の う ち 同 日 以 後 の

期 間 に 対 応 す る 分 に つ い て 適 用 し 、 当 該 旅 行 の う ち 同 日 前 の 期 間 に 対 応 す る 分

及 び 同 日 前 に 完 了 し た 旅 行 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  
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大 阪 府 条 例 第    号  

   職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 及 び 職 員 の 育 児 休 業 等

に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

（ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 一 条  職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 大 阪 府 条 例 第 四

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 育 児 又 は 介 護 を 行 う 職 員 の 深 夜 勤 務 及 び 時 間

外 勤 務 の 制 限 ）  

第 八 条 （ 略 ）  

２ （ 略 ）  

３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 し な い 子

の あ る 職 員 が 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ

に よ り 、 当 該 子 を 養 育 す る た め に 請 求 し た 場 合

に は 、 当 該 請 求 を し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た

め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場

合 を 除 き 、 当 該 請 求 を し た 職 員 に 対 し 、 第 六 条

の 規 定 に よ る 勤 務 （ 災 害 そ の 他 避 け る こ と の で

き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤 務 を 除 く 。 次 項 に

お い て 同 じ 。 ） を 命 ず る こ と が で き な い 。  

４ （ 略 ）  

５ 第 一 項 か ら 前 項 ま で の 規 定 は 、 配 偶 者 （ 届 出

を し な い が 事 実 上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情 に あ

る 者 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 、 父 母 、 子 、 配 偶 者 の

父 母 そ の 他 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者 （ 第 十 六

条 の 三 第 一 項 に お い て 「 配 偶 者 等 」 と い う 。 ）

で 負 傷 、 疾 病 又 は 老 齢 に よ り 日 常 生 活 を 営 む の

に 支 障 が あ る も の （ 以 下 「 被 介 護 人 」 と い う 。 ）

を 介 護 す る 職 員 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に

お い て 、 第 一 項 中 「 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 し な

い 子 （ 民 法 （ 明 治 二 十 九 年 法 律 第 八 十 九 号 ） 第

八 百 十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 職 員 が 当

該 職 員 と の 間 に お け る 同 項 に 規 定 す る 特 別 養

子 縁 組 の 成 立 に つ い て 家 庭 裁 判 所 に 請 求 し た

者 （ 当 該 請 求 に 係 る 家 事 審 判 事 件 が 裁 判 所 に 係

属 し て い る 場 合 に 限 る 。 ） で あ っ て 、 当 該 職 員

が 現 に 監 護 す る も の 、 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 百 六 十 四 号 ） 第 二 十 七 条 第 一 項 第 三 号

の 規 定 に よ り 同 法 第 六 条 の 四 第 二 号 に 規 定 す

る 養 子 縁 組 里 親 で あ る 職 員 に 委 託 さ れ て い る

児 童 そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 者 と し て 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 者 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） の あ る

職 員 （ 職 員 の 配 偶 者 で 当 該 子 の 親 で あ る も の

が 、 深 夜 （ 午 後 十 時 か ら 翌 日 の 午 前 五 時 ま で の

間 を い う 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ）

に お い て 常 態 と し て 当 該 子 を 養 育 す る こ と が

で き る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者

に 該 当 す る 場 合 に お け る 当 該 職 員 を 除 く 。 以 下

こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 と あ る の は

「 被 介 護 人 の あ る 職 員 」 と 、 「 当 該 子 を 養 育 す

る 」 と あ る の は 「 当 該 被 介 護 人 を 介 護 す る 」 と 、

「 深 夜 以 外 」 と あ る の は 「 深 夜 （ 午 後 十 時 か ら

（ 育 児 又 は 介 護 を 行 う 職 員 の 深 夜 勤 務 及 び 時 間

外 勤 務 の 制 限 ）  

第 八 条 （ 略 ）  

２ （ 略 ）  

３  任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員

が 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当

該 子 を 養 育 す る た め に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該

請 求 を し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め の 措 置

を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、

当 該 請 求 を し た 職 員 に 対 し 、 第 六 条 の 規 定 に よ

る 勤 務 （ 災 害 そ の 他 避 け る こ と の で き な い 事 由

に 基 づ く 臨 時 の 勤 務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同

じ 。 ） を 命 ず る こ と が で き な い 。  

４ （ 略 ）  

５ 第 一 項 か ら 前 項 ま で の 規 定 は 、 配 偶 者 （ 届 出

を し な い が 事 実 上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情 に あ

る 者 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 、 父 母 、 子 、 配 偶 者 の

父 母 そ の 他 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者 で 負 傷 、

疾 病 又 は 老 齢 に よ り 日 常 生 活 を 営 む の に 支 障

が あ る も の （ 以 下 「 被 介 護 人 」 と い う 。 ） を 介

護 す る 職 員 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い

て 、 第 一 項 中 「 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 し な い 子

（ 民 法 （ 明 治 二 十 九 年 法 律 第 八 十 九 号 ） 第 八 百

十 七 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 職 員 が 当 該 職

員 と の 間 に お け る 同 項 に 規 定 す る 特 別 養 子 縁

組 の 成 立 に つ い て 家 庭 裁 判 所 に 請 求 し た 者 （ 当

該 請 求 に 係 る 家 事 審 判 事 件 が 裁 判 所 に 係 属 し

て い る 場 合 に 限 る 。 ） で あ っ て 、 当 該 職 員 が 現

に 監 護 す る も の 、 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法

律 第 百 六 十 四 号 ） 第 二 十 七 条 第 一 項 第 三 号 の 規

定 に よ り 同 法 第 六 条 の 四 第 二 号 に 規 定 す る 養

子 縁 組 里 親 で あ る 職 員 に 委 託 さ れ て い る 児 童

そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 者 と し て 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 者 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） の あ る 職 員

（ 職 員 の 配 偶 者 で 当 該 子 の 親 で あ る も の が 、 深

夜 （ 午 後 十 時 か ら 翌 日 の 午 前 五 時 ま で の 間 を い

う 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に お

い て 常 態 と し て 当 該 子 を 養 育 す る こ と が で き

る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者 に 該

当 す る 場 合 に お け る 当 該 職 員 を 除 く 。 以 下 こ の

項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 と あ る の は 「 被 介

護 人 の あ る 職 員 」 と 、 「 当 該 子 を 養 育 す る 」 と

あ る の は 「 当 該 被 介 護 人 を 介 護 す る 」 と 、 「 深

夜 以 外 」 と あ る の は 「 深 夜 （ 午 後 十 時 か ら 翌 日

の 午 前 五 時 ま で の 間 を い う 。 次 項 に お い て 同
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翌 日 の 午 前 五 時 ま で の 間 を い う 。 次 項 に お い て

同 じ 。 ） 以 外 」 と 、 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で の 規

定 中 「 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 し な い 子 の あ る 職

員 」 と あ る の は 「 被 介 護 人 の あ る 職 員 」 と 、 「 当

該 子 を 養 育 す る 」 と あ る の は 「 当 該 被 介 護 人 を

介 護 す る 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。  
 
 
 
 
 
 

第 十 六 条 の 二 （ 略 ）  
 

（ 配 偶 者 等 が 介 護 を 必 要 と す る 状 況 に 至 っ た 職

員 に 対 す る 意 向 確 認 等 ）  

第 十 六 条 の 三 任 命 権 者 は 、 職 員 が 配 偶 者 等 に つ

い て 当 該 職 員 の 介 護 を 必 要 と す る 状 況 に 至 っ

た こ と を 申 し 出 た と き は 、 当 該 職 員 に 対 し て 、

仕 事 と 介 護 と の 両 立 に 資 す る 制 度 又 は 措 置 （ 以

下 「 介 護 両 立 支 援 制 度 等 」 と い う 。 ） そ の 他 の

事 項 を 知 ら せ る と と も に 、 介 護 両 立 支 援 制 度 等

の 利 用 に 係 る 申 告 、 請 求 又 は 申 出 （ 次 条 に お い

て 「 請 求 等 」 と い う 。 ） に 係 る 当 該 職 員 の 意 向

を 確 認 す る た め の 面 談 そ の 他 の 措 置 を 講 じ な

け れ ば な ら な い 。  

２ 任 命 権 者 は 、 職 員 に 対 し て 、 当 該 職 員 が 四 十

歳 に 達 し た 日 の 属 す る 年 度 （ 四 月 一 日 か ら 翌 年

の 三 月 三 十 一 日 ま で を い う 。 ） に お い て 、 前 項

に 規 定 す る 事 項 を 知 ら せ な け れ ば な ら な い 。  
 

（ 勤 務 環 境 の 整 備 に 関 す る 措 置 ）  

第 十 六 条 の 四 任 命 権 者 は 、 介 護 両 立 支 援 制 度 等

の 利 用 に 係 る 請 求 等 が 円 滑 に 行 わ れ る よ う に

す る た め 、 介 護 両 立 支 援 制 度 等 に 係 る 勤 務 環 境

の 整 備 に 関 す る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 
 

（ 子 育 て 部 分 休 暇 ）  

第 十 七 条  （ 略 ）  

２ 子 育 て 部 分 休 暇 の 時 間 は 、 一 日 に つ き 二 時 間

を 超 え な い 範 囲 内 で 必 要 と 認 め ら れ る 時 間 と

す る 。 な お 、 第 十 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 介

護 時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 職 員 に 対 す

る 子 育 て 部 分 休 暇 の 承 認 に つ い て は 、 一 日 に つ

き 二 時 間 か ら 当 該 介 護 時 間 の 承 認 を 受 け て 勤

務 し な い 時 間 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲 内

で 行 う も の と す る 。  

３ （ 略 ）  
 

（ 任 命 権 者 等 の 読 替 え ）  

第 二 十 条  （ 略 ）  

（ 略 ）  （ 略 ）  

第 十 六 条 第 一

項 、 第 十 六 条 の

二 第 一 項 、 第 十

六 条 の 三 、 第 十

六 条 の 四 及 び 第

十 七 条 第 一 項  

（ 略 ）  

（ 略 ）  （ 略 ）  
 

じ 。 ） 以 外 」 と 、 第 二 項 中 「 小 学 校 就 学 の 始 期

に 達 し な い 子 の あ る 職 員 」 と あ る の は 「 被 介 護

人 の あ る 職 員 」 と 、 「 当 該 子 を 養 育 す る 」 と あ

る の は 「 当 該 被 介 護 人 を 介 護 す る 」 と 、 第 三 項

中 「 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員 」 と あ る の は

「 被 介 護 人 の あ る 職 員 」 と 、 「 当 該 子 を 養 育 す

る 」 と あ る の は 「 当 該 被 介 護 人 を 介 護 す る 」 と 、

前 項 中 「 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 し な い 子 の あ る

職 員 」 と あ る の は 「 被 介 護 人 の あ る 職 員 」 と 、

「 当 該 子 を 養 育 す る 」 と あ る の は 「 当 該 被 介 護

人 を 介 護 す る 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。  
 

第 十 六 条 の 二 （ 略 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 子 育 て 部 分 休 暇 ）  

第 十 七 条  （ 略 ）  

２ 子 育 て 部 分 休 暇 の 時 間 は 、 一 日 に つ き 二 時 間

を 超 え な い 範 囲 内 で 必 要 と 認 め ら れ る 時 間 と

す る 。 な お 、 前 条 第 一 項 に 規 定 す る 介 護 時 間 の

承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 職 員 に 対 す る 子 育 て

部 分 休 暇 の 承 認 に つ い て は 、 一 日 に つ き 二 時 間

か ら 当 該 介 護 時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い

時 間 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 で 行 う も

の と す る 。  

３ （ 略 ）  
 

（ 任 命 権 者 等 の 読 替 え ）  

第 二 十 条  （ 略 ）  

（ 略 ）  （ 略 ）  

第 十 六 条 第 一

項 、 第 十 六 条 の

二 第 一 項 及 び 第

十 七 条 第 一 項  

（ 略 ）  

（ 略 ）  （ 略 ）  
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（ 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  
第 二 条  職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 大 阪 府 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 項 の 規 定 は 、 公 布

の 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 の 日 を 時 間 外 勤 務 の 制 限 の 開 始 の 日 と す る 改 正 後 の

職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 第 八 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 請 求 （ 小

学 校 就 学 の 始 期 に 達 し な い 子 （ 三 歳 以 上 の 者 に 限 る 。 ） を 養 育 す る た め に 行 う も

の に 限 る 。 ） を 行 お う と す る 職 員 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に お い て も 、 人 事 委

員 会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 請 求 を 行 う こ と が で き る 。  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 部 分 休 業 の 承 認 ）  

第 二 十 条  （ 略 ）  

２ （ 略 ）  

３  非 常 勤 職 員 に 対 す る 部 分 休 業 の 承 認 に つ い

て は 、 一 日 に つ き 、 当 該 非 常 勤 職 員 に つ い て 一

日 に つ き 定 め ら れ た 勤 務 時 間 か ら 五 時 間 四 十

五 分 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 （ 当 該 非 常

勤 職 員 が 育 児 時 間 又 は 育 児 休 業 、 介 護 休 業 等 育

児 又 は 家 族 介 護 を 行 う 労 働 者 の 福 祉 に 関 す る

法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 七 十 六 号 ） 第 六 十 一 条 の

二 第 二 十 項 の 介 護 を す る た め の 時 間 （ 以 下 「 介

護 を す る た め の 時 間 」 と い う 。 ） の 承 認 を 受 け

て 勤 務 し な い 場 合 に あ っ て は 、 当 該 時 間 を 超 え

な い 範 囲 内 で 、 か つ 、 二 時 間 か ら 当 該 育 児 時 間

又 は 当 該 介 護 を す る た め の 時 間 の 承 認 を 受 け

て 勤 務 し な い 時 間 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範

囲 内 ） で 行 う も の と す る 。  

（ 部 分 休 業 の 承 認 ）  

第 二 十 条  （ 略 ）  

２ （ 略 ）  

３  非 常 勤 職 員 に 対 す る 部 分 休 業 の 承 認 に つ い

て は 、 一 日 に つ き 、 当 該 非 常 勤 職 員 に つ い て 一

日 に つ き 定 め ら れ た 勤 務 時 間 か ら 五 時 間 四 十

五 分 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 （ 当 該 非 常

勤 職 員 が 育 児 時 間 又 は 育 児 休 業 、 介 護 休 業 等 育

児 又 は 家 族 介 護 を 行 う 労 働 者 の 福 祉 に 関 す る

法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 七 十 六 号 ） 第 六 十 一 条 第

三 十 二 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 同 条 第

二 十 九 項 の 介 護 を す る た め の 時 間 （ 以 下 「 介 護

を す る た め の 時 間 」 と い う 。 ） の 承 認 を 受 け て

勤 務 し な い 場 合 に あ っ て は 、 当 該 時 間 を 超 え な

い 範 囲 内 で 、 か つ 、 二 時 間 か ら 当 該 育 児 時 間 又

は 当 該 介 護 を す る た め の 時 間 の 承 認 を 受 け て

勤 務 し な い 時 間 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲

内 ） で 行 う も の と す る 。  
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大 阪 府 条 例 第    号  

府 吏 員 退 隠 料 等 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 府 吏 員 退 隠 料 等 条 例 （ 昭 和 九 年 大 阪 府 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示

す よ う に 改 正 す る 。  

附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 七 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

改 正 後  改 正 前  

  

第 二 十 五 条 ノ 二  退 隠 料 及 増 加 退 隠 料 ヲ 受 ク ル

者 三 年 以 下 ノ 拘 禁 刑 ニ 処 セ ラ レ タ ル 場 合 ニ 於

ケ ル 退 隠 料 及 増 加 退 隠 料 ノ 支 給 ニ 付 テ ハ 恩 給

法 第 五 十 八 条 ノ 二 ノ 規 定 ノ 例 ニ 依 ル  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 三 十 三 条  遺 族 扶 助 料 ヲ 受 ク ル 者 三 年 以 下 ノ

拘 禁 刑 ニ 処 セ ラ レ タ ル 場 合 又 ハ 拘 禁 刑 以 上 ノ

刑 ニ 処 セ ラ レ 刑 ノ 執 行 中 若 ハ 其 ノ 執 行 前 ニ 在

ル 者 ニ 遺 族 扶 助 料 ヲ 給 ス ヘ キ 事 由 発 生 シ タ ル

場 合 ニ 於 ケ ル 遺 族 扶 助 料 ノ 支 給 ニ 付 テ ハ 恩 給

法 第 七 十 七 条 ノ 規 定 ノ 例 ニ 依 ル  
 
 
 
 
 
 
 
 遺 族 扶 助 料 ヲ 給 セ ラ ル ベ キ 者 一 年 以 上 所 在 不

明 ナ ル ト キ ハ 同 順 位 者 又 ハ 次 順 位 者 ノ 申 請 ニ

依 リ 裁 定 者 ハ 所 在 不 明 中 遺 族 扶 助 料 ノ 停 止 ヲ

命 ズ ル コ ト ヲ 得  
 夫 ニ 給 ス ル 遺 族 扶 助 料 ハ 其 ノ 者 六 十 歳 ニ 満 ツ

ル 月 迄 之 ヲ 停 止 ス 但 シ 身 体 若 ハ 精 神 ニ 障 害 ア

リ 生 活 資 料 ヲ 得 ル ノ 途 ナ キ 者 又 ハ 府 吏 員 ノ 死

亡 ノ 当 時 ヨ リ 身 体 若 ハ 精 神 ニ 障 害 ア ル 者 ニ 付

テ ハ 此 等 ノ 事 情 ノ 継 続 ス ル 間 ハ 此 ノ 限 ニ 在 ラ

ズ 
 前 三 項 ノ 遺 族 扶 助 料 停 止 ノ 事 由 ア ル 場 合 ニ 於

テ ハ 停 止 期 間 中 遺 族 扶 助 料 ハ 同 順 位 者 ア ル ト

キ ハ 当 該 同 順 位 者 ニ 同 順 位 者 ナ ク 次 順 位 者 ア

ル ト キ ハ 当 該 次 順 位 者 ニ 之 ヲ 転 給 ス   

第 二 十 五 条 ノ 二  退 隠 料 及 増 加 退 隠 料 ハ 之 ヲ 受

ク ル 者 三 年 以 下 ノ 懲 役 又 ハ 禁 錮 ノ 刑 ニ 処 セ ラ

レ タ ル ト キ ハ 其 ノ 月 ノ 翌 月 ヨ リ 其 ノ 執 行 ヲ 終

リ 又 ハ 執 行 ヲ 受 ク ル コ ト ナ キ ニ 至 リ タ ル 月 迄

之 ヲ 停 止 ス 但 シ 刑 ノ 全 部 ノ 執 行 猶 予 ノ 言 渡 ヲ

受 ケ タ ル ト キ ハ 之 ヲ 停 止 セ ズ 刑 ノ 一 部 ノ 執 行

猶 予 ノ 言 渡 ヲ 受 ケ タ ル ト キ ハ 其 ノ 刑 ノ 内 執 行

ガ 猶 予 サ レ ザ リ シ 部 分 ノ 期 間 ノ 執 行 ヲ 終 リ 又

ハ 執 行 ヲ 受 ク ル コ ト ナ キ ニ 至 リ タ ル 月 ノ 翌 月

以 降 ハ 之 ヲ 停 止 セ ズ 之 等 ノ 言 渡 ヲ 猶 予 ノ 期 間

中 ニ 取 消 サ レ タ ル ト キ ハ 取 消 ノ 月 ノ 翌 月 ヨ リ

刑 ノ 執 行 ヲ 終 リ 又 ハ 執 行 ヲ 受 ク ル コ ト ナ キ ニ

至 リ タ ル 月 迄 之 ヲ 停 止 ス  
 

第 三 十 三 条  遺 族 扶 助 料 ヲ 受 ク ル 者 三 年 以 下 ノ

懲 役 又 ハ 禁 錮 ノ 刑 ニ 処 セ ラ レ タ ル ト キ ハ 其 ノ

月 ノ 翌 月 ヨ リ 其 ノ 刑 ノ 執 行 ヲ 終 リ 又 ハ 其 ノ 執

行 ヲ 受 ク ル コ ト ナ キ ニ 至 リ タ ル 月 迄 遺 族 扶 助

料 ヲ 停 止 ス 但 シ 刑 ノ 全 部 ノ 執 行 猶 予 ノ 言 渡 ヲ

受 ケ タ ル ト キ ハ 之 ヲ 停 止 セ ズ 刑 ノ 一 部 ノ 執 行

猶 予 ノ 言 渡 ヲ 受 ケ タ ル ト キ ハ 其 ノ 刑 ノ 内 執 行

ガ 猶 予 サ レ ザ リ シ 部 分 ノ 期 間 ノ 執 行 ヲ 終 リ 又

ハ 執 行 ヲ 受 ク ル コ ト ナ キ ニ 至 リ タ ル 月 ノ 翌 月

以 降 ハ 之 ヲ 停 止 セ ズ 之 等 ノ 言 渡 ヲ 猶 予 ノ 期 間

中 ニ 取 消 サ レ タ ル ト キ ハ 取 消 ノ 月 ノ 翌 月 ヨ リ

刑 ノ 執 行 ヲ 終 リ 又 ハ 執 行 ヲ 受 ク ル コ ト ナ キ ニ

至 リ タ ル 月 迄 之 ヲ 停 止 ス  
 遺 族 扶 助 料 ヲ 給 セ ラ ル ベ キ 者 一 年 以 上 所 在 不

明 ナ ル ト キ ハ 同 順 位 者 又 ハ 次 順 位 者 ノ 申 請 ニ

依 リ 裁 定 者 ハ 所 在 不 明 中 遺 族 扶 助 料 ノ 停 止 ヲ

命 ズ ル コ ト ヲ 得  
 夫 ニ 給 ス ル 遺 族 扶 助 料 ハ 其 ノ 者 六 十 歳 ニ 満 ツ

ル 月 迄 之 ヲ 停 止 ス 但 シ 身 体 若 ハ 精 神 ニ 障 害 ア

リ 生 活 資 料 ヲ 得 ル ノ 途 ナ キ 者 又 ハ 府 吏 員 ノ 死

亡 ノ 当 時 ヨ リ 身 体 若 ハ 精 神 ニ 障 害 ア ル 者 ニ 付

テ ハ 此 等 ノ 事 情 ノ 継 続 ス ル 間 ハ 此 ノ 限 ニ 在 ラ

ズ 
 前 三 項 ノ 遺 族 扶 助 料 停 止 ノ 事 由 ア ル 場 合 ニ 於

テ ハ 停 止 期 間 中 遺 族 扶 助 料 ハ 同 順 位 者 ア ル ト

キ ハ 当 該 同 順 位 者 ニ 同 順 位 者 ナ ク 次 順 位 者 ア

ル ト キ ハ 当 該 次 順 位 者 ニ 之 ヲ 転 給 ス  
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大 阪 府 条 例 第    号  

   大 阪 府 認 定 こ ど も 園 の 認 定 の 要 件 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条     

   例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 大 阪 府 認 定 こ ど も 園 の 認 定 の 要 件 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 二

十 六 年 大 阪 府 条 例 第 百 七 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示

す よ う に 改 正 す る 。  

附  則  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 

改 正 後  改 正 前  

  
   附  則  

 

１― ４ （ 略 ）  

（ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 職 員 配 置 に 係 る 特

例 ）  

５ 施 行 日 か ら 起 算 し て 十 二 年 間 は 、 副 園 長 （ 法

第 十 四 条 第 四 項 に 規 定 す る 副 園 長 を い う 。 ） 又

は 教 頭 （ 同 条 第 七 項 に 規 定 す る 教 頭 を い う 。 ）

を 置 く 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に つ い て の 新

条 例 第 三 十 二 条 第 三 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、 同 項 の 表 備 考 １ 中 「 か つ 、 」 と あ る の は 、

「 又 は 」 と す る こ と が で き る 。  

６― ８ （ 略 ）  

   附  則  
 

１― ４ （ 略 ）  

（ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 職 員 配 置 に 係 る 特

例 ）  

５ 施 行 日 か ら 起 算 し て 十 年 間 は 、 副 園 長 （ 法 第

十 四 条 第 四 項 に 規 定 す る 副 園 長 を い う 。 ） 又 は

教 頭 （ 同 条 第 七 項 に 規 定 す る 教 頭 を い う 。 ） を

置 く 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に つ い て の 新 条

例 第 三 十 二 条 第 三 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、

同 項 の 表 備 考 １ 中 「 か つ 、 」 と あ る の は 、 「 又

は 」 と す る こ と が で き る 。  

６― ８ （ 略 ）  
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大 阪 府 条 例 第    号  

大 阪 府 受 動 喫 煙 防 止 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 大 阪 府 受 動 喫 煙 防 止 条 例 （ 平 成 三 十 一 年 大 阪 府 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示

す よ う に 改 正 す る 。  

改 正 後  改 正 前  

  

目 次  

前 文  

第 一 章 ・ 第 二 章 （ 略 ）  

第 三 章 雑 則 （ 第 十 八 条 ・ 第 十 九 条 ）  

第 四 章 罰 則 （ 第 二 十 条 ― 第 二 十 二 条 ）  

附 則  
 

（ 定 義 ）  

第 二 条 （ 略 ）  
 一― 五  （ 略 ）  
 六  府 指 定 特 定 飲 食 提 供 施 設  健 康 増 進 法 の

一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 三 十 年 法 律 第 七 十

八 号 。 以 下 「 改 正 法 」 と い う 。 ） 附 則 第 二 条

第 二 項 に 規 定 す る 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の

う ち 、 当 該 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 客 席 の 部

分 の 床 面 積 が 三 十 平 方 メ ー ト ル 以 下 の も の

を い う 。  
 七  府 指 定 喫 煙 禁 止 場 所  府 既 存 特 定 飲 食 提

供 施 設 （ 改 正 法 附 則 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る

既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の う ち 、 府 指 定 特 定 飲

食 提 供 施 設 を 除 く 施 設 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

の 第 十 四 条 第 三 項 第 一 号 に 規 定 す る 府 指 定

喫 煙 専 用 室 の 場 所 及 び 同 条 第 四 項 の 規 定 に

よ り 読 み 替 え ら れ た 同 条 第 三 項 第 一 号 に 規

定 す る 府 指 定 指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室 の 場 所

以 外 の 屋 内 の 場 所 の う ち 、 改 正 法 附 則 第 二 条

第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 健 康 増

進 法 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 三 号 。 以 下 「 法 」

と い う 。 ） 第 二 十 九 条 第 一 項 第 二 号 に 規 定 す

る 喫 煙 禁 止 場 所 を 除 く 場 所 を い う 。  
 

（ 府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 に お け る 喫 煙 の 禁 止

等 ）  

第 七 条 何 人 も 、 正 当 な 理 由 が な く て 、 府 既 存 特

定 飲 食 提 供 施 設 の 府 指 定 喫 煙 禁 止 場 所 に お い

て は 、 喫 煙 を し て は な ら な い 。  
 
 
 
 
 

２ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に 違 反 し て 喫 煙 を し て い

る 者 に 対 し 、 喫 煙 の 中 止 又 は 府 指 定 喫 煙 禁 止 場

所 か ら の 退 出 を 命 ず る こ と が で き る 。  
 

（ 第 一 種 施 設 の 管 理 権 原 者 の 責 務 ）  

第 八 条  法 第 二 十 八 条 第 五 号 に 規 定 す る 第 一 種

施 設 （ 以 下 「 第 一 種 施 設 」 と い う 。 ） の 管 理 権

目 次  

前 文  

第 一 章 ・ 第 二 章 （ 略 ）  
 

第 三 章 罰 則 （ 第 十 八 条 ― 第 二 十 条 ）  

附 則  
 

（ 定 義 ）  
第 二 条 （ 略 ）  

 一― 五  （ 略 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 に お け る 喫 煙 の 禁 止 等 ） 
 

第 七 条 何 人 も 、 正 当 な 理 由 が な く て 、 健 康 増 進

法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 三 十 年 法 律 第 七

十 八 号 。 以 下 「 改 正 法 」 と い う 。 ） 附 則 第 二 条

第 二 項 に 規 定 す る 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 （ 以 下

「 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 」 と い う 。 ） の 第 十 三

条 第 三 項 第 一 号 に 規 定 す る 喫 煙 専 用 室 の 場 所

以 外 の 屋 内 の 場 所 （ 以 下 「 喫 煙 禁 止 場 所 」 と い

う 。 ） に お い て は 、 喫 煙 を し て は な ら な い 。  

２ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に 違 反 し て 喫 煙 を し て い

る 者 に 対 し 、 喫 煙 の 中 止 又 は 喫 煙 禁 止 場 所 か ら

の 退 出 を 命 ず る こ と が で き る 。  
 

（ 第 一 種 施 設 の 管 理 権 原 者 の 責 務 ）  

第 八 条 健 康 増 進 法 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 三 号 。

以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 八 条 第 五 号 に 規 定
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原 者 は 、 同 条 第 十 三 号 に 規 定 す る 特 定 屋 外 喫 煙

場 所 を 定 め な い よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  
 
 
 

（ 飲 食 店 等 の 管 理 権 原 者 の 責 務 ）  

第 九 条 飲 食 店 等 （ 法 第 二 十 八 条 第 六 号 に 規 定 す

る 第 二 種 施 設 の う ち 、 飲 食 店 、 喫 茶 店 そ の 他 設

備 を 設 け て 客 に 飲 食 を さ せ る 施 設 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） の 管 理 権 原 者 は 、 当 該 飲 食 店 等 に 法 第

三 十 三 条 第 三 項 第 一 号 に 規 定 す る 喫 煙 専 用 室 、

改 正 法 附 則 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替

え ら れ た 法 第 三 十 三 条 第 三 項 第 一 号 に 規 定 す

る 喫 煙 可 能 室 （ 以 下 「 喫 煙 可 能 室 」 と い う 。 ） 、

改 正 法 附 則 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替

え ら れ た 法 第 三 十 三 条 第 三 項 第 一 号 に 規 定 す

る 指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室 、 第 十 四 条 第 三 項 第 一

号 に 規 定 す る 府 指 定 喫 煙 専 用 室 及 び 同 条 第 四

項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 同 条 第 三 項 第

一 号 に 規 定 す る 府 指 定 指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室

（ 次 項 に お い て こ れ ら を 「 喫 煙 専 用 室 等 」 と い

う 。 ） を 定 め な い 場 合 は 、 当 該 飲 食 店 等 の 主 た

る 出 入 口 の 見 や す い 箇 所 に 、 当 該 施 設 の 屋 内 に

喫 煙 を す る こ と が で き る 場 所 が な い 旨 を 記 載

し た 標 識 を 掲 示 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な

い 。  
 

２ （ 略 ）  
 

（ 府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 等 の 責

務 ）  

第 十 条  府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者

等 （ 管 理 権 原 者 及 び 施 設 の 管 理 者 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） は 、 当 該 府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 府

指 定 喫 煙 禁 止 場 所 に 専 ら 喫 煙 の 用 に 供 さ せ る

た め の 器 具 及 び 設 備 を 喫 煙 の 用 に 供 す る こ と

が で き る 状 態 で 設 置 し て は な ら な い 。  

２ 府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 等 は 、

当 該 府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 府 指 定 喫 煙 禁

止 場 所 に お い て 、 喫 煙 を し 、 又 は 喫 煙 を し よ う

と す る 者 に 対 し 、 喫 煙 の 中 止 又 は 当 該 府 指 定 喫

煙 禁 止 場 所 か ら の 退 出 を 求 め る よ う 努 め な け

れ ば な ら な い 。  
 

（ 府 指 定 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 限 者 の 責 務 ） 

第 十 一 条  改 正 法 附 則 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ

り 読 み 替 え ら れ た 法 第 三 十 三 条 第 一 項 の 規 定

に か か わ ら ず 、 府 指 定 特 定 飲 食 提 供 施 設 （ 従 業

員 （ 労 働 基 準 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 四 十 九 号 ）

第 九 条 に 規 定 す る 労 働 者 （ 同 居 の 親 族 の み を 使

用 す る 事 業 又 は 事 務 所 に 使 用 さ れ る 者 及 び 家

事 使 用 人 を 除 く 。 ） を い う 。 ） が 勤 務 す る も の

に 限 る 。 ） の 管 理 権 原 者 は 、 当 該 府 指 定 特 定 飲

食 提 供 施 設 に 喫 煙 可 能 室 を 設 置 し な い よ う 努

め な け れ ば な ら な い 。  
 

（ 第 一 種 施 設 等 の 管 理 権 原 者 等 に 対 す る 指 導 及

び 助 言 ）  

第 十 二 条  知 事 は 、 こ の 章 の 規 定 の 施 行 に 必 要 な

限 度 に お い て 、 第 一 種 施 設 及 び 飲 食 店 等 の 管 理

す る 第 一 種 施 設 （ 以 下 「 第 一 種 施 設 」 と い う 。 ）

の 管 理 権 原 者 は 、 同 条 第 十 三 号 に 規 定 す る 特 定

屋 外 喫 煙 場 所 を 定 め な い よ う 努 め な け れ ば な

ら な い 。  
  

（ 飲 食 店 等 の 管 理 権 原 者 の 責 務 ）  

第 九 条 飲 食 店 等 （ 法 第 二 十 八 条 第 六 項 に 規 定 す

る 第 二 種 施 設 の う ち 、 飲 食 店 、 喫 茶 店 そ の 他 設

備 を 設 け て 客 に 飲 食 を さ せ る 施 設 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） の 管 理 権 原 者 は 、 当 該 飲 食 店 等 に 法 第

三 十 三 条 第 三 項 第 一 号 に 規 定 す る 喫 煙 専 用 室 、

改 正 法 附 則 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替

え ら れ た 法 第 三 十 三 条 第 三 項 第 一 号 に 規 定 す

る 喫 煙 可 能 室 、 改 正 法 附 則 第 三 条 第 一 項 の 規 定

に よ り 読 み 替 え ら れ た 法 第 三 十 三 条 第 三 項 第

一 号 に 規 定 す る 指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室 、 第 十 三

条 第 三 項 第 一 号 に 規 定 す る 喫 煙 専 用 室 、 附 則 第

三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 十

三 条 第 三 項 第 一 号 に 規 定 す る 喫 煙 可 能 室 及 び

附 則 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ

た 第 十 三 条 第 三 項 第 一 号 に 規 定 す る 指 定 た ば

こ 専 用 喫 煙 室 （ 次 項 に お い て こ れ ら を 「 喫 煙 専

用 室 等 」 と い う 。 ） を 定 め な い 場 合 は 、 当 該 飲

食 店 等 の 主 た る 出 入 口 の 見 や す い 箇 所 に 、 当 該

施 設 の 屋 内 に 喫 煙 を す る こ と が で き る 場 所 が

な い 旨 を 記 載 し た 標 識 を 掲 示 す る よ う 努 め な

け れ ば な ら な い 。  

２ （ 略 ）  
 

（ 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 等 の 責 務 ） 
 

第 十 条  既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 等

（ 管 理 権 原 者 及 び 施 設 の 管 理 者 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） は 、 当 該 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 喫 煙 禁

止 場 所 に 専 ら 喫 煙 の 用 に 供 さ せ る た め の 器 具

及 び 設 備 を 喫 煙 の 用 に 供 す る こ と が で き る 状

態 で 設 置 し て は な ら な い 。  

２ 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 等 は 、 当

該 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 喫 煙 禁 止 場 所 に お

い て 、 喫 煙 を し 、 又 は 喫 煙 を し よ う と す る 者 に

対 し 、 喫 煙 の 中 止 又 は 当 該 喫 煙 禁 止 場 所 か ら の

退 出 を 求 め る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 第 一 種 施 設 等 の 管 理 権 原 者 等 に 対 す る 指 導 及

び 助 言 ）  

第 十 一 条  知 事 は 、 第 一 種 施 設 及 び 飲 食 店 等 の 管

理 権 原 者 等 に 対 し 、 当 該 第 一 種 施 設 及 び 飲 食 店
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権 原 者 等 に 対 し 、 当 該 第 一 種 施 設 及 び 飲 食 店 等

に お け る 受 動 喫 煙 を 防 止 す る た め に 必 要 な 指

導 及 び 助 言 を す る こ と が で き る 。  
 

（ 府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 等 に

対 す る 勧 告 、 命 令 等 ）  

第 十 三 条  知 事 は 、 府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の

管 理 権 原 者 等 が 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に 違 反

し て 器 具 又 は 設 備 を 喫 煙 の 用 に 供 す る こ と

が で き る 状 態 で 設 置 し て い る と き は 、 当 該 管

理 権 原 者 等 に 対 し 、 期 限 を 定 め て 、 当 該 器 具

又 は 設 備 の 撤 去 そ の 他 当 該 器 具 又 は 設 備 を

喫 煙 の 用 に 供 す る こ と が で き な い よ う に す

る た め の 措 置 を と る べ き こ と を 勧 告 す る こ

と が で き る 。  

２ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 勧 告 を 受 け た 府 既

存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 等 が 、 同 項 の

期 限 内 に こ れ に 従 わ な か っ た と き は 、 そ の 旨 を

公 表 す る こ と が で き る 。  

３ 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 勧 告 を 受 け た 府

既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 等 が 、 そ の

勧 告 に 係 る 措 置 を と ら な か っ た と き は 、 当 該 管

理 権 原 者 等 に 対 し 、 期 限 を 定 め て 、 そ の 勧 告 に

係 る 措 置 を と る べ き こ と を 命 ず る こ と が で き

る 。  
 

（ 府 指 定 喫 煙 専 用 室 ）  

第 十 四 条  府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原

者 は 、 当 該 府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 屋 内 の 一

部 の 場 所 で あ っ て 、 改 正 法 附 則 第 二 条 第 一 項 の

規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 法 第 三 十 三 条 第 一

項 に 規 定 す る 基 準 適 合 室 （ 以 下 「 基 準 適 合 室 」

と い う 。 ） の 場 所 を 専 ら 喫 煙 を す る こ と が で き

る 場 所 と し て 定 め る こ と が で き る 。  
 
 

２ 府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 は 、 前

項 の 規 定 に よ り 当 該 府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設

の 基 準 適 合 室 の 場 所 を 専 ら 喫 煙 を す る こ と が

で き る 場 所 と し て 定 め よ う と す る 場 合 に お い

て 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 改 正 法 附 則 第

二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 法 第

三 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 喫 煙 可 能 室 標 識

（ 以 下 「 喫 煙 可 能 室 標 識 」 と い う 。 ） を 掲 示 し

た と き は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し な け れ ば な

ら な い 。  
 一 （ 略 ）  
 
 
 二 前 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 規 則 で 定 め る 事

項  

３ 府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 は 、 前

項 各 号 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 喫 煙 可 能 室 標

識 （ 以 下 「 府 指 定 喫 煙 専 用 室 標 識 」 と い う 。 ）

を 掲 示 し た 場 合 に お い て 、 規 則 で 定 め る と こ ろ

に よ り 、 改 正 法 附 則 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り

読 み 替 え ら れ た 法 第 三 十 三 条 第 三 項 の 規 定 に

よ り 喫 煙 可 能 室 設 置 施 設 標 識 （ 以 下 「 喫 煙 可 能

室 設 置 施 設 標 識 」 と い う 。 ） を 掲 示 し た と き は 、

次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。 た

等 に お け る 受 動 喫 煙 を 防 止 す る た め に 必 要 な

指 導 及 び 助 言 を す る こ と が で き る 。  
  
 

（ 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 等 に 対

す る 勧 告 、 命 令 等 ）  

第 十 二 条  知 事 は 、 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管

理 権 原 者 等 が 第 十 条 一 項 の 規 定 に 違 反 し て

器 具 又 は 設 備 を 喫 煙 の 用 に 供 す る こ と が で

き る 状 態 で 設 置 し て い る と き は 、 当 該 管 理 権

原 者 等 に 対 し 、 期 限 を 定 め て 、 当 該 器 具 又 は

設 備 の 撤 去 そ の 他 当 該 器 具 又 は 設 備 を 喫 煙

の 用 に 供 す る こ と が で き な い よ う に す る た

め の 措 置 を と る べ き こ と を 勧 告 す る こ と が

で き る 。  

２ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 勧 告 を 受 け た 既 存

特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 等 が 、 同 項 の 期

限 内 に こ れ に 従 わ な か っ た と き は 、 そ の 旨 を 公

表 す る こ と が で き る 。  

３ 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 勧 告 を 受 け た 既

存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 等 が 、 そ の 勧

告 に 係 る 措 置 を と ら な か っ た と き は 、 当 該 管 理

権 原 者 等 に 対 し 、 期 限 を 定 め て 、 そ の 勧 告 に 係

る 措 置 を と る べ き こ と を 命 ず る こ と が で き る 。 
 
 

（ 喫 煙 専 用 室 ）  

第 十 三 条  既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者

は 、 当 該 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 屋 内 の 一 部

の 場 所 で あ っ て 、 構 造 及 び 設 備 が そ の 室 外 の

場 所 （ 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 屋 内 に 限 る 。 ）

へ の た ば こ の 煙 の 流 出 を 防 止 す る た め の 基 準

と し て 規 則 で 定 め る 技 術 的 基 準 に 適 合 し た 室

（ 次 項 及 び 第 三 項 第 一 号 に お い て 「 基 準 適 合

室 」 と い う 。 ） の 場 所 を 専 ら 喫 煙 を す る こ と が

で き る 場 所 と し て 定 め る こ と が で き る 。  

２  既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 は 、 前

項 の 規 定 に よ り 当 該 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の

基 準 適 合 室 の 場 所 を 専 ら 喫 煙 を す る こ と が で

き る 場 所 と し て 定 め よ う と す る と き は 、 規 則

で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 場 所 の 出 入 口 の

見 や す い 箇 所 に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た

標 識 （ 以 下 「 喫 煙 専 用 室 標 識 」 と い う 。 ） を 掲

示 し な け れ ば な ら な い 。  
 
 

 一 （ 略 ）  
 二  当 該 場 所 へ の 二 十 歳 未 満 の 者 の 立 入 り が

禁 止 さ れ て い る 旨  
 三 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 規 則 で 定 め る

事 項  

３ 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 は 、 前 項

の 規 定 に よ り 喫 煙 専 用 室 標 識 を 掲 示 し た と き

は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 直 ち に 、 当 該

既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 主 た る 出 入 口 の 見 や

す い 箇 所 に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 標 識

（ 以 下 「 喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 標 識 」 と い う 。 ）

を 掲 示 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当 該 既 存

特 定 飲 食 提 供 施 設 の 主 た る 出 入 口 の 見 や す い

箇 所 に 、 既 に 喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 標 識 が 掲 示 さ
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だ し 、 当 該 府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 主 た る 出

入 口 に 掲 示 さ れ た 喫 煙 可 能 室 設 置 施 設 標 識 に 、

既 に 当 該 事 項 が 見 や す く 記 載 さ れ て い る 場 合

は 、 こ の 限 り で な い 。  
 一 府 指 定 喫 煙 専 用 室 （ 喫 煙 可 能 室 で あ っ て 、

府 指 定 喫 煙 専 用 室 標 識 が 掲 示 さ れ て い る も

の を い う 。 ） が 設 置 さ れ て い る 旨  
 二 （ 略 ）  

４  府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 が 当

該 府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 屋 内 の 一 部 の 場

所 を 改 正 法 附 則 第 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定

た ば こ の み の 喫 煙 を す る こ と が で き る 場 所 と

し て 定 め よ う と す る 場 合 に お け る 当 該 府 既 存

特 定 飲 食 提 供 施 設 に つ い て の 第 一 項 か ら 第 三

項 ま で の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 次 の 表 の 上 欄

に 掲 げ る 規 定 中 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、 そ

れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 と す る 。  

第 一 項  専 ら 喫 煙  喫 煙 （ 指 定 た ば こ

の み の 喫 煙 を い

う 。 以 下 こ の 条 に

お い て 同 じ 。 ）  

第 二 項  専 ら 喫 煙  喫 煙  

第 二 項 第 一

号  

専 ら 喫 煙  喫 煙  

第 三 項  府 指 定 喫 煙 専

用 室 標 識  

府 指 定 指 定 た ば

こ 専 用 喫 煙 室 標

識  

第 三 項 第 一

号  

府 指 定 喫 煙 専

用 室 （  

府 指 定 指 定 た ば

こ 専 用 喫 煙 室 （  

府 指 定 喫 煙 専

用 室 標 識  

府 指 定 指 定 た ば

こ 専 用 喫 煙 室 標

識  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

れ て い る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  
 
  
 
 一 喫 煙 専 用 室 （ 前 項 の 規 定 に よ り 喫 煙 専 用 室

標 識 が 掲 示 さ れ て い る 基 準 適 合 室 を い う 。 以

下 同 じ 。 ） が 設 置 さ れ て い る 旨  
 二 （ 略 ）  

４  喫 煙 専 用 室 が 設 置 さ れ て い る 既 存 特 定 飲 食

提 供 施 設 （ 以 下 「 喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 」 と い う 。 ）

の 管 理 権 原 者 は 、 当 該 喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 の 喫

煙 専 用 室 の 構 造 及 び 設 備 を 第 一 項 の 規 則 で 定

め る 技 術 的 基 準 に 適 合 す る よ う に 維 持 し な け

れ ば な ら な い 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 の 管 理 権 原 者 等 は 、 二 十

歳 未 満 の 者 を 当 該 喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 の 喫 煙

専 用 室 に 立 ち 入 ら せ て は な ら な い 。  

６ 喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 の 管 理 権 原 者 は 、 喫 煙 専

用 室 の 場 所 を 専 ら 喫 煙 を す る こ と が で き る 場

所 と し な い こ と と し よ う と す る と き は 、 当 該 喫

煙 専 用 室 に お い て 掲 示 さ れ た 喫 煙 専 用 室 標 識

を 除 去 し な け れ ば な ら な い 。 

７ 喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 の 管 理 権 原 者 は 、 当 該 喫

煙 専 用 室 設 置 施 設 の 全 て の 喫 煙 専 用 室 の 場 所

を 専 ら 喫 煙 を す る こ と が で き る 場 所 と し な い

こ と と し た と き は 、 直 ち に 、 当 該 喫 煙 専 用 室 設

置 施 設 に お い て 掲 示 さ れ た 喫 煙 専 用 室 設 置 施

設 標 識 を 除 去 し な け れ ば な ら な い 。  
 

（ 喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 の 管 理 権 原 者 に 対 す る 勧

告 、 命 令 等 ）  

第 十 四 条  知 事 は 、 喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 の 喫 煙 専

用 室 の 構 造 又 は 設 備 が 前 条 第 一 項 の 規 則 で 定

め る 技 術 的 基 準 に 適 合 し な く な っ た と 認 め る

と き は 、 当 該 喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 の 管 理 権 原 者

に 対 し 、 当 該 喫 煙 専 用 室 に お い て 掲 示 さ れ た 喫

煙 専 用 室 標 識 及 び 当 該 喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 に

お い て 掲 示 さ れ た 喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 標 識 （ 喫

煙 専 用 室 設 置 施 設 に 複 数 の 喫 煙 専 用 室 が 設 置

さ れ て い る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 喫 煙 専 用 室 設
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（ 標 識 の 使 用 制 限 ）  

第 十 五 条  何 人 も 、 府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管

理 権 限 者 が 府 指 定 喫 煙 専 用 室 標 識 、 前 条 第 三 項

の 規 定 に よ り 同 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し

た 喫 煙 可 能 室 設 置 施 設 標 識 （ 以 下 「 府 指 定 喫 煙

専 用 室 設 置 施 設 標 識 」 と い う 。 ） 、 府 指 定 指 定

た ば こ 専 用 喫 煙 室 標 識 又 は 同 条 第 四 項 の 規 定

に よ り 読 み 替 え ら れ た 同 条 第 三 項 各 号 に 掲 げ

る 事 項 を 記 載 し た 喫 煙 可 能 室 設 置 施 設 標 識 （ 以

下 「 府 指 定 指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室 設 置 施 設 標

識 」 と い う 。 ） を 掲 示 す る 場 合 を 除 き 、 喫 煙 可

能 室 標 識 又 は 喫 煙 可 能 室 設 置 施 設 標 識 に 同 条

第 二 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 、 同 条 第 三 項 各 号 に 掲

げ る 事 項 、 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら

れ た 同 条 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 又 は 同 条 第

四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 同 条 第 三 項

各 号 に 掲 げ る 事 項 に 類 似 す る 内 容 の 記 載 を し

て は な ら な い 。  

２ 何 人 も 、 府 指 定 喫 煙 専 用 室 標 識 に 記 載 し た 前

条 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 、 府 指 定 喫 煙 専 用 室

設 置 施 設 標 識 に 記 載 し た 同 条 第 三 項 各 号 に 掲

げ る 事 項 、 府 指 定 指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室 標 識 に

記 載 し た 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら

れ た 同 条 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 又 は 府 指 定

指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室 設 置 施 設 標 識 に 記 載 し

た 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 同

条 第 三 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 、 汚 損 そ の

他 記 載 事 項 の 識 別 を 困 難 に す る 行 為 を し て は

な ら な い 。  
 

（ 立 入 検 査 等 ）  

第 十 六 条  知 事 は 、 こ の 章 の 規 定 （ 第 九 条 及 び 第

十 一 条 を 除 く 。 ） の 施 行 に 必 要 な 限 度 に お い て 、

府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 及 び 府 指 定 特 定 飲 食

提 供 施 設 （ 以 下 こ れ ら を こ の 項 に お い て 「 府 既

存 特 定 飲 食 提 供 施 設 等 」 と い う 。 ） の 管 理 権 原

者 等 に 対 し 、 当 該 府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 府

指 定 喫 煙 禁 止 場 所 に お け る 専 ら 喫 煙 の 用 に 供

さ せ る た め の 器 具 及 び 設 備 の 撤 去 そ の 他 の 受

動 喫 煙 を 防 止 す る た め の 措 置 の 実 施 状 況 に 関

し 報 告 を さ せ 、 又 は そ の 職 員 に 、 府 既 存 特 定 飲

食 提 供 施 設 等 に 立 ち 入 り 、 当 該 措 置 の 実 施 状 況

若 し く は 帳 簿 、 書 類 そ の 他 の 物 件 を 検 査 さ せ 、

置 施 設 の 全 て の 喫 煙 専 用 室 の 構 造 又 は 設 備 が

同 項 の 規 則 で 定 め る 技 術 的 基 準 に 適 合 し な く

な っ た と 認 め る と き に 限 る 。 ） を 直 ち に 除 去 し 、

又 は 当 該 喫 煙 専 用 室 の 構 造 及 び 設 備 が 同 項 の

規 則 で 定 め る 技 術 的 基 準 に 適 合 す る ま で の 間 、

当 該 喫 煙 専 用 室 の 供 用 を 停 止 す る こ と を 勧 告

す る こ と が で き る 。  

２ 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 勧 告 を 受 け た 喫 煙

専 用 室 設 置 施 設 の 管 理 権 原 者 が 、 そ の 勧 告 に 従

わ な か っ た と き は 、 そ の 旨 を 公 表 す る こ と が で

き る 。  

３ 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 勧 告 を 受 け た 喫

煙 専 用 室 設 置 施 設 の 管 理 権 原 者 が 、 そ の 勧 告 に

係 る 措 置 を と ら な か っ た と き は 、 当 該 管 理 権 原

者 に 対 し 、 そ の 勧 告 に 係 る 措 置 を と る べ き こ と

を 命 ず る こ と が で き る 。  
 

（ 標 識 の 使 用 制 限 ）  

第 十 五 条  何 人 も 、 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理

権 原 者 が 第 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 喫 煙 専

用 室 標 識 を 掲 示 す る 場 合 又 は 同 条 第 三 項 の 規

定 に よ り 喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 標 識 を 掲 示 す る

場 合 を 除 き 、 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 に お い て 喫

煙 専 用 室 標 識 若 し く は 喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 標

識 （ 以 下 こ れ ら を こ の 条 に お い て 「 喫 煙 専 用 室

標 識 等 」 と い う 。 ） 又 は 喫 煙 専 用 室 標 識 等 に 類

似 す る 標 識 を 掲 示 し て は な ら な い 。  
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 何 人 も 、 喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 の 管 理 権 原 者 が

第 十 三 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 喫 煙 専 用 室 標 識

を 除 去 す る 場 合 、 同 条 第 七 項 の 規 定 に よ り 喫 煙

専 用 室 設 置 施 設 標 識 を 除 去 す る 場 合 又 は 第 十

四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 勧 告 若 し く は 同 条 第

三 項 の 規 定 に 基 づ く 命 令 に 係 る 措 置 と し て 喫

煙 専 用 室 標 識 等 を 除 去 す る 場 合 を 除 き 、 喫 煙 専

用 室 標 識 等 を 除 去 し 、 又 は 汚 損 そ の 他 喫 煙 専 用

室 標 識 等 の 識 別 を 困 難 に す る 行 為 を し て は な

ら な い 。  
 
 

（ 立 入 検 査 等 ）  

第 十 六 条  知 事 は 、 こ の 章 の 規 定 の 施 行 に 必 要 な

限 度 に お い て 、 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権

原 者 等 に 対 し 、 当 該 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 喫

煙 禁 止 場 所 に お け る 専 ら 喫 煙 の 用 に 供 さ せ る

た め の 器 具 及 び 設 備 の 撤 去 そ の 他 の 受 動 喫 煙

を 防 止 す る た め の 措 置 の 実 施 状 況 に 関 し 報 告

を さ せ 、 又 は そ の 職 員 に 、 既 存 特 定 飲 食 提 供 施

設 に 立 ち 入 り 、 当 該 措 置 の 実 施 状 況 若 し く は 帳

簿 、 書 類 そ の 他 の 物 件 を 検 査 さ せ 、 若 し く は 関

係 者 に 質 問 さ せ る こ と が で き る 。  
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若 し く は 関 係 者 に 質 問 さ せ る こ と が で き る 。  

２ ・ ３ （ 略 ）  
 

（ 適 用 除 外 ）  

第 十 七 条  府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 場 所 に 次

に 掲 げ る 場 所 に 該 当 す る 場 所 が あ る 場 合 に お

い て は 、 当 該 府 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 場 所

（ 次 に 掲 げ る 場 所 に 該 当 す る 場 所 に 限 る 。 ） に

つ い て は 、 こ の 章 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  
 一― 三  （ 略 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 

第 三 章 雑 則  
 

（ 事 務 処 理 の 特 例 ）  

第 十 八 条  こ の 条 例 及 び そ の 施 行 に 関 す る 事 項

を 定 め た 規 則 に 関 す る 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る

事 務 で あ っ て 、 大 阪 市 、 堺 市 、 豊 中 市 、 吹 田 市 、

枚 方 市 、 八 尾 市 及 び 寝 屋 川 市 の 区 域 に 係 る も の

は 、 そ れ ぞ れ 当 該 市 が 処 理 す る こ と と す る 。  
 一  第 七 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 命 令 に 関 す る

事 務  
 二  第 十 二 条 の 規 定 に よ る 指 導 及 び 助 言 に 関

す る 事 務  
 三  第 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 勧 告 に 関 す

る 事 務  
 四  第 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 公 表 に 関 す

る 事 務  
 五  第 十 三 条 第 三 項 に 規 定 に よ る 命 令 に 関 す

る 事 務  
 六  第 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 等

に 関 す る 事 務  
 

（ 規 則 へ の 委 任 ）  

第 十 九 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条

例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。 
 

第 四 章 罰 則  
 

（ 罰 則 ）  

第 二 十 条  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、

五 万 円 以 下 の 過 料 に 処 す る 。 
 一  第 十 三 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ く 命 令 に 違

反 し た 者  
 二  第 十 四 条 第 三 項 の 規 定 又 は 第 十 五 条 の 規

定 に 違 反 し た 者  
 

第 二 十 一 条  第 七 条 第 二 項 に 基 づ く 命 令 に 違 反

し た 者 は 、 三 万 円 以 下 の 過 料 に 処 す る 。  
 
 
 
 

第 二 十 二 条 （ 略 ）  

 

２ ・ ３ （ 略 ）  
 

（ 適 用 除 外 ）  

第 十 七 条  既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 場 所 に 次 に

掲 げ る 場 所 に 該 当 す る 場 所 が あ る 場 合 に お い

て は 、 当 該 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 場 所 （ 次 に

掲 げ る 場 所 に 該 当 す る 場 所 に 限 る 。 ） に つ い て

は 、 こ の 章 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  
 一― 三  （ 略 ）  

２  既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 場 所 に お い て 一 般

自 動 車 （ 道 路 運 送 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八

十 三 号 ） に よ る 旅 客 自 動 車 運 送 事 業 者 が 旅 客 の

運 送 を 行 う た め そ の 事 業 の 用 に 供 す る 自 動 車

以 外 の 自 動 車 を い う 。 ） が 現 に 運 行 し て い る 場

合 に お け る 当 該 一 般 自 動 車 の 内 部 の 場 所 に つ

い て は 、 こ の 章 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 三 章 罰 則  
 

（ 罰 則 ）  

第 十 八 条  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、

五 万 円 以 下 の 過 料 に 処 す る 。 

一  第 十 二 条 第 三 項 又 は 第 十 四 条 第 三 項 の 規

定 に 基 づ く 命 令 に 違 反 し た 者 

二  第 十 三 条 第 三 項 又 は 第 十 五 条 の 規 定 に 違

反 し た 者  
 

第 十 九 条  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、

三 万 円 以 下 の 過 料 に 処 す る 。 

一  第 七 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ く 命 令 に 違 反

し た 者  

二 第 十 三 条 第 七 項 の 規 定 に 違 反 し た 者  
 

第 二 十 条  （ 略 ）  
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附 則  
 

第 一 条 ・ 第 二 条  （ 略 ）  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

附 則  
 

第 一 条 ・ 第 二 条  （ 略 ）  
 

（ 府 指 定 特 定 飲 食 提 供 施 設 に 関 す る 特 例 ）  

第 三 条  府 指 定 特 定 飲 食 提 供 施 設 に つ い て の 第

七 条 第 一 項 、 第 十 三 条 及 び 第 十 四 条 の 規 定 の 適

用 に つ い て は 、 当 分 の 間 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ

る 規 定 中 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、 そ れ ぞ れ

同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 と す る 。  

第 七 条 第 一 項 及

び 第 十 三 条 の 見

出 し  

喫 煙 専 用 室  喫 煙 可 能 室  

第 十 三 条 第 一 項  一 部  全 部 又 は 一 部  

専 ら 喫 煙  喫 煙  

第 十 三 条 第 二 項  を 専 ら 喫 煙  を 喫 煙  

喫 煙 専 用 室

標 識  

喫 煙 可 能 室 標

識  

第 十 三 条 第 二 項

第 一 号  

専 ら 喫 煙  喫 煙  
第 十 三 条 第 三 項  喫 煙 専 用 室

標 識 を  

喫 煙 可 能 室 標

識 を  

喫 煙 専 用 室

設 置 施 設 標

識  

喫 煙 可 能 室 設

置 施 設 標 識  

第 十 三 条 第 三 項

第 一 号  

喫 煙 専 用 室 （  喫 煙 可 能 室 （  
喫 煙 専 用 室

標 識  

喫 煙 可 能 室 標

識  

第 十 三 条 第 四 項  喫 煙 専 用 室

が  
喫 煙 可 能 室 が  

喫 煙 専 用 室

設 置 施 設  

喫 煙 可 能 室 設

置 施 設  

喫 煙 専 用 室

の  

喫 煙 可 能 室 の  

第 十 三 条 第 五 項  喫 煙 専 用 室

設 置 施 設  

喫 煙 可 能 室 設

置 施 設  

喫 煙 専 用 室

に  

喫 煙 可 能 室 に  

第 十 三 条 第 六 項  喫 煙 専 用 室

設 置 施 設  

喫 煙 可 能 室 設

置 施 設  

喫 煙 専 用 室

の  

喫 煙 可 能 室 の  

専 ら 喫 煙  喫 煙  

喫 煙 専 用 室

に  

喫 煙 可 能 室 に  

喫 煙 専 用 室

標 識  

喫 煙 可 能 室 標

識  

第 十 三 条 第 七 項  喫 煙 専 用 室

設 置 施 設 の  

喫 煙 可 能 室 設

置 施 設 の  

喫 煙 専 用 室

の  

喫 煙 可 能 室 の  

専 ら 喫 煙  喫 煙  

喫 煙 専 用 室

設 置 施 設 に  

喫 煙 可 能 室 設

置 施 設 に  
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喫 煙 専 用 室

設 置 施 設 標

識  

喫 煙 可 能 室 設

置 施 設 標 識  

第 十 四 条 の 見 出

し  

喫 煙 専 用 室

設 置 施 設  

喫 煙 可 能 室 設

置 施 設  

第 十 四 条 第 一 項  喫 煙 専 用 室

設 置 施 設 の  

喫 煙 可 能 室 設

置 施 設 の  

喫 煙 専 用 室

の  

喫 煙 可 能 室 の  

喫 煙 専 用 室

に  

喫 煙 可 能 室 に  

喫 煙 専 用 室

標 識  

喫 煙 可 能 室 標

識  

喫 煙 専 用 室

設 置 施 設 に  

喫 煙 可 能 室 設

置 施 設 に  

喫 煙 専 用 室

設 置 施 設 標

識  

喫 煙 可 能 室 設

置 施 設 標 識  

喫 煙 専 用 室

が  

喫 煙 可 能 室 が  

第 十 四 条 第 二 項

及 び 第 三 項  

喫 煙 専 用 室

設 置 施 設  

喫 煙 可 能 室 設

置 施 設  

２ 前 項 の 「 府 指 定 特 定 飲 食 提 供 施 設 」 と は 、 既

存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の う ち 、 当 該 既 存 特 定 飲 食

提 供 施 設 の 客 席 の 部 分 の 床 面 積 が 三 十 平 方 メ

ー ト ル 以 下 の も の を い う 。  

３ 喫 煙 可 能 室 設 置 施 設 の 管 理 権 原 者 は 、 前 項 に

規 定 す る 府 指 定 特 定 飲 食 提 供 施 設 に 該 当 す る

こ と を 証 明 す る 書 類 と し て 規 則 で 定 め る も の

を 備 え 、 こ れ を 保 存 し な け れ ば な ら な い 。  

４ 喫 煙 可 能 室 設 置 施 設 の 管 理 権 原 者 等 は 、 当 該

喫 煙 可 能 室 設 置 施 設 の 営 業 に つ い て 広 告 又 は

宣 伝 を す る と き は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ

り 、 当 該 喫 煙 可 能 室 設 置 施 設 が 喫 煙 可 能 室 設 置

施 設 で あ る 旨 を 明 ら か に し な け れ ば な ら な い 。 

５ 知 事 は 、 こ の 条 の 規 定 の 施 行 に 必 要 な 限 度 に

お い て 、 喫 煙 可 能 室 設 置 施 設 の 管 理 権 原 者 等 に

対 し 、 当 該 喫 煙 可 能 室 設 置 施 設 の 状 況 そ の 他 必

要 な 事 項 に 関 し 報 告 を さ せ 、 又 は そ の 職 員 に 、

喫 煙 可 能 室 設 置 施 設 に 立 ち 入 り 、 当 該 喫 煙 可 能

室 設 置 施 設 の 状 況 若 し く は 帳 簿 、 書 類 そ の 他 の

物 件 を 検 査 さ せ 、 若 し く は 関 係 者 に 質 問 さ せ る

こ と が で き る 。  

６  前 項 の 規 定 に よ り 立 入 検 査 又 は 質 問 を す る

職 員 は 、 そ の 身 分 を 示 す 証 明 書 を 携 帯 し 、 関 係

者 に 提 示 し な け れ ば な ら な い 。  

７  第 五 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 及 び 質 問 の 権

限 は 、 犯 罪 捜 査 の た め に 認 め ら れ た も の と 解 釈

し て は な ら な い 。  

８ 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 二 万 円

以 下 の 過 料 に 処 す る 。  

一  第 三 項 の 規 定 に よ る 書 類 を 備 え 付 け ず 、

又 は 保 存 し な か っ た 者  

二  第 五 項 の 規 定 に よ る 報 告 を せ ず 、 若 し く

は 虚 偽 の 報 告 を し 、 又 は 同 項 の 規 定 に よ る

検 査 を 拒 み 、 妨 げ 、 若 し く は 忌 避 し 、 若 し く

は 同 項 の 規 定 に よ る 質 問 に 対 し て 答 弁 を せ

ず 、 若 し く は 虚 偽 の 答 弁 を し た 者  
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９  第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 十 三

条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 府 指 定 特 定 飲 食

提 供 施 設 （ 従 業 員 （ 労 働 基 準 法 （ 昭 和 二 十 二 年

法 律 第 四 十 九 号 ） 第 九 条 に 規 定 す る 労 働 者 （ 同

居 の 親 族 の み を 使 用 す る 事 業 又 は 事 務 所 に 使

用 さ れ る 者 及 び 家 事 使 用 人 を 除 く 。 ） を い う 。 ）

が 勤 務 す る も の に 限 る 。 ） の 管 理 権 原 者 は 、 当

該 府 指 定 特 定 飲 食 提 供 施 設 に 喫 煙 可 能 室 を 設

置 し な い よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  
 

（ 指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

第 四 条  既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 が

当 該 既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 屋 内 の 場 所 の 一

部 の 場 所 を 指 定 た ば こ （ た ば こ の う ち 、 当 該 た

ば こ か ら 発 生 し た 煙 が 他 人 の 健 康 を 損 な う お

そ れ が あ る こ と が 明 ら か で な い た ば こ と し て

知 事 が 指 定 す る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の み

の 喫 煙 を す る こ と が で き る 場 所 と し て 定 め よ

う と す る 場 合 に お け る 当 該 既 存 特 定 飲 食 提 供

施 設 に つ い て の 第 七 条 第 一 項 、 第 十 三 条 及 び 第

十 四 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 当 分 の 間 、 次

の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 規 定 中 同 表 の 中 欄 に 掲 げ

る 字 句 は 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 と

す る 。  

第 七 条 第 一 項 及

び 第 十 三 条 の 見

出 し  

喫 煙 専 用 室  指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室  

第 十 三 条 第 一 項  た ば こ  指 定 た ば こ

（ た ば こ の う

ち 、 当 該 た ば

こ か ら 発 生 し

た 煙 が 他 人 の

健 康 を 損 な う

お そ れ が あ る

こ と が 明 ら か

で な い た ば こ

と し て 知 事 が

指 定 す る も の

を い う 。 以 下

同 じ 。 ）  

専 ら 喫 煙  喫 煙 （ 指 定 た

ば こ の み の 喫

煙 を い う 。 以

下 こ の 条 に お

い て 同 じ 。 ）  

第 十 三 条 第 二 項  を 専 ら 喫 煙  を 喫 煙  

喫 煙 専 用 室

標 識  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 標 識  

第 十 三 条 第 二 項

第 一 号  

専 ら 喫 煙  喫 煙  

第 十 三 条 第 三 項  喫 煙 専 用 室

標 識 を  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 標 識

を  

喫 煙 専 用 室

設 置 施 設 標

識  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 設 置

施 設 標 識  

第 十 三 条 第 三 項

第 一 号  

喫 煙 専 用 室 （  指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 （  
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喫 煙 専 用 室

標 識  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 標 識  

第 十 三 条 第 四 項  喫 煙 専 用 室

が  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 が  

喫 煙 専 用 室

設 置 施 設  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 設 置

施 設  

喫 煙 専 用 室

の  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 の  

第 十 三 条 第 五 項  喫 煙 専 用 室

設 置 施 設  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 設 置

施 設  

喫 煙 専 用 室

に  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 に  

第 十 三 条 第 六 項  喫 煙 専 用 室

設 置 施 設  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 設 置

施 設  

喫 煙 専 用 室

の  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 の  

専 ら 喫 煙  喫 煙  

喫 煙 専 用 室

に  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 に  

喫 煙 専 用 室

標 識  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 標 識  

第 十 三 条 第 七 項  喫 煙 専 用 室

設 置 施 設 の  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 設 置

施 設 の  
喫 煙 専 用 室

の  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 の  

専 ら 喫 煙  喫 煙  

喫 煙 専 用 室

設 置 施 設 に  
指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 設 置

施 設 に  

喫 煙 専 用 室

設 置 施 設 標

識  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 設 置

施 設 標 識  

第 十 四 条 の 見 出

し  

喫 煙 専 用 室

設 置 施 設  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 設 置

施 設  

第 十 四 条 第 一 項  喫 煙 専 用 室

設 置 施 設 の  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 設 置

施 設 の  

喫 煙 専 用 室

の  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 の  

喫 煙 専 用 室

に  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 に  

喫 煙 専 用 室

標 識  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 標 識  

喫 煙 専 用 室

設 置 施 設 に  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 設 置
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施 設 に  

喫 煙 専 用 室

設 置 施 設 標

識  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 設 置

施 設 標 識  

喫 煙 専 用 室

が  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 が  

第 十 四 条 第 二 項

及 び 第 三 項  

喫 煙 専 用 室

設 置 施 設  

指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 設 置

施 設  

２  指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室 設 置 施 設 の 管 理 権 原

者 等 は 、 当 該 指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室 設 置 施 設 の

営 業 に つ い て 広 告 又 は 宣 伝 を す る と き は 、 規 則

で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 指 定 た ば こ 専 用 喫

煙 室 設 置 施 設 が 指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室 設 置 施

設 で あ る 旨 を 明 ら か に し な け れ ば な ら な い 。  

３ 知 事 は 、 こ の 条 の 規 定 の 施 行 に 必 要 な 限 度 に

お い て 、 指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室 設 置 施 設 の 管 理

権 原 者 等 に 対 し 、 当 該 指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室 設

置 施 設 の 状 況 そ の 他 必 要 な 事 項 に 関 し 報 告 を

さ せ 、 又 は そ の 職 員 に 、 指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室

設 置 施 設 に 立 ち 入 り 、 当 該 指 定 た ば こ 専 用 喫 煙

室 設 置 施 設 の 状 況 若 し く は 帳 簿 、 書 類 そ の 他 の

物 件 を 検 査 さ せ 、 若 し く は 関 係 者 に 質 問 さ せ る

こ と が で き る 。  

４  前 項 の 規 定 に よ り 立 入 検 査 又 は 質 問 を す る

職 員 は 、 そ の 身 分 を 示 す 証 明 書 を 携 帯 し 、 関 係

者 に 提 示 し な け れ ば な ら な い 。  

５  第 三 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 及 び 質 問 の 権

限 は 、 犯 罪 捜 査 の た め に 認 め ら れ た も の と 解 釈

し て は な ら な い 。  

６ 第 三 項 の 規 定 に よ る 報 告 を せ ず 、 若 し く は 虚

偽 の 報 告 を し 、 又 は 同 項 の 規 定 に よ る 検 査 を 拒

み 、 妨 げ 、 若 し く は 忌 避 し 、 若 し く は 同 項 の 規

定 に よ る 質 問 に 対 し て 答 弁 を せ ず 、 若 し く は 虚

偽 の 答 弁 を し た 者 は 、 二 万 円 以 下 の 過 料 に 処 す

る 。  
 

（ 標 識 の 使 用 制 限 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

第 五 条 何 人 も 、 第 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ

ら ず 、 次 に 掲 げ る 場 合 を 除 き 、 既 存 特 定 飲 食 提

供 施 設 に お い て 喫 煙 専 用 室 標 識 、 喫 煙 専 用 室 設

置 施 設 標 識 、 喫 煙 可 能 室 標 識 、 喫 煙 可 能 室 設 置

施 設 標 識 、 指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室 標 識 若 し く は

指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室 設 置 施 設 標 識 （ 以 下 こ れ

ら を こ の 条 に お い て 「 喫 煙 専 用 室 標 識 等 」 と い

う 。 ） 又 は 喫 煙 専 用 室 標 識 等 に 類 似 す る 標 識 を

掲 示 し て は な ら な い 。  

一  既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 が 第

十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 喫 煙 専 用 室 標 識

を 掲 示 す る 場 合 又 は 同 条 第 三 項 の 規 定 に よ

り 喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 標 識 を 掲 示 す る 場 合  

二  府 指 定 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 が

附 則 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら

れ  た 第 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 喫 煙 可

能 室 標 識 を 掲 示 す る 場 合 又 は 附 則 第 三 条 第

一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 十 三 条

第 三 項 の 規 定 に よ り 喫 煙 可 能 室 設 置 施 設 標
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附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 三 条 ・ 第 四 条  （ 略 ）  

識 を 掲 示 す る 場 合  

三  既 存 特 定 飲 食 提 供 施 設 の 管 理 権 原 者 が 前

条 第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 十

三 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 指 定 た ば こ 専 用 喫

煙 室 標 識 を 掲 示 す る 場 合 又 は 前 条 第 一 項 の

規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 十 三 条 第 三 項

の 規 定 に よ り 指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室 設 置 施

設 標 識 を 掲 示 す る 場 合  

２  何 人 も 、 第 十 五 条 第 二 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 次 に 掲 げ る 場 合 を 除 き 、 喫 煙 専 用 室 標 識 等

を 除 去 し 、 又 は 汚 損 そ の 他 喫 煙 専 用 室 標 識 等 の

識 別 を 困 難 に す る 行 為 を し て は な ら な い 。  

一  喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 等 の 管 理 権 原 者 が 第

十 三 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 喫 煙 専 用 室 標 識

を 除 去 す る 場 合 、 同 条 第 七 項 の 規 定 に よ り

喫 煙 専 用 室 設 置 施 設 等 標 識 を 除 去 す る 場 合

又 は 第 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 勧 告 若 し

く は 同 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ く 命 令 に 係 る

措 置 と し て 喫 煙 専 用 室 標 識 及 び 喫 煙 専 用 室

設 置 施 設 等 標 識 を 除 去 す る 場 合  

二  喫 煙 可 能 室 設 置 施 設 の 管 理 権 原 者 が 附 則

第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た

第 十 三 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 喫 煙 可 能 室 標

識 を 除 去 す る 場 合 、 附 則 第 三 条 第 一 項 の 規

定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 十 三 条 第 七 項 の

規 定 に よ り 喫 煙 可 能 室 設 置 施 設 標 識 を 除 去

す る 場 合 又 は 附 則 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ

り 読 み 替 え ら れ た 第 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に

よ る 勧 告 若 し く は 附 則 第 三 条 第 一 項 の 規 定

に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 十 四 条 第 三 項 の 規

定 に 基 づ く 命 令 に 係 る 措 置 と し て 喫 煙 可 能

室 標 識 及 び 喫 煙 可 能 室 設 置 施 設 標 識 を 除 去

す る 場 合  

三  指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室 設 置 施 設 の 管 理 権

原 者 が 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら

れ た 第 十 三 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 指 定 た ば

こ 専 用 喫 煙 室 標 識 を 除 去 す る 場 合 、 前 条 第

一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 十 三 条

第 七 項 の 規 定 に よ り 指 定 た ば こ 専 用 喫 煙 室

設 置 施 設 標 識 を 除 去 す る 場 合 又 は 前 条 第 一

項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 十 四 条 第

一 項 の 規 定 に よ る 勧 告 若 し く は 前 条 第 一 項

の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 十 四 条 第 三

項 の 規 定 に 基 づ く 命 令 に 係 る 措 置 と し て 指

定 た ば こ 専 用 喫 煙 室 標 識 及 び 指 定 た ば こ 専

用 喫 煙 室 設 置 施 設 標 識 を 除 去 す る 場 合  

３ 前 二 項 の 規 定 に 違 反 し た 者 は 、 五 万 円 以 下 の

過 料 に 処 す る 。  
 

第 六 条 ・ 第 七 条  （ 略 ）  
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大 阪 府 条 例 第    号  

大 阪 府 立 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  
第 一 条  大 阪 府 立 学 校 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 大 阪 府 条 例 第 八 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

第 二 条  大 阪 府 立 学 校 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

附  則  

 こ の 条 例 中 第 一 条 の 規 定 は 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 、 第 二 条 の 規 定 は 規 則 で 定 め

る 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 

改 正 後  改 正 前  

  

第 二 十 二 条 （ 略 ）  
 一 中 学 校 四 一 人  
 二 高 等 学 校  九 、 二 五 一 人  
 三 特 別 支 援 学 校 五 、 五 三 〇 人  

第 二 十 二 条 （ 略 ）  
 一 中 学 校 三 七 人  
 二 高 等 学 校  九 、 三 三 六 人  
 三 特 別 支 援 学 校 五 、 四 六 九 人  

  

改 正 後  改 正 前  

  

別 表 第 二 （ 第 三 条 関 係 ）  

名   称  位   置  

（ 略 ）  （ 略 ）  

大 阪 府 立 堺 西 高 等 学

校 

（ 略 ）  

 

 

（ 略 ）  （ 略 ）  

大 阪 府 立 咲 く や こ の

花 高 等 学 校  

（ 略 ）  

 

 

（ 略 ）  （ 略 ）  

 備 考 （ 略 ）  

別 表 第 二 （ 第 三 条 関 係 ）  

名   称  位   置  

（ 略 ）  （ 略 ）  

大 阪 府 立 堺 西 高 等 学

校 

（ 略 ）  

大 阪 府 立 福 泉 高 等 学

校 

堺 市 西 区 太 平 寺  

（ 略 ）  （ 略 ）  

大 阪 府 立 咲 く や こ の

花 高 等 学 校  

（ 略 ）  

大 阪 府 立 大 正 白 稜 高

等 学 校  

大 阪 市 大 正 区 泉 尾 三

丁 目  

（ 略 ）  （ 略 ）  

 備 考 （ 略 ）  
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大 阪 府 条 例 第    号  

指 定 公 立 国 際 教 育 学 校 等 管 理 法 人 に よ る 大 阪 府 立 学 校 の 管 理 に 関

す る 条 例 及 び 大 阪 府 私 立 学 校 審 議 会 の 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に

関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

（ 指 定 公 立 国 際 教 育 学 校 等 管 理 法 人 に よ る 大 阪 府 立 学 校 の 管 理 に 関 す る 条 例 の 一

部 改 正 ）  

第 一 条  指 定 公 立 国 際 教 育 学 校 等 管 理 法 人 に よ る 大 阪 府 立 学 校 の 管 理 に 関 す る 条

例 （ 令 和 三 年 大 阪 府 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

（ 大 阪 府 私 立 学 校 審 議 会 の 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 二 条  大 阪 府 私 立 学 校 審 議 会 の 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二

十 五 年 大 阪 府 条 例 第 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る 。  

附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 指 定 管 理 法 人 の 資 格 ）  

第 三 条  指 定 管 理 法 人 の 指 定 を 受 け る こ と が で

き る 法 人 は 、 私 立 学 校 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第

二 百 七 十 号 ） 第 三 条 に 規 定 す る 学 校 法 人 、 同 法

第 百 五 十 二 条 第 五 項 の 規 定 に よ り 設 立 さ れ た

法 人 、 一 般 社 団 法 人 、 一 般 財 団 法 人 又 は 特 定 非

営 利 活 動 促 進 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 七 号 ） 第 二 条

第 二 項 に 規 定 す る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 と す る 。 

（ 指 定 管 理 法 人 の 資 格 ）  

第 三 条  指 定 管 理 法 人 の 指 定 を 受 け る こ と が で

き る 法 人 は 、 私 立 学 校 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第

二 百 七 十 号 ） 第 三 条 に 規 定 す る 学 校 法 人 、 同 法

第 六 十 四 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 設 立 さ れ た 法

人 、 一 般 社 団 法 人 、 一 般 財 団 法 人 又 は 特 定 非 営

利 活 動 促 進 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 七 号 ） 第 二 条 第

二 項 に 規 定 す る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 と す る 。  
  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 趣 旨 ）  

第 一 条 私 立 学 校 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 七

十 号 ） 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 置 く 大 阪 府 私

立 学 校 審 議 会 の 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ）

の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法

は 、 こ の 条 例 の 定 め る と こ ろ に よ る 。  

（ 趣 旨 ）  

第 一 条 私 立 学 校 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 七

十 号 ） 第 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 大 阪 府 私 立 学

校 審 議 会 の 委 員 （ 以 下 委 員 と い う 。 ） の 報 酬 及

び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 は 、 こ の 条

例 の 定 め る と こ ろ に よ る 。  
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大 阪 府 条 例 第    号  

府 費 負 担 教 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 府 費 負 担 教 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 大 阪 府 条 例 第 三 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示

す よ う に 改 正 す る 。  

附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

改 正 後  改 正 前  

  

（ 府 費 負 担 教 職 員 の 定 数 ）  

第 二 条 （ 略 ）  
 一 小 学 校 （ 義 務 教 育 学 校 の 前 期 課 程 を 含 む 。 ） 

 一 八 、 三 六 八 人  
 二 中 学 校 （ 義 務 教 育 学 校 の 後 期 課 程 を 含 む 。 ） 

 一 〇 、 一 八 五 人  
 三 （ 略 ）  

（ 府 費 負 担 教 職 員 の 定 数 ）  

第 二 条 （ 略 ）  
 一 小 学 校 （ 義 務 教 育 学 校 の 前 期 課 程 を 含 む 。 ） 

 一 八 、 〇 〇 八 人  

二 中 学 校 （ 義 務 教 育 学 校 の 後 期 課 程 を 含 む 。 ） 
 九 、 九 九 五 人  

 三 （ 略 ）  
  


